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1A-1 窄表氣武中にあ‘Lするシ名避雇中祐微青:uo Po t1J樟絡

放匡碕 O roi奢P追3-.,目祁史朗

旦竺 紐における叙青森釦牲粉侑l7J府在杖徳をしらべることは，すン 7°
リング，九j足面など(7J.}::.て．．，非尊にもずかしく，がなヽ）の時 I句を争する。しかし
そのれた杖焦い明らかにすること 1こ，未隻々の分野にお・1,,て代だっこと力＼••9釘われ
る．欠‘々ば、大知碑角におけ b :2-1I>fo の存在杖能を咽らかにす 3 ため／ これまて，．

揮絡和 Ti.ど’に 1匂する 2, 3 (/')虎葎を行な...,1.，↑た。准紅っ",'Z I丸をつ••生
4台めとして統：化作気相（危気） 1こるげる柑々の湛匁麦（ll.に対す 3 拳勧ヽ：ついマし
らバfこ。総m証1こあいては，シ令ぉふ：：存在する積討分との 2 決鯰•を知えな
ければならないのて．．，今@1な、ネシ告住孜相とレて空素とと、）あヽブ，醗化仕如目の
t易合とと.. 4 ような和心レ｀ g，示すかg L らべてみた。
皇 焦危清叫lょ，ミリ、r、0 1'つ 4 Iレクで｀・サン 70,, ンク’'さ行なったtりど
使困し、うの拉珠も過当な文ぎj 1:: 令割し，次のようなを総を行なった。
一つ 1な，棟和長作す rょわち加飾しな、＇て＂試料じ湿式灰化し，工or。(IJ分打を行な
う。他 1て，＇司峙 lこ、（か試料の残却についマ»空良がスと決しなボ＇ら、各積這度
i：：:t·い 7 加魚 l T: のち， 9f‘存して、，るツ0,0g定tした。（る危て｀＇求められ r、•吋量
きtt羨し、ク令存杖紺能tヒ（淮慈章）を箪出し r[.
工0 p。の分対法／ま， 0．窃塩酸鞍仕 1こみ、，て録荏 I tイオ羞、tせ 3 壱釘化学的屋捨法

lこよ 9 行なった，

ダズト試詳0 加熱方法，a, ガスクロマトの 1鳩裟屋て••ある梵夕紅業屋とがJ I打レ
，壱い炉の軒ダ、: I ぎざ＇ん r」'試料t ib羨だ—t--、：ぅっして樟入し，i釦を時の痛散
苔仇／r止す 3 rこあ,li:i是な＾ふたをした。没、 I 'Z"'をゑヵ••ス（純対 9?. 99f o/a)を；訂
。こ17)'寺＄、こ試料守にをまが 1 が琉．れていることをたしかあるために，力＂ズ a 羨
か排広 0 にみけん H羮琉がtをとりつ寸た．浅骨計ず，註粁ヰ I 、｀力＂スカ＼ーシたれが｀
ることg rこしかあた上て＂杓李温度ヽヽーもつていく。加秘碍向 l ;J:, 1 時向社11:,加焦
滋尤 lなJ :u,o9C. ~ goo flC て゜．贅の目与さつけるたt.loj /Ot>0C. f紛届とした。加知復
，石足太‘-ト.t.. i：知 r逆0 f,,き塩終て．．堵ヵヽ l ，栢和＆ィ乍と (a ¢方去'l..uo p。 0 分朽

を行な，tこ。

巧0 ~凶線計刃臼， ＂イ本諜飲象と 12.g午ャン1- Iレ I\0 、レスハイトアヤライず‘―

，，伸合わせし｀｀よる d 燦1^9 7 卜 0 メータによ｀た．
耗昆わよび．＂ ＂ガスき来した必合の各社湛度差んに対する内｀仔杖射

能比乞 F"a・ 11 こ示す。か00°e て＂は全然：揖器 l ないが， 306° C iこなると約ヽo •I遺＜
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樟茫す b, 5()o0c~ roo°c 切む Iマを一定＾ギ算格字t示し， 6oo0c になると炉／o ，

goo•C で,ctういんど／0 0% f阜搭 L て L まう。 この会百棗 E 殿4ピ仕気雄（空気）の土易合と

比粒してみると，空氣の戌合乙― l1, .2.() o• c....、o t>•C. 29.“°°/u, 70 09C 1 9幻"I•, 90 吐．ず

/00・んのr" と示 L ている．を長がスと空気の北合0) }"o 樟和 1よ、同じような曲
裸の動を示しているか“1 揖発孝と樟裕すi湛度のす＇れぷめら。しかし(,っ‘れ／：： L 
て叫草経,~ 2 紐府あること 9オたしかて•ある．っよク

宅素ガス"Z..ll, 30 o•~ （逗とヽoo' c:...イエ立
空気て.. /1:.,)..00.c.. fm年と 700'e f心 心 3,

宅長がスとfo 化合キりとの I荀ヽこ全く化学辰 Iだ・が行われなヽ I と仮定すれば／洛直歴 I こ
ぷ、けら2,40 p。，な，ユ樟t和x ,t.. 0 荏在乎I，難き示すとキ絃足 3 れる。 こんらヽ化合紗，，固

立ば、シ名屯浄に R在 1 3 棧点‘らとfo との lbl ：フくられる化合物を捨｀足し，そ；楳
シh叶iもいくつか作楳し， それらの季勧とぱ給す 3 、貨車があら。

Fc..,.1 
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lA-2 最喝試料守のJ.}"贔あ｀よび｀｀
アク今ニト、長寿合瀦板穂の逐収定覺

（金沢火理）
0 阪と正俵 今井利天野村併し＼手ぷ光筵福島和｝

環境試料＃の、主と V てり板射悴のアクケニ噂疇、ざら v、礼れうの峨核虎
ラジ｀ウム）司位知叶試炉｝よリ足愚すろこと 11犯球化浮物は誌研究や、放射綬影
臀（核包糾再叉這冴疇運） K 喝可紅襄境淑釘能研究 k 吃亜である，
麟状態とし仄叫叶から、厄， UI 且ノ巾，ふ（埓 K 鴫）などを也次足愚り
麟を検訂した 0 22澤 Iす．羊滋妍 6, 7 年で、 3~30 年の時呵入ケー）V‘の,~笏乳化翠
切研究 vくり崚味ぁ遠叡｀、あうの Iく、多易茫‘Ka 支件のためそのi則定が困難t",
邸究が少<, 5 のを易を丸蔚弘（応¢, /3 ん）のミ）V ャソグ I;; よって分雑定愚がる
かい申約 rく，全褐乍の概要を (I図/) K禾す．
試料摩知 1 1-. (]放身す応（23勺瓜

疇） J i則危核祀と以エネ lv ギ｀— 図ー 1 竺
の薯なうr:}..放冴賢（ダり~ J..2J2 u)  

后と＂をそれ劣＇れ目切 lて応じ＇て添加J
I 

re (OH)ゎあ｀Jぴ｀品S04 沈殷をつ 邸ふOH,.

Carrier 
'Th(UX,f Pa~Pu.("'U) 
切 M釦

l 
F 
discard 

4 1），アクケニドカ桑わ｀すび‘'私を 1 1 印1 l 

捕集すみ。卜 V サー実験Iてよリ， ド王 と．OJNHF
叩i切水からば（認叩ひ‘· Fusion 

拉；；そ紅＇れ 7SO ヴ添加）こ 三
DIBK 

“チの加伶 li L) りいふ手と 1dILHCI org. Aq. 

レて ~o棗逆く知尼芍るが，凩 lプ，、ふI；：二，i:,lRn］：三
ゼrf)うちの約土が‘J3aSOク K 直 r | I O 

集ロル 1.` Ttvの BaSO夕 k叩集~ 0~叩Fl=.:. 
されク劇店 I子、全丸囀り這弱 ゜rg.↑正「平□

喜喜晨:V`:も:org.ミここ：
6NH心回゜rg. ~DcM呻

｀箪がら l 'J. 全として蓼媒和少、 ［mm→k] 回 ＼ヽ ／厄心） 諏心玖 1／ょ l） 各元秦を放身寸化学切 l1 に二□ こュ戸—--`
鐸“製ぃ鑓着線煉を厨）、

- I. — 



邊衿す付電誹箱 lくて、以練エネ）V ぎ｀—今材を行ウ。厄 6‘ ．丁 OA 抽歩、疲のi/
紅j!}_;浄を充か行ゎ riレ）と、相対劫 l冷蕩の U が｀，昂の部分,-:: i昆入ーりる滉沿がわ
か（）砕え），この喝店・£ガ、 2引U の粛加がなげ>iVば`‘ 吊同位斧を危か足是 v うる。
鯰卜 V -サーの電着線源.t..の甕と灰め えられ疇化が婢 I t. t毎水、からの
場合、い彗 lてつき I() ~40 ％であう。 門Counts 直Z, (1410ml~ 

屁so夕i虚/1..炭殴虚＇嗚棘 I( よリ，
& coJ （てかえ．収 lぐ溶醇する。 この屋
液ず Z‘. l1) Ra の化釣奴幸 1 ま． ラト‘・ソ法 K ぷ
たRa の定 lてよリ求める。万なわら，
キュ＇I -~ソ I( 参和＼した試斜溶成をーケ
月放詈猿、項を呆の役1乍 1-:: J:し）．応が入
t囀慮島□1年心雛箱（夕004) Iて
和、卿1定する。感度 11 約／0ー／2 キ 2- IIｭ
て‘'ある。つざ＇にこの溶疲かう伽雑精暖
し臼3Aclば、 13 刷危（叶3) J 13 スヘ°クト IV
園双‘'確認危是すか斥あ‘•この化紫
恢帝し各要勝比＇｀と K知うため、 3,2HeV0

d 

り放射沐14佑幻添加ガ碇訂 v rく。 シの核

拗這IOHe70)フ’ロトン畷射した Eu 9— 図ー4
ヶ‘‘ットか 5, 2いアマ）V 力‘‘ム複え等1..‘’比みt
を除玄、レ、無担斧に調製 v た。

図ー 3

e
 

曲
a
n
g

こ
ー
w

g

-

.

ｭ

゜1

O

a

-

r

-

2
8

匹
ぃ

l
l

2

p.
V
e
 

A

C

e

k

s

o

l

l

l

 

o

l

b

a

I

l

 

C
a
y
l
o
w
`
lー
上

e-·

• 

D
 

-

1

1

 

-

'

I

 

-
』
-

r

ｭ

-

0

-

' 

,
ｭ

-

T

-

-•— 出
ー
T
 

E紺

Z16Pus:四如

全
＞
lp
<

—— 
9

3

 

5 —-fO Time 15 2 30 hours 

~-s pec tra by Pico Beta 

0.1 0.5 I 

MsTh2 

Cs137 

UX1 

-5-



lAー3 環叱試叶やmれいう各 4 ，い該

（象故久錢） 叱田和伍 0 珈喬桑f1“いをふ
町r 昂手 I t評花雌，木村軒

“海~I 項4, 紐知4IV9 -ヶ¢漬戌拭叶 l令 9 れり和乃素ク
、研が虹心・紐 l,::. るパ＇'1....- 11 っ 0”碍雌知免り杯柔口芥Jiiりる。
I`  +I足（叫）二 11) +I:(古) Li) 

パ釦叫り久9瑾凸糸心狂‘液虻吋 I,;; つし 1 -Z. 1 i-国9餌ん）““
渇t月シぅ・呵醗げ如引,:.'(,,り 1 ント r ／免急しW1) の 1 ウ（i吋炉和れ
'バふ ／＂渦） n,か狂｀ 3 り衷t、含むりが嗜］滋釆ぃりりン 1 i1 1ー’/<.“
4 ふ．訊ぽ I｛かf:. 4/り、い知炭素，噌り lI ンリ，い”反＂}.,_) t鵡
1 }0 ＂：葎 lシi •,I L tふ訊‘が心レり｝。

ー＝上wi "W2, •叫

化臼厄バ麟ヅ嘉如叫’"「いわ~\にヤt ]ぺ雌-z;·~りり
＂り臼可炉 1,0 ンバる， v たが，L. I 

知（悦＋ 1 ） •A2 (2) 

盆門ねい＂ I)つり象のりかなバレ～ li，ら，わ立、窃［匹ゎ'C'が冴「 L 在
”心ふ切― lt'f;.がいじ和好 l月i知 h.l ，｀多りふ如口知り 4 丘叫叫
ヽダtもパh っぎ"h tりヶたた直ケ｀
蜘紐lつ、‘\I 1. 

5 Iーヤ工0,ー＋邸ー→ 3Iュ＋叫0 (3) 

叩心丸；；ぷ・ l I 1. 

紅一十西ャ邸ー→ら疇贅 ~) 

狂い、釦叫叫柘、I つり素疇い化佑彩湿r4 るとさ；釦わ；レ 1 1— 

炉「いP tれむ紐 I勺 LI 1-叫＾況叩耀｀，塙＇叫の項り，，つり象（東限l碑
v,,, V 叫圭 ~v -v:J:')成れ飩tい｝シt負‘雰｀之，況ftt豫叫クレt l叫パ糾
"1 叫｀｀，， I乍 3 りや訊l叩限しレ噸虹 V t,炉舌）噂lott名切るつとク＼＾
多‘tを o

如ザ l'f- I峰和炊象ぁ｝叫ぶ／ ¢｀‘／午ダi2 } 1, 、~11,:::. •細 ·K iれう今i‘1 9、
位ヽ分H：乃た 7 z..lt,mmE 9 f‘ぷ：／＂ね的，｝也｀｀い印r t印iり；．
”PJ. l:もしかや池い卜｝ク＼｀ ¢も＾り克喪，屯tヶI応乱 r r ，，ウ＾悉戎叫糾
＂＾ケグレ、•/r (),  i:{f料叶紐9、i心中ぅザ＼丘田加滋禿、！怠叶r. 1 るバ‘
咽り久射伐心l兒 1 うつt i2 かり、ぢ， rねLャ”“(•免尉i }','(,,が‘8 泥があ
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1J,. 

租水，布ば，，，巧髭ら+I 叫*ti/函；槌 4 放射，ほ巧象 1 令様吟、注残しレ
1, 7 3冴が―t秀象 V f,;.. • 1j-ぁ•封わ 10 ーク叶t)図l- l:;. ~り，

竺血
I 
旦
ば訊ぶ）

三Nげ゜3圧·
-1 

叫II-m

l湖：ロ
CH迂亡

l 
杢
(Iif-1 fo3) 

I 
水I-1

\KI 柱1辛臼I)
``りI)
叫叩直

•9 

匹兎1[

↓這分
I 
碍I-2

悶::;i：認）
直
！心疇譲
• 

“£碍屑
↓測走
'II- l 
I が平

↓浬咲
（ Iた途）吐

図 1 爾和認ゎ叫和＇茂叶滋的今研法

紅渇 4 つり来む応加レ1..ンの分研亥t焦討レf;.. ~ ::;,,, ~祖の嫁射作っウ
長 A‘：名以I9 1‘＇庄青久iるつしが介 1 f::;..。
ぃ准，祐移来、こない 1 \1 ばぷ lt匹1,``lそゞ兒全 1壌叫I tれうシと 9咋 1 fぶ

己(t叫{‘疇少＼＂／fi (‘^ t｀シれう＾四ゃ尚．釦：：：： tか紀病うりい、紅和が I
てしf斥印‘棟討い要りる．
誌畜
環が祖1 4 叫｛，心り素t I ff.漢印免羞す｝シと[t、往条 l! ~り｀｀叫れ
心ffいが｀和科，しシ広｀ l ＇1., Li、•印位｛紅森心，＂吐紅各・紅碑i2 和，＂｝つ辺
試‘企角必，？紅 l夕？ぃ叫ら叫， Iー、斑の肴りパ臼つり知＂切睛
し::;...注「 1 うっ't.- 1心｀ざた。
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1A-4 
酸性藩液中にお‘げるヨウ素ー 131 の如険装置
表面へll) U及着

（原手力研）。久保田益兌 天野想

I 、 まえがき ウラゾの核分製生紋粒］中よリ短寿命ラジオ了イソトーフ°を介羅
精繋する場合，および＇中ヽl生矛照射したテJt/ Iレ酸なこ‘から 131I t分難する場合，

1311 の収率は空気中への硲敬と実験装置表面への収着などによ I) つねに低下t~
。 本研啜ぜは了）V力’J性溶浪：中t'I 価の卜会イオソて｀ある 1311 を用いて，この溶

液セ穂々の酸I}□度の硝酸または塩酸喬液とした吋にガラス装置および｀Jf-リエ＋レ

ソなt'の高分子材加：：吸着する 1-3J L の量と，ポリエ＋レン嗅の容器オ‘ら渦浅する

叫の量を求め，さらに硝酸霞l釦磨液℃した時に生厳するヨウ熟0)化学形介布を
調ベ・ 1311 の吸羞との関係ど調べた。

I[、実験あ‘よび釉果 町が容液は原確製造音卜にあ＇いて悽蓮 L t:. 931I 遠液(p H

8"-10, 3 ふ／mし）から，ー苛さとって再蒸留水せ寺釈して調製した。 揺酸，塩
酸，ョウイヒカリウムおよび回塩化投栗等 lit市敗の特報品をそのま＞用いt:::.。 吸

着実験に使用した太°リエナレンなi'IJ)高分矛材料 1;t:市殿ll)ものを再紫'I« *せ洗森
L てから使用した。 口反着率の測定 1むー史量の 131I を令んだ万粗夜を容器に一虎時

閉放置した後，その溌液の一却をと？て放船能主測定し，最初に落液中に存在し

t:::.1,11 IJ)督と比較す 3 ことによって求めた。 四塩化横莞も用\\る瀦媒神出法に

よる化学形の和定t'は A,W 、 Castiemah らによる方ぅ公）を用いて 1゜， r, I＋5.”，せの
他のフラクショジに分けた。 これらの実験 Iますべて宦湿ぜお‘こなった。

(I)硝酸酸牲涛液'C. L て 1~11 tガラス容器 1:::. イ丹存した場合 0、 1 ヘワ規定硝酸溶

液を用いt：：渇令には酸性度の変化に従って 40 

メスフラスコヘの 1311 の収着が認めう水，

1 規定硝酸の時最も良＜ n及着し約 20% にも 30 

一な，t::.。＊
ヽ

(2) ボリエチレン幣梼痕ビ｀J I\の吸看 棺伍。
々の酸Il宙食の硝酸および謀酸疇衰℃して沢

ホ゜リエ +v ン雙棒状ビ｀J I：：イ昂存した時に吸ぎ
着す~ 1:i!.ll 0)量を求め T：：奇者果を図 11二示す互~ 10 

。 約 1 日間放罹し 1遁寺の BlI IJ)喋着率は
硝酸齊液の場合 1 短史前後t‘贔大とな＇）奇勺 ｰ as 1 .2. 5 

鹸帷·虔（類支）35 ·IO‘C.なぅた。 tた逗酸落衆の場合には

6 短定て＇最大とな＇）約 39 0/。となうた。 約 図 1 ポリエサレメ製容器へのUII”ぃ清

- 8 -
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l5 日間偲存した時には研醸殊夜て｀ヮo•／・，饂酸寃液て‘ね 0/0 にも逹 L T：：：〇

(3) 庚顎装置に用いる各穂祐分令材料への収着 市販さ咄ている訊分手材料の

十ューブ｀（約 l0m rn.中） l:.1311 t 1 規定硝酸溶衆として偲存した時に喉着する橙を
検討した。 その結果， 1 日間放置し F 後にあ｀ける 1l及着率はそれぞれテフロン 10

0/0 ，イラス＋ッグ 20 o/o Jポ、゜リエナレン 40%, i釦ヒビニー）V42 o/o,：：Jリコソゴ｀ム 41

％，タイゴソ 72°/0 ，バフロソ 83 。Jo'Cな） t::.。

(4) ヨウ』ヒカリウムまたはヨウ素酸カリウム存在下にあ‘け~ 1311 の収着 ホ°')
ェ＋レソ懐棒状ビンにぼ11 を合も 1 規定硝酸席茉を入れ，その後穏々のぅ農度のヨ
ウ~tカリウム l t::. Iiョウ専醜カリウムを加えて偲存しt:::. a奇0) 131 I 11)収着率と求め

t。 無担1本〇場合と士ヒ較して，ョウ化カリウムか約 1XIO-3 H の時の 1ョ I I OJ収着

は特に勿く 1 日後ぜ 0及着率は好f '/cl 4 日後て｀ 10 ゜んにも逹した。 一ぅョウ素酸カ

りウムの場合には ',I I IJ収着は無担件0)時t. Iずとんど｀変らなオった。

(5）求リエ＋ I/ン喉林杖ビンオらの 13lI が局浅 木°リエナレン＇嬰棉杖ビン（約

1訊遭）に 1 燎度硝酸すたはワ規定碑酸寃
液の 13l1 を入心加熟 l：：よってポリエ千レ 8 玲
ンを燦封 L f::.後， この了ンフ゜ Iレを 4• オ菰酸 4a

ナtリウムを令も了 IV 力 1) 性疇末に保存そ
した。 ポ、゜リエナレソの畦を通？てシ扇戎しず 1.6

てく;;) 1:11 I 0)量 l't了Jレカtj 1\生の茨液中 1：：令 ｧ 
iれる 1 :1 1I (1')景を渕良して求めた。 柿果•;。.8
t団 21：：：示す。 D及着実顎の傾向とは並 1 こ

”"い硝酸涙液の場合にJリ多く漏浅した。
(6) 1,11 の化洋形分在 了 IVカリ性落液

中にあ‘いて 1であ~ 131 l It 1 煉史硝諮喬束
t LE 場令にします叶やかに酸化反応ォ迫ん

て‘約 5 時間後にば 1まとんビ｀乎衛に逹 L た。 抽出容燐表面などへD) u阻着を麻いt=­

収争を 100 0/。としf::.時の At滓形介布 It 1ー r; 5 •/c, I — 11 1。 ,I+s-, +'7 4-。10 ，そIJ)他 IO'/o
とむうた。

1II. 1 心 町ぃ及着 1す硝酸嘴来の場合， 1 短定前後て｀最大となり亦°リエナ

v ゾ陵の寃麻に IS El 間放遺した時の咽着率 1 な 70•ルとなうた。 窮酸の藩度か'5曾加
す~ l二つ氷て吸着率は浅少した。 i篇酸寃凍の場合には 6 規定て｀咽羞辛は最大'(_
なリ↑砂℃なった。 ガラス0)表面に対する 1311 の喰着孝·は最大 20 "/o 'Cな）た。

ョウ仁カリウム，·ョウ蒋酸カリウムを加えヒ眼着史号使およひ｀，＼i>II の北岸砂分布

など｀からがえて，実験某置表面への吸着 I;J: I゜によ）てあ` ::.. 3 と思われ 3 。

参考文献

i) A,W 、 C o..sせeman, Jr.,I.N.T呵叫り、Mu1ltel叫；J.呵叫Cし｀ （如訊．，迎， 5 （叩）

9ヘク叫03

/ 
/ I NfltlOi 
o-0  

。
2.0 30 

放：置呵間（ a)

団.2.]t,o'J I．十いソ咄磨玲オらの '"l 6)漏衣

10 4-0 
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1A-5 放約化分杵減による魯の，tのウうンの定量
（東人・冦望）

涙口惰 o澄叶翁人 冴島義評 玄
考

脅姿
ヒ

（／）日的

化左脅の却イ＼＼よー船0 に考古滸的に挽定されるがヤ化舜的な方法として脅の中の
“の含肴量か 5埠定ずる方法がある。土ヽヤ 1こ少里立った噌ヽ.i. I目面か 5' 杜々の元
象·を吸羞ヌヽさ化）合した＇），脅含体が分湖 l 1 その版府ヽょ長、 n匂 l こしだ‘、 7 に変化し
て、 7 く。もくか§．フッ喜法が用、 7 §水 1 お＇）， 乱だ最近 1‘‘ ＼よ・マンがンなどの含哨

量と牙イ\ Y..の町ぶ：っ、 7 1 tかな＇）研洗され 1 、 1 るが．、うランにつヽ 1 1 、よ 3 ぜデ‘‘

ータも少な、］。フ 4 ッショントラック玖による牙ィや約1 定おとが放射i'生物濱 E よる
環規汚染のモニクリンク‘ヽとの涙イ系か 5 ．舟’の中に徴童に含jれてヽJるヽ、7 うンの定

量、迂輿沐が持たれる。

ウランの放射化合柑（＼幻既）こクくの久祁がある。野埓 s'1よう洛煤枯出全主l:'...した迅
立介餡琺 r、より，帝の中の勺うン広 23?U 全 1用 I J 1 放射イし分析玄行なった！ね1 発
1‘')3 239/VPを）月、 7' ＼日収率を成めるために 23％たトレーサ・一として！司、濯洋な,{I'.,;習

分餡操作による勺ランの定量法を魏立し，あわせ 1 脅の中のウラン角盾遼い脅の
考古営的牙代＇l!. d) 1打係をさ固べること玄目的y_ L た。
(2）方法

町戸 Eo..st Anfjlian ~方ゃ｀＇発狐されたtの．北マつ＇）力 今ャド＇湖ガ‘J＇出たt
のな x•＇の中力‘_.; /0 数栓t5) tのを皇-ct,そ水ム，の粉未化したtのたおよそ 0. I 3 'tっ

--r ！玉射した。もた I, 1,9 3000 フ2す kev
の、うランを喝 1こ浸井 忍| | 
込iせたt o;,,i樗狼言成 t I l 

& 
科とし十こ。 2000 

分オ斤に、よ 9 23;U(n ，ザ汽U
上2)冨畔り果生じる

の 2 i

の¥線玄使吏用し，収率

全半めるため 1: ¥i 238tir | や... 4 I.Jし... 」 l1-..：し..... `— 
をかJi莉 l, ·i違）料繹

゜作 l ：心，浮、口りの陪、ん ｰ 
中のウランの主量 1: 弔
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lA-6 非磁壊放射（t分柏による化石骨中のマンガ＇ンの定量

（乗大・理）
茨口博

（乗大、理）

0 本村頌敗

1) 目的

現世動物の骨には約 I Pf訊のマンがンが含まれて 1) るか，死後地下 I：：痙求 L 化．
印しするに伴い、地下水に溶俸 L てしふるマンカ‘‘ンが属：：：固定される。 この固定量

虚厄J局“徴藷哀口の関係豆める試‘みは既に行われてあり，マンガ‘ン“赴曼
に選ヨウ魚殿塩法（tt恒分析＼を困 I↓，国の曲線①で示されるような結果が得5
れている： ：：：：の結果は日本各地ぁよぴ‘台湾から出土 L た禍 lこっ 11 訂忌 5れたも
厄‘、出工述が様々であるにもかかわこず‘, 14c ラ去による絶対年代，白住賄め的
方法 I：：：：よる相対取せ口疇 l::::.よ l坊郎駐赤 L 乙いる。
杜輝でlet,マンがンによる相対圧Aせ来定法の店友性とさ ~I:::.村腟汀するため．
蒻名地応出土 L た促石渦 1 ユ 5個（：：：ついて、比色法℃ね庭魯ざきほかったマン
ガン含届贔。、01 ％以下の試 10 
料~についても総宦良く定量

豆：：：：とと考慮し，非磁壊
蜘疏扉ミよリマンがン
誼量 L，推定年代との閲

誓ぷ;~考庶した。 :1 

天然‘に存在するマンガ｀ンし

｀種は叫のみて‘‘,('fl，'6') ~ 
筵によリ吟豆 I主成し、 ~161_
紅は口．58 疇直受する。 3
か諌スヘウト 1レの先喝ピー ｢ 

クは 0,84-7 Merが最も強く三
現れる。 163 

綱究ご｀は Ge(Lえ）半導体
（窄塾 30 cc) と用 l) てが

繰スヘ‘?l-- 1レど村迂 L,
〇`847MeY のピークにつ l~
ぴ影輯知との比戟走場左 1が．
行なったも 103 
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化丘帥は水況：：：よ）表面の考れ釦除云 L, 較燥 L た後表面から 1 笥飢経度左削
り見たものと試料と L' ー試料I;:. つき約 100訊3 ど分析1二町革。標奢言芍担金
属マンか｀ン（純度？？，？1%) と o`I M "寺級硝酸に落解し希紋 L ，桶嘩言式料 1 個
当 9 マンか｀ン約 10 ド3 百含むようサ純1こ咬加させたものと即泣。
曲維①か5. 10海稚度の 4L厄骨に(a ~0.02 鬼のマンガ｀ンが含まれる二とか｀‘予想さ

れ， 4/L后鰤諏料 l00'l'ltg左知 l が四四／C,ffi"!4R｣. c..謬い）ご‘60 紗暉tLE鯰
に急5 れる欲扉とは，

A=N 知、（ l -き）
全 N チ．←入t (り入~t)

= 5.2 X ゆs- d.ps 
這リ，検む効条の低い知止）検出瑕でも＋介検俎できるの乙'‘60 紗艮送恋熙
射~L た。
3) 結果と考案
＂釦へ° ？卜 lレは呵1バ） 0,847 M打アの l取かに， 2＋Na の (),~I, Iが7 1 I, ワ 3, 2、 24-
廂V /f)希光電ピークが強く兎われたが、町1'1\(1)定量 l：：妨l曾とほるピークは誤めら
れほかった。分僻能（さ 0沼n MeV て｀｀ l ％と極めこ良く，含扁量の最も少なかた
誤‘料についこも 1、 b 土 0、ユ PP'lnと十分吏量乙＇‘き瓦最終的な~I起憐差は，試料と検
印器口の間 ~o四芦的か｀大きかたため I~ ～四％見込まれる。
図はマンかン含届量と推疸年代に対 L 7°ロットしたもの乙‘‘ある。この固か 5 白

田匡釦泊マンか＇ン含有量が？夕 I~ ことが認め 5 爪る、しかし曲絲頃）と比べ‘て全
倅（こ芝の／麟量は少 <,l\‘'ぅっ豆箪虹大き<,®(J)よう店され叩訂蜀係は店↓ヽ。
マンか｀ンぃ鶯化磯欅Iさ馬伍y呼もte への地、下氷中のマンか＇ンの関着乙｀、あることか
応戸 n る。徒ってマンが｀／の儘化曇lなイtE. 晶(J)鬼没湯消狂禍の形求（：：：よ）差
畏か‘庄じると若琴爪る。項I いし乙伝4鴫乙‘溌見幻幻ミネア＞デルタ- Iレ人
知ついこみ紅，マ刃か‘‘パ汀場は 0•OO幻％と豆直直声豆函04年 1：：：対応す
這として 1さか伝り伯いしかし，この鼻か｀魚窟如乾桑した北屠中に埋投 L,
埠下水いの袴愈が少ほかたであううことと芸ぇるほらば談明できよう。今国の
分析這t l た叱伝骨は乏の迂笏‘ん‘＼麟環産I:::. ついての資料か｀＼伝く許しく諭ず
琴と 1立乙＇を応。胆の 9曲綸砂，俎土連か｀‘血＜鯰環境か‘'比較的癒似しこいる
以 I思い這ふ四一区とら 、紐直料1こつI\て sl 1 ~こみたものであ籾‘‘、こう l
｀年代とマン1J`‘ン五嘗の一緞叩疇直註めるこt.. la，相当難かし（＼。
マンか｀ン含産量かシ唯定、年代疋求める：：：とは，こ｀｀＜限ら瓜た地咸内のー連の北層
につい-z:'理没遣壌と，屑の形状1;::: ついて十分な検直靱＇店された上ではじ｀れて可
錨と彦るて、あろう。
4) 文献

＊下田 北海道考占岨第 5号 1 
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lA-7 ，，くルス中性子法による短寿命核種の放射化分析

松田泰彦，湯浅嘉之，中北孝

日本原子力事業 KK 田村俊幸，村田徹，谷 彰，河井直幸

数マイクロ秒ないし数秒の半減期をもつ放射性核種の検出法について、先に本討論会

（オ 1 1 回）で報告を行なった。しかし当時の測定系には信頼性、安定性の点でまだ若干

の問題点があり、これらを検討改善して、測定系の安定化等をはかつたので今回改めて

報告する。

さらに、短寿命核種を生成する核反応のしきい値などの違いを利用し、また照射中性子

のエネルギーを適当に選択することにより、バックグランドの減少、 S/N 比の改善を行

ないうるとの観点から照射中性子のエネルギー選択が可能な 4MV バンデグラフ加速器（

以下 VdG と略す）のパルス化を行なった。

これらの改良した装置により、先に報告した Na24m,Pb205m,Pb207m に加えて、 As75m,

Br79m, In 114m, Bi 208m の r 線エネルギースペクトルを測定し、ヒ素、ビスマス｀鉛に関して

ほ定量分析を試み、分析感度の検討等をおこなつた。

実験

中性子源 4MV VdG ;加速粒子 陽子・重陽子，クーゲツト トリチウム・クー

ゲツト，中性子発生ii: 107n/SEO, バルス巾 1 ミリ秒～数秒可変，
バルス周期 40 ミリ秒以上可変．

測定器 検出器 2 5 cc Ge (Li)検出器， 3 11 Na I シンチレーション検出器，

1 0 24 チャネル波高分析器．

制御系 主制御系 (4 バルス発生器）， VdG デフレクク高電圧スイッチング回路

装置構成 構成は図 1 に示す。主制御系よりのパルス①により、 VdG デフレククに

印加する高電圧が切れて、バルス状中性子を発生する。さらに、主制御

系よりのバルス②、⑥、④により、波高分析器のサプ・グルービングを

行ない、適当な時間間隔で r 線スペクトルを 3 組測定する。

測定手順 1) バルス中性子で衝撃、パルス巾 (PL), 2) オ 1 遅延時間 (W1)'

3) オ 1 計測 時間 (01) 波高分析器 0 ~255 チャネルに記憶， 4) オ 2

遅延時間 (W心， 5) オ 2 計測 時間 (02) 波高分析器 256~511 チャネ

ルに記憶， 6) オ 3 遅延時間 (W3), 7) オ 3 計測 時間 (03) 波高分析器

512 チャネル～ 767 チャネルに記憶， 8) 1) に戻る、繰辺し周期 (PP)

試 科 酸化鉛、硝酸鉛、酢酸鉛； 5 硫化ヒ素， Ga - As ;ビスマス金属粉末；

その他
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結果 ビスマスの測定例として Bi匁沿m (l)ガンマ線スペクトルと減衰曲線及び定最ヵ―

プを図 2 、 5 、 4 に示す。 B i208m は半減期約 2.6 ミリ秒で 0.510MeV と

0.920MeV の r 線を放出する。

数グラムのビスマスに対し定絋精度 1 0 ％前後で、現在の装置で定羹下限は 1 0 0 

ミリグラム程度である。ヒ素についても同程度の精度を得ることができ、定鼠

下限は数十ミリグラム程度であった。

考察 計数値を多くすることにより、定彙精度はより改善される。

また、計数率からして測定系はまだ十分余裕があるので、照射中性子最を増加

することにより、

日SCIEMIITIC DIAGIW4 OF Tl｣ EIECm洲C INSlll.M珂

f l~ 1 

定晨下限をさらに小さくしうる。
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1A-8 

府微揮i娠刹g困ぃる水訊｀料＾放射化介祈

（京夭黍） 藤永尽粋、小叫約こ｀臭田 痢、高杯沃次節
(!=v~~痢）。日f 滋正，充琲．今叶係愈吾、紗碕届庄
（象複数夭数肴） 多正利一

莉報（茅 13 畔射｛し誓言惰該）に引釦、放杯心知和鯰ぅいしして叶瑕
形殿2 ぷる哨集添{ n iいわ遠ぉ手心決耐 h一府につ 3 練訳レ r二。
珀集*'かン互如くであが試‘未（囮 l-7) 炉0 叫にク沙オ午シン帝夜（／ 0 
劣緋酸栢） Io ,,,J亙加え｀ ｢ M おぷが I“NH“)H I こJ:.'J pH t"、 Z にすう。： " 
考疲t, 6 0e して．． ZO lit闇fJm品レた＾ち疇 1 ルト 7 ;f:.:;:..、レ 1 r:, I -,レ (o pp)粉禾
乙を e 投入し、 l o hヽ 閉よく〇｀ 3 呑也・たりち氷冷すう。 z o m』放置し（•.:.J)ち、

ミリオ、071 A I レター(i` Z ｵ) 1‘｀口過し｀ ’-I f;オ千シ｀／瘍液(pH r̀ z) が加ヽ
風乾すが

甲ぽ谷照身韮 KU 尺の烈追麿系も 1司＼ヽて行った。 （懃中桂｝束＝ Z X [013-n... Cぷ
犀―I) 、照射呼闇は、成、 V ぉょ心℃L碩足量，＝ 13 1 介間 ｛し・て Ho ちぷび‘U 定量[::..
1立今間とした。照射した試料1l. CH釦 54に溶Q｀レ、呼 cc.知 (Li)検公拐
付 loz4 今ャンネ (U液局今祈磐も珀ヽ、 1 Y 練スペ 1 トロf.. I-'/ーした。
伶府にi利いた核種n 特桂＆ TabK 1 l::. 示す。

この領集法にぷ？てえらいる諸稽元桑の化惇収率も放射（じ紅繹ぉ¥が R L 
トレ寸一ぅ和-:.5 り釆‘めた結果 C Tabルるに示す。 このように収辛tJ．后元柔の傲
量ないレ緬甑量舒鴻；，二わたって｀ぼ l歪‘一定儀が‘えられ rら尤して 1 千シソ• CH肉
抽広系で｀定璽的拍虹‘で｀ 3 る允秦，手斧系 2`• も足量的奴垢がえ匂いると危えうれ?;.
手(-;:,pH に収羊＾閣係 I：：ついても｀店斥と抽広免心よ＜緩似している。結蜘レして
和麟ぶり足量的に叱殿し、チ匂す詞急澤咲租に足量的！2 疹お 1 い 3 1 ぺ 7 木一
卜錐係91.“ t＝ぷ『｝定量炉畔す 3 し、ヽえる．
条系臼、廷、水試料わ微量落存元条I)放杯げ印知析濃紺広ゃ五利レた。訊‘

料I=-11 ．即千水し面娑和幻係町．菊正泉涌並 K.k、叶） ·づ腿 (C”膚中心卵
啄負仰仇）わ｀ r が高k （匂影叱咋汎、仮面）も印ヽた。：：いらパ約料iでミリ禾゜
で 1 ,f IV ター (0 、“り）がり過した1)ら、 6 rl H化 2ゞ叫 I`r しこしたものに前記n
祀殷推f乍t 4千，た。
分析括屎の戻伍’J E Tab& 3 に示す。
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N¢“必必(0 %) RI (T) 四ct (barn) r-R吋
巧＼£ (I o o) ユ8傾 (2、 31,.,) 0 、 21 1 、 78 0 
$'/ V (91. 76) sュ V (30 7bm) 4,5 l 、 4 3 4-
、夕位 (30饂 1) “位（ 5． I 竹） l ̀ 8 l 、 0 3 8 
9f Mo (23、 75) ＂ゅ (6 7 h) 〇`(3 〇`'7 40

'l'I"'Tc (6 、 o h) 0、(4- / 
900 Mo ('I. 62) 10I ゆ ((4 6 m) 0、 20 0、(q l 

IOI Te (I4̀  0 m) o. 3 0'1 
喰u (f?.28) ユ”U (23̀  5 れ） 2.8 (). 0 7 5 

:,.99 • 

0、 I o 6 （位一X呵Np (2.35,il) 

T~bL 1. N叫以 Dばa

叫
[
『
-
―
ゆ
一
四
一
”

2. G9伽むon Y叫 好 如 Method

V Mn 9 位 伍 z | Y 
2̀4-|肛O /0 S'ｷIO ーク (o, /0 知D_,|IO 

'lo I 'IS 7q ?S ?7 I t,O I が9 」 I 90  

Sb Cs G u 
IO I 6 Iｷ 10• 3 ｷ(0 -s 3̀ b 
Sb I 7 

゜
54 15 

TClbio. 3, A'Ylt\!l炉‘oL ResuLts （府／£)
Sampル A~ V C(,(. Mo u 
伽如秤血d 3-I 4- I. 2b 2. 20 I、q I 、I(

Wo如 3、 72 {“8 4 l 、iio 2.l I 、 53

2̀ (2 ,I. 2 6 l 、 13

LdKe 6. 7 O ()̀ /2 2 、i6 如t 0. 90 

Waも辺 $ ?2 ()̀I 2 2 90 竿証ル 〇` 63 
7、 !,O 0 、 lo 2 、 b0 ()、 1b

Sea r 、 26 I 、 0 8' (-{ 2 3 l ̀  4 3, I 6 
W¢t玖 6、 6U I. 3ft 9 、 92 3 I ̀  6 3 、 6b

7.32 0、 88 I 、 72 3↓叶
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lA-9 
”ロ'I'’ン錯件滋出分舷法の放1ffしグ椛へm頑（1(.1>I) 
斑＂泳＂迅速分離

（特這・芳).., 1もKそを） 0椅原鯰旅紅名各
浅研痴チヽ中キ11い、

(1)緯：放舅飢鉗 I:. j., ¥ \てtt印滋叫袋釦核釦えうが，これC タ
ーゲ｀ ‘7 トIJ‘沢恥g gつ走籾嗜船｛，高紐能の＂＂スペクトロメー
クー(.::.よ 9 計私33 方浅）了高総度t"迅速筒易て｀あ 3系l 呉こもつマい 3 。迅
迅分紐i玄として l"“ヽ；広が一着 1 ぐれて、、 9 と考i.. 5,Jt..,. t:きに濱者 59tマ
？口誓，，スス..とトレーサー弓りアンチモン L知油出分離1 ぅ方「広いして·t塩殿
落浅A‘ う泳五にケ＇ン鉗体としてイy7" ロI::.O I(,.エーテ＇レ (IPEX吐 3抽蛉灌
訊功 L た。合 I印 ltマクロ登のアン＋モゴ‘5 トレー 9- 生のスズ‘£ーゲン錯
倅とし屯逗定ゼ％（津よ如触す 3 方法につ＼）て検討し良サ吐か知知，そ
狂，冷分離ig z阿ヽて参届アンケモ吋滋注ぇス‘'り放射傾祈I::.”虹
古拭みた．
（ユ）宋諭がヴ湛泉： 113Sh 石、とが｀ I2'I幼iトレーrーとし這ヽヽ，袖戯介よ紅法喰
討した復，なんァンナモンこ中｀tt狂胆行しt紅‘磁厄吠屯和・
(2 ヽ I) 卜 V -ナー沢玲.. (:I).) HCし滉皮，，吋炉 ctj*マり (MHU如た 1 叫（斗
忠］含） lt :2MHa 搭没名ml ぉ• K び｀訊佃，SCN夕田l~加えたざのに水または
収苓洟£加えで酸琥が鰈,;,し 10”［とした。これ王 IO釦Lの工PE紛渡口斗中
て‘‘l 、5~3し筋這f企、刃分青脅置した。ポ楕湘ぁ、”'日相 I,:. つヽヽィ計救（ 119 入一
叫rn n 乎律）して油血率 (E)k H（し痢””"王しらべたgその針果ltF呼い
に示す。これ 5 "“”十こ四油出され 3量 11o. Iか1 下で＇あつた。こ h¢t泉
(NH“SCN)=lH K l t H[L 凜凡三襄えたとき，／．2NH（し）X 下の H（い良（~ "F.' 

9讐言鬱喜；う曇［。よ 1［［二言二こ
札微卜で保程で只た。 HCl 守 NH,SeN c6kcn,(M) 
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(C) 食炉‘，，十乏ンから＂ケ紐：実 r木にクーゲ‘7 I- Z 化チた””ための桟聖良
｀してか痕m和た。倉A ァン千モ・／粒末江2こ三角フラ戸五 0•叫
m 王和濱瑶，＂ほぶ2.M HCL案夜o.rnlむ勾0稔釈固 r くに、裏産した。これに
”"C.L伝L田未加芥舒後2MNH，泣叫£漆加した． IいL の IPE k/.””ほった
1ゑ”濯覆した。、石相（一つヽ＼-z\t敲 L泣呆，アベ，，巨 It ff?-. O % "t1' あフた。
(2.2 ) 心馬ァンナモン中のエス‘の定登；：食届7 ン十毛ン杓和←が幻追）
“乎乎しヒ 9 床，eL紙 1:. つつヰ，／忙 9 エ＋レン n 箔(:.封入したも心ラビ‘9 ト
にいれ京 k凡手＊9 ＂ Pがづしによ 9 5ーバ1 "”瞑射した。照身1後すぐに(C)
遺1和卓棒して＊Sw の拍出分雑 C 行った。年（心）（かC.)槍臼暴：：よ 9
心 (3q、 5 分） or(0•I53出v)n兆虚ピークにつ＼＼寸t数した。スたの年9見貸料
炉ヽヽて)fJ叶に限射．ん孫（こft芍たしてアン今王ン試料中のスた＂の遺：該狂・
そI)、tf泉 ”‘5· k t..“‘ff況口和められた o 序ハ邸（こ年す埓）珈20~
}0 かで比社杓メ£，辛求顛 m:z.. ヅグ舷註として柑とりで有劾1...5~角えた。

- 19 -



1A-10 

緒言：

Ge検出器を用、、た叩影叢放射化俗称素 I" よる
毛峻中の砒素 9 処量

大麟公衆衛生研 0 大森さよ手
京大原泣＇欠験P『 いい｝
京大原｝炉笈峻苅 笹島和久一

累紅バ濃：｝による方闘判冷坑釦｀｀毛髪中り凡叱累を走量すぅ易合、疇（和汽
瑚臼疇）とがンマ線ェクr 1しヤ？似て、｀るy2Br (‘f疇 3S-. 3 吋間）わ‘ょ凶
疇（わ叩ね． r B) 戊がよパ方磨かれるパ｀｀、従人、叱挙分離違す？咸
豪知測走ぅれてうた。しかし｀非咸壌て＂測菱て，．うれ 1す＼迅遠」も畠ゲ，がフ、
1 試料から団吋 \c"紅景を走悉すらこ豆＇て｀’うる。そこて‘毛峻中ク屈比素量を、
知 Li）乎導和紅落を用ヽ、口諷！＝炎量する叩直釦 9 可能炉校討した、

繹方滋；
1. 疇：
碍荷ぁ‘t疇景製剖内腋,~ F J t毒症択＇乏翌 l i;;患希り毛崚、を用、，た。ヶぉ‘

葬導9収叶'C (て lす、年0シ，瓜Br あ‘F 沢泌らを用、、た．

:l,.前処瑕：
直を／ニオンシ狂jて｀房も、｀、水洸、復、脱豚．応k りためプ也トン、エタ／- Jレ

て｀冴も身釈ぷ簑夕也た。樟叩試叶 l『｀ヵ叱素 o, I ノ 1. 0, 5 、 0, I{}̀ °勺） 臭咀 1()' り（あ
ァンケ之ン／9 ． 0 メ｝をラ汽 1< つり乾凍ぅせた。

3. 照射条件：
訊崚 0．ん～ 0， 3 〗あ‘ょ噂導武叶をそJ/\_ぞ＇応寸、゜Jヱケレン／応入れ｀ラビ｀ット

カブ•-e.. Iレ＼＝双めて mu 尺刃王気輸送嗜g-3 ば叶牲チ束幻／0 ／3 ?t./切,..s ec.)
て‘. 1 吋叩靱した。
4。測尭：
照射使的 I•疇匂復、石叱紫（グ‘As, m, 、ク Iヰ0 ke17) 、臭焦（ク2l3r, 巧
6/1, 67『ノ 777, rぇ x, I0 チ屯 / 3 / 7, /4クタ Kerr) あ‘よが｀ァンケモン（＇USb,

r“ “‘紅）り混ぷか‘ンマ線、スペ？f Iレと． 77J Ke九ぁ‘げるやBr" `r、卜し゜
-l ゎ‘t v`‘ 、 6 ~{ Ker にあ‘＼グる！羹の、ポ）～t· -l 遠 8'.文也を ORTEC 製ぇce
知 Li)検心（プレーナ税、 I~龍 £OOl、 33 l'1e1T て...2. 3 Kダ） 1-:. タ Iぇ戸·／ネiv
政い［森忍ュ叶測し｀そ？戌衷を追蒻 L た。そ璃果、 1.2..2.Sぃ有紅直
めて少なく、 これを燕礼 l て•も．、丘7 紅アゥ寸｀卜 e -Jゥ叶t紋 9 銃、叶投差以下 1`‘
あろこ~..~‘いわかつた。 (-:...,- ::....'c. I名'i『尻I駐農迄，ニト這凌直っ各釘tを見竺竺ゥ
I二行 7るうたぇ応裏げ『にず？ても雄認文れ広。） したがって｀クるAs っ丘7 /<勺ア、ポト
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ヒ°-7 1`'砒和免竜9 る易な、毛峻中…令すれて、、る臭子、(g2.Br ク”ーチ 9<r，t、ト
t0 -'/)が問息： tパ．毛知りん青℃臭魚 9 比吐い臼履 1'.5~度て‘‘
ぁ私そこ 1・｀、曼柔窟［吠叶り疇2.Br ゥ r夕4Keゾ7クJ<汀―広`T、卜 e -l 雌虹
戒‘め． 可 /<eV1:. わ｀りる｝2. Br") 奇手を差しff弓 ”3 9 放射りも弦皮を算広（た、
｝た、 7‘A5 っ／22O KeT、ポト C° - J,二よぅ走量、硫麟濯式‘仄化してt2.8r を追，

‘‘出し、 ク‘A｝のみなヵゥントすか足l知象分莉法とも叱敦した。

戻験考束：
① “As, nBrJ 毛峻？ヵ＇ンベt泉スペ？卜 Iレを団 1,こ示す。
®加素直遵象を図ぇに示す。こバ訟 I二tる毛峻試叶ヤにあ'1戸 1,)/.3 以下
”“、呟走量が暉へぁる。

®砒煮と臭素り比ぷ 1'. /0 'jで 1す浬凌-~i房身フて、ある·
④目じ毛扱汽叶乙っさ．級羞‘v玄℃叩碍浜」．‘砒素デ量を危竜 L り弟采ク叱軟を
ダ（表 Iへ示す。

559 

”‘ 

函

SIO 

'T、AS

t.i5r 

毛使

に20

X/0 

叶Na

1390 

四 1 rスペク ~Iレ（知ぇC)
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cp爪

2000 

r()00 

切 10.0 Af 

凹 2 ．腐専、 9 検景象

羨 1 毛髪試粁中9顔寿骨(rrれ）
磁壌滋 司 k 石段喀法

ss1Kev- I ユ20kev "B,·o. s,');,,7,法！

IS.l It'. I 

0 、 4 0,4 

l 、 5 I. 8 

/. 3 I..3 

6. 6 {, 0 

t. 7 •. 8 



1A-11 縣量殷希の放射化的□法

京大原手炉給汐、も絆 三井石：り』t. /.t-0荷福正隆

緒ま 非妓壊放］1:'..今木『試 lit、辻年q-e (Li)半導体検謬の開発 1 こ S 、) m.9· 躍的な
進歩を遂 1 :1'’•た。 しがし、 この方法も拭料、ヤの｝如奴f n 成介元春の介析 Iこついて
ば含り扱界が＇あJ;J.含肴憂がppbo以四ぐ h b 場合、氾元索の始塔、さら le IJ l 
ン 1· トン散乱第t1)/\•‘、‘I 'l'l’｀うンドの景り鳩＇ドより非咸壊放射化今杵，a 困難て・ある場

合が‘9 い。麻批疇莉中の凪春の放炉し今析 1 ;f、 A. 知Cfが':：よ＇）．羨幅介甜広
にJ- I) わこなわれて、ヽゐ．戎,:z l;J級喉の困難な対リエ今レンについて、顔希ォ：ン
1.、法により歿綾牧、特沼元素 1ヽ、ある 82尻を遮武し、紗匂t t 3 A面に還元 L てのり、
10 r./叫ークf2 I'2、ナ、 1レム糸 1こてオ宙公今蒻ん1. NaI( Ti.) シンキレーションi預’J足 1b 
迅速今裔g/n'•材沃り検討した。

方弧 ポ°リエケレン 18fおよび｀木梁登飩料 '{..l 1.、敵＃の旅巌虚条逗§適当量；f
｀を釈に添加し「こ 4 の ‘L t、それをい°リエケレン袋； I(.封入 L 、孔迷蒻用がリエ今レ
パヂ名 Iレに入れ、京忍？大冴原｝炉実験‘竹 KU R れ送培に 4 ｀原手炉．唖射す h 。
その 6い熱中、卜生手東啜度は、 2、 34 X ldぅ m／ぷ·必C I 照射剛周 1 .r 30年＇あゐ。照射試
釦迅速吸痕介翁釦£と 1g- 1 に示す。琥壌綬り口l'.l，ヤ、）レム層について、 3'’x3,I瓜

匹 1 迅速塚 1l 法 I(U) シン今レーシ 3 ン

①熊射試料 1 もy E: /5 時間 Coo/,:唸 l たのち嫌希ぶン 1·· $去に[,·よび‘400 ch^n叫 TH C 
} I) 放化す~. -t件 顔告Ji,; 20 k1が、阪阪液i”‘'こて、艇＃のホトと゜ーク
fン元:;. f 1k 10叫，欣春潟衰 1唸/,ml t I""［芥： 4n1 ら。 t湧J定する。｛吃~ L f蒻
®涙 l直ビ｀ーガード衿 L ` 10 かg/.,,,l 叫＆渥文 1mi, 8 3 反 1も 1 i. -”As （叫 Y) 吠。
が｀ 10 '?II枷I 伝幽 1 /1II° "u ;.,た仕、 40'Ill! HN03 t HュSO4(lこ 1 ?、As の半戎刹 1 .t亀 2t.5hり
t仰え｀ hl 釦る．厖飲の台、慮ヵく沿 l5 L'’ の 1 4‘ り， 2() 噂のオ: I-ヒ°ークとして

30 今経過す b i f l111 熱しつつ" lf ̀  82& t兒今に追必す。 I ;t、0， 560, a ヽ56, /.2I2Hev 
®カ17) lt絃誠ヒド‘うジン (30吋／吋1) 54 カ0 i ` /80 • 4＼｀あ b が、羞 4 成康"J 
~:io o •c -r." 20 lit加熱す b 。 1 、 o.'‘°HeV と刈．、た。
④氾隕、年 HQ 504戸、 10cc 糾偽 1こ 1叫g
生すみ。

捻屎 1．祇寺の釦璃り愈討 桂準試料t用いて、ホ゜一う，フ'l•う 71 -み‘iび＂
杖射化が祈にて、国ーf ＾介離滋f: Jら尿f II/ 1fil収翠を検討した。その、絡泉t、女
-1 Iこ示す。ー今I9 収季 1J、ん％杉度 1こなる。表 1 Iャ喝）の投f乍 1,t、ポーラ〇グ｀う
1^ ーt`｀浮1 定す h rこ19) l<: 、 ? 0 ロネ Iレム層 4｀り 1K層,~逆抽供する燥｛'F -cｷ iゐ。
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奏1. ti!版芽の検討

A)ギ門口 99,00: 円75%—
-..,  • 亀噌、 40 ~38% 

←g5炉

1：：よゐ。 44% —• 

ほ）

ゆホ°ーう口がラ 7ィーば、他本製作所数？ A ( 
102 型）の直流ボ゜ーう口t月い、 女椅塩'l l 
て 1 N H ⑪を用いた。

(B)放射4い紅い、 2cc Ge(Li)凶e dete年を凩

い、 0.560MeV紐未の木I-ヒ° -1 t i91 走 L 1 、
印文勢t検討した。

2. 筋冬元＃の徐広、 i91 定 1 魚長のエナルキ｀｀ ＿1,·.tが、半浪訊Jり、妨峯の乎
想される元j: I J、 92Br. 64位る、J‘び、＇唸b 7'、ある。九゜＇）工今レン中,,. ~, Br 1.t 

Lo叫紗'on もみリ一概l<t;J名んな，、が｀、みん 3ff→移度含ぅれていら．妓っ-r 1t-pb 
店度11)磁未り検討するt：めド 1.t、今紐操A乍i：： s'} 、位ゃ Br tし＇ん000 以千 Iヅぷ
少｀ざゼ＆、バがあゐ。以謹郵弦 1くおける、＆ぷJぴ Br の？命去努t、オば射{\{. l 
た‘4-伝， 82By t月い、 O如社製 2cc. <ii心）乎恥遥位器 I: S り浪慎 l 、桧討 l f<ｭ
。 そ n 、を名累t（表一2) （く柔す。 こ水.t')、訃 1 {I)操杵沃 1-:: s り、 知， 9lら共 1: As 
表2 妨塔元索の？合去条 jり介裔i可能て..あ b L 吝えり。
段｛乍 骨® Bv ＂迄がし 徊公すた．唸bli、その呑在魯が、ケ

元 、 0 な 10令 50 介 tII)、 ないの 1`, " 69 1く椀討するこ'l

記＆ヤ‘)ヤ—i" 1/775 1/qo '155o/仰~l!難しいが‘、応ぅU -う Iつfぅ
砂が 冶瑾o %OOO%1ィ一t閉•ヽて創討しt結果、②“ 村）ャなし 1 %20N冷o ®臨。杖｛乍 l：於てゆ I芍幻

しれリヤー用 ん。7 -- ~して、ヽり。
3 検曼終d) A注澤累 上祝繰作弦乞用い｀棺料紐 I：：ついて殺1 史 l 、検

鱈t作成し疇累を固ー2, IC 示す。ざりに、同様({ if1販のホ゜＇）エ今レンのも紐
窟3 ポリエ如叶梁講訊科 1こついて ~,1 だした悧t乱 3 1~ 斥す． 炉 l: 

！3` 比救のため、オ亜礁＄訊 (/)0.005雌＇：ついて
1 歪ーした。：：の方政の栓位設界を、 B46IUJUn』

倍伍t琳‘‘,、あ b 商t l反だするt 1.
り。ホ゜＇J.1.今レン中の孤希 I j ｀この検訊昂
釦検蚤緑 以下て｀あるt考えりれ b
o,i; r .ざり 1く、この検供喉昂

輝叫Fe心AFo2：~：こ：a:✓A]［こ▲1,)言:.J:、i言）：
ー 23 -



lA-12 丞中米録，ヒ表の放射化分析

（原研） 0 坂東筋次，今橋強

鯰倣量の？澤およ {).9・ヒ景の定量法として多炭釦相術集ぅ去さ用いゐ放射4に分析8
此兎疇忍海成中の紅及の定量昧として 1□｀今ゾン法が’が）利いうれ繹
畳心ゆ位‘らの輝，ぅ農締今没と（て湛媒維芯和 lね‘銅ヵI-:~”‘’亜り砕
口担応すゐ硫化物の共究，拍集鱈i更用かれている。一方放卸蝸舵邸ぉ
いて1澤叩鯰感度疇和元素の一つt'あ'!. <の、‘ □‘ら採取試料がAI ケくてす
むどいう到点がりかしガし反面Jk浴紺粗わ痘射Iミあって 1さ放印紅よ麻く0)
鴎tJう此拭だ叶啜子ド対する紅乞吸紋 8 房虞． L な I”ればならない d 筍単な
簡疇理方法として魚祀請渇し行なわ水て＂し似‘没奇I司が力‘ヽゐしと，差、発痔(fJ
輝，痛失t tも的：り‘ら、ゾ砂JKぅ峯淀試泡中如水飴，ヒ素など喧渥属え表
の知鯰として伶釘鮎這船去と泳知締析ド応用 l' ク、多の検討8 行ケフ E っ
実験（ I) 脚釦苓試朽の精製：肖隕簸鉗t.l応滋陥 L ，硫心k素使和浴如LJ-.

~S茄加え，旅匹扉澱I泊 lT ぅ泣解度のA ヽ 3 、 ‘7]〈鉛など‘i一評り紐鯰涙尤
1 這去り・ 3 心l司況殷紅J~行なフ「：：のち炭饂火麦ァンモ::::..ウム：加え，
”必釦ラ四知っ.l. 1 I ぅ紐),'肴製（た．
ば）退設ヒ知船集：水餡、ヒ素バ江湛心萄集叫紐床 I oo ~~を加 2 、

ク｀ 03  N 鱒々 Il'紅‘らパオアもI-クミドヽ勺J加直湿い。北殿 8 ヂ羞毅
燥l，いー足晋澤取する。旅化鉛よリ諏叶心＜認ヒ素q某究柄集卑a 求めた。
（皿）中性子照射：訊料さ A\9 な丘英菅 1-: 封入 L, J"RR-2 気送管（ず X/03n / 
ぷ・ sec) ず 20 分、唖財な行なった。 i日冷却しillS区の放射能 8 戎衰うせたt7)ら，

豆 CC., Ge(Li)和釦庫l 「こク000 知ンネ Iレ；繹麟釦用 II てが烙スペク
ト 1しさ浄l 危 l た。ついが多t年 h 英．噌 a 痔封 l' バ 7 7 ズづ 1：：入磁，分 I 図 I こ
示す分卸1紅行なってポ録t知鱈 rこ·聾釘紐澤畔I:::. J')柄集 L;
痘項知行なっ rこ r傾スペクト IV2わ l刃 lラ示す。

図→：皇一三／ぼt,-HJs必
出S04(
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1500 今ャヵえ Iレ

鉱追中姓子に対する放知ヒ断面稽が‘A ヽ 3 くまr-::.生応する放射性核棺の珀猷期が
短し、とミろ力｀遣集脊l として遥直てあ‘），成ィヒ鉛によゐ捕集1Jおいて水録ヒ象
和 /00 店釦れゐこどがわjJ‘った。J~印J図の＂泉スペ 7 I-，レガ‘ぅ西／の
ク'1 Kev ヵ‘..A鉗知がミのt.°- 71ミよフて介前が可能t'あゐ．しかし硲．工井 Iレ千••一
の「Jが他の林競 I~ よる景り響jJ‘・わるt，屯われる。 7、As ドがl 7 は 559kev, ｢57 kev 
兄0/把があるが55 f Kev t"は '225b が存仕すが lず5ヽ4. KeV Iヽ、約澪 2 4る、従 7 て
厄7 KeV を使国す如ゴ非磁浅定景が可能t.、ある。非磁疼分析滋ぃ介絋知しこフ
いて比較校直す L' /4合せてカト‘'ミウムいつV\ても 1司痔免量すぺ＜検討 l た。
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14-MeV 印控手によクセレ｀ノの放射4区分析
lA-13 

（伊函仄．疸） 。正治碓 11j:_肴祥章 a F 譲

目的 l幻HeV キ 4生子旅射四和1 迅速非戚虔伶析衣レレ 1 間．:f8; 1 い1j 1..14 酸
素、 1 、•I 委｀ケイ棄． 6‘ ドダ信素の I 笠的分枡fF じ疇用 1 h て，、る。~/2 11 、
こ，，，介祈和通用範函'f,. :! ~ I叶和こfパ．甚磁的な稔訂国 rI-｀ ？た。
すr，ーわら、(4-MeV f ,I生 3 放射~｛防知通日 1‘｀ヨう元后 n ながに．生戒枝種I)半或

期が 1 h̀ J,1--内'2.`•あり、放似すぅ r 線エネ Iレャ｀‘ーがいt~o＿紗Me.V di範8!,~ 1)う一
絣d)元集が介｝ a ::.いう“”軒化分析 9 るたの、 9べ辰レして C レ｀ノしいび
唸e( rt., n1)””Se h‘ fび‘'l『Se(n,2}t. )77苫（厄＝ I↑亭，庄戸I研eV) 反応げ」用
い分析£行なった。そして、中牲｝る二 9- Iニケ析元秦£厨，、、同時感．射 •1/ij時

痢彪1 3(ク n/) 試科し e = 9-̂  i立屋卿糸 h` fが滑J釦楊＾配'f,~,..,いて碇討し、
2 らt二 n1>11 Se の F うに叱較的低t 1 ，レギ'- r 線しスペ'1 1--ロJi. I-,, -1jるI:, "和
窃倉しfう、た俗元f＾ r') i｣-A. 1 ~が凛愛｛和もしすく o. tl 出vr 採のつ'i' 10 ト
ン初段：： F ぅ脅紅域が｀？釦則足広t確立レfシ0 す('i h 9 鋼tだ伶元5 しレ
1和0 しいい＾し2(,ぃ［汽叫 n,2り， T炉？．りlit I が）の 9`rtHeVr虞：：り()、
“ゅV 光危 C゚ ー？へ n 舒午し｀ぬI 椀か勝も用，、 -¼r-r~岳l呼訂数私ハ牲印ニ
i')滅｀少し、竹"'5e 直足時＾窃唇t式r で 3 た。イしてこ＾知和鎖精練碍差
蔚^ C レン＾侑桁,~追い9 しf2o
ガ殊試‘科：杉レ＾ノ粉禾国．1%) ~'7‘'う 7 7 4 1-粘7 禾し稚 A "'争l合1.冴蒻し原

嗅試料しレ、ゲ桁紙料，1-ゲ｀う 1 ？イト違伶しば／～濯命休）、 4 卜ら 4 r？量
t肴行し'Z ;r:'} r.今レ、/う¢`、., I-(1月危： 3.!, (Ill¥ P, x /_ 3況f,晨5 ／”JOI),::.つめた o
叩柱手€二？ー：もレン称斧しグ｀；； 1 ? 4 卜粉和准合約 (Se ：仰r-)口江

記7 c｀｀ッI-，こっ n r二。訊｀料とる＝ ？ー，で ¢_oへ＾ス 7• リング｀て｀‘逹経し感射ーした。
旅射臼龍：@ 1 I年 1浮I足条~ If}いた。叩桜うも::::-クー,1- I年'xz" 井戸型必I
頃）検ね釦 I莉い、シンゲルテマt,レぅ夜届介析瑶 1‘. f)`lZ- I) .2l 池V Ol 牟 r線£
測足した。訊粁 ,1 I 社'’X 2’‘ 心（ Tl) 検叙隊し 2’’x z'INaI(Tt)棟ね番で9” 汁
逸同時計教~,-::. f-')測定した。 1 rf h 5 『屯免係に［るバ｀ヽ•/ 7 ↑｀ラ切ンド｀玖‘•2
うfら｀ヽ1 険伝し、 1 亥‘’x Z`‘Nai棟か磨 n i言身f. 1. Iレケケマ午 IV 汲高伶町癒？‘｀0~/),73 

He V d'J範囲スペりトロメト＇）ーした。
衝~ : f-J.反応 1-=- f'} 1 4- HeV 中 4王手り惑生 1 也 I tf •l王手束 o達直 rずー｝象度 (/~3XIO'/
n／ぷ／必）に主したし 3 、試料が‘肝I幻和原直下に置かい 3 ふう 1::. 知土陪も日＼ヽt
訊‘料 一 ez ター主綽紙｀科ねLり込み I In...., I印ぼ射伶厘 5 ，二試料凶紅）灰 1..,
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筵蔭い』っ 1 3 遠‘科項l足い＾足位皇、すな h5 五厄ー，ー 11釘印夜
器o 升戸d)印 I~ 、訊｀粁,1砂可ク 2 つ1)焦畔の東来追バ b (I 試料臼び｀
もニダーヒも I二、照身噴,o 杓f 9̀ 30 行tli]濯’J足t..ff 1',jう。 1 ら 1珍ニクーにつヽヽて
照射像 l ゲ 10秒r'I,o秒I司']..@fl. II 濯＇］足tし 1 ` こ 4 i直t,こ\.I '1り｀・ラウンI-‘・しし
t l @目I)創釦直f')房引きもシ？咲l足|gレし、 こ A9参度f')訊｀料の刹乞f直し
呵ししち

締展連結記にぷるf、1臼知 9 →知．如冦¢釦が、乏:::- 1 ーとして｛更
釦ヽ｀ 9 匂璃麻細しが1和'f 2 る。 1(-:;.,試粁パを軒能嗅’l定 e 囀んず、も叶ー自
係直l足 1ぺも取り 11-つ‘•し>i^ i邑 4 令間が 0` 1)`りff、. n て｀樟斎命枝穆t的，｀ら放軒
彫知 lパi勃げ絞で｀れる。庄歩，2 fら ,,'}”Se パ牝慮d--? 複’l釦直 1叶?~l:::. f~'t
ハヒ l子歪滋し｀ ~I 知知ーもしi‘‘l..佐襄，1-h り n らい 1□ l.f"x Iみ／ぶ／年 1泌放
射能 Iで 2r年／3f)度／O,lf 1ｷ1-, ?た・一方‘’位にどる C レ｀Jの光厩¢- 7 ̂^局チ
”全 1::. 険紅ること l7 1• 3 1f o‘.., f2 が｀弗和心 Iti()c/3f)匹/p_/~Gu."肴チt
1 3 ̂':::.うイし石殊で,1- :. f'~ ~が（量 I咳成少で｀き敷｛多量q銅史（~下でC レ V d) 
尼量臼能いfi.,た o な祈応1::. つ｀｀ tえらい r:::. も知tク r 線1-.ペ 1 J-IV 叶席
知：： fう 1 いぃ叱蛛し 1192,:::. 牙｀した o 后広 4 ケ桁猷辰 11-もレソ 0` Q99, 勺t量
n 訊｀科で1m p.2¢ と芳ぇらい｝が．侭易 1.:;. 叩ぽ和車＾清た手(;, I辞訊‘料量＾惰叩t
行りえ$ I\'(更に低濃度パい流町戸i雛で｀h る。

400 ch. P.H.A. 

図 1．湊J良藩系＆杞図

1. 壕‘K£Na1(1l) 検出暑
.2.. 2疇 X 2̀̀ NヽI (T2) 検戯馨
3. 134な 2" 檸9製虹 {Tg_)検糾藩
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lA-14 荷電粒子放射化分析による半導体ケイ素中の窒素と酸素の存

在量と挙動の研究

（小松電子）

0 八剣吉文， 秋山信之， 遠藤是行，

（理研）

野崎 正

〔目的〕半導体ケイ素に含まれるppb 量までの超微量の窒素と酸素忙たいする，

信頼できる分析法を確立し，種々の方法で製造された半導体ケイ素中忙おけるこ

れ等 2 元素の濃度を求めて，製造過程との相関性を知る。また， とくに帯融解の

ときの，これ等の挙動を解明する。

〔方法〕分析手段としては，荷電粒子放射化分析がこの要望忙かなう唯一の方法

と考えられるので，これを用いた。理研のサイクロトンで照射し，いN( p, a)110~ 

160(3He, p) 18F 反応により生ずる 11 0,  18F を化学分離して測定した。詳細は

すでに報告してある (T. Nozaki, Y. Yatsurugi, N. Akiyama, 

J. Radioanal. Chem.,_!, 87(1970)) 。試料は，小松電子金属で Mono­

s i lane 法で製造したものを多く用いたが，他の方法によるものも分析した。酸

素の定量結果は，炭素の定量結果とともに，赤外線吸収法忙よって求めた結果と
比較した。挙動を調べるため vc, 窒化ケイ素や酸化ケイ素と接触させて，

を適当な条件下で融解させて試料を作成した。

〔結果〕放射化分析の結果は，赤外吸収の結果とかなりよい一致を示しており，

放射化分析の感度は赤外吸収より 1 桁以上優れている。

半導体ケイ素の窒素含量は，つねに 2o ppt以下で，
とが多い。図 19 に，窒素を多く含む特殊のケイ素棒 vc,

ケイ素

2, 3 pp b かそれ以下のこ

1 回だけ融解体を通した

図 1 帯融解後の窒素の偏析
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後の窒素の分布を示す。 固体ケイ素と液体ケイ素の間の窒素の平衡分配係数を，

つぎのようにして求めた。窒化ケイ素を十分塗布したケイ素棒忙種々の速度で融

解帯を通じ， その後の窒素含量の分布を測定した。試料棒の表面忙窒化ケイ素粉

末が析出しているときは，帯融解の頭部に近い所でも尾部忙近い所でも，窒素濃

度は一定であった。これは， 2 成分系で，気相の他に液体ケイ素，固体ケイ素，

窒化ケイ素の 3 相が存在していたので， 自由度がゼロになっていたのだから， 当

然である。この窒素含量は，融解帯の移動速度に依存するが， これは，熱力学的

平衡が達成されていなかったためと考えられ， したがって，無限小の速度で融解

帯を通じたときのこのような窒素の濃度が｛， 融点における固体ケイ素中への窒素

の溶解度となる。種々の融解体移動速度忙たいする上のような窒素濃度を図 2 に

示す。図 2 から，固体ケイ素中への窒素の溶解度が約 4 0 pp b であることがわか

る。平衡分配係数は， この 4 0 pp b を，融点忙おける液体ケイ素中への窒素の溶

解度で割った値となる。液体ケイ素中への溶解度は，窒素で飽和させた液体ケイ

素を急に固化させ，その窒素含量を測定した結果，約 60 pp m であることが知れ
た。そこで， 窒素の平衡分配係数は 5 X 1 0 →と 1 x 1 0-3 の間であることがわ
かった。同じ値を， 1 0 ― 7 程度と推測している報告があるが，．これは正しくない

こと忙なる。また，窒素は半導体ケイ素中では電気的忙ほ活性でなく，赤外吸収

にも不活性なことが明らか忙なった。
表 1 には，モノジラン法による半導体ケイ素の製造過程における，酸素および

炭素の含量の変化を示す。他の結果とも総合してみると，酸素濃 9度は，化学的精
製法よりも，結晶化のときの条件によって大い忙変化していることがわかる。ニ

酸化ケイ素と液体ケイ素を接触させても，酸素の溶解速度が遅く，一方，液体ケ
イ素中の酸素は一酸化ケイ素

として揮発し易い。そこで，

平衡分配係数や溶解度の測定

の試料は，石英封管中で作製

せねばならなかった。融点に

おける液体ケイ素中の酸素の

溶解度は約 2 5 pp m と求めら

れた。平衡分配係数は 1 (re近

く，したがって帯融解のさい

にあまり偏析されないが，雰

囲気との間の出入りによる効
果の方が強く観測されること
が多かった。---

表 1 半導体ケイ素の製造過程における

酸素・炭素含彙の変化

酸素含量 炭素含最

(1017 atoms/411r) (1017 a tom~励pt)

原料 1 0 >40 

多結晶 0. 8 0~0. 8 5 0. 2 0~0. 2 5 

アJレゴン中 FZ* 0.0 6 0. 1 5 

真空中 FZ*

1 回 0.0 3 0. 0 3 

3 回 0.0 1 5 0. 0 2 

アJレゴン中 oz• 4 1.0 

•製品棒の中央部の値
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lA-15 種々の放射化学的手段による半導体ケイ素中の炭素の存在量

と挙動の研究

（理研） （小松電子）

0 野崎 正，巻出義紘， 八剣吉文，秋山信之，遠藤是行

〔目的〕半導体ケイ素中の炭素含量忙ついては，二三の定量法が用いられている

が，定量結果忙大きなばらつきがあり，信頼できる結果は得られていなかった。

この研究の目的は， （1)荷電粒子放射分析による信頼できる手法を確立し， (2) 

種々の方法で製造した試料を分析して製造方法と炭素含量の相関性を知り， (3) 

ケイ素の精製過程忙おける炭素の挙動， とくに液固相ケイ素間における炭素の分

配係数，および， 0-Si係の超微量炭素濃度領城忙おける状態図を求め， また，

(4) 特殊なトレーサー技術を開発して，融解ケイ素中の炭素の， 雰囲気との間に

おける出入を調べる。さら vc, これ等の研究手段を，多くの高純度物質の研究に

も適用できるよう vc, 一般化する。

〔方法〕荷電粒子放射化分析忙は，理研のサイクロトンを用い」 120 い He, a)11 0 

反応を利用した。手法の詳細はすで忙報告してある(T. Nozaki, Y. Yatsurugi, 

N.Akiyama, J. Radioanal. Ohern., _!, 8 7 (1 9 7 0)) 。 トレーサー技術

としては， 4 0 MeV 程度の 3He 照射忙より， ケイ素自身の核分裂等忙よってかな

りの放射能を有する II 0 が生成することを見出し， これをトレーサーの導入法と

して用いた。また， B 2 03 をヘリウム気流中で陽子照射し， i 1B( p ,n )1 10 反応で

生じた 11 0 を無担体状態でヘリウム気流とともに他の室に導き，液体窒素で冷却

しながらガラス綿上忙捕集し，その雰囲気中でケイ素を高周波融解し， 11 0 の挙

動を調べた。

〔結果〕表 1 に，種々の 表 1 半導体ケイ素の炭素・酸素含量

半導体ケイ素の炭素およ

び酸素の定量結果を示す。 炭素含量 酸素含量. 
炭素含量は，製造過程忙

おける化学的精製法よ

りは，多結晶の単結晶

化の条件でおもに決定

されていることがわか

る。つぎに，炭素の挙

動を調べるため，高純

度ケイ素棒に，種々の

量の炭素粉を塗付し，

多結晶

(10'7a t oms ／虐） ( 1017 a toms/cm') 

0.2 0~0.50 〔゜．84 了 0.80~ 3 ・〇〔 0.04 〕・

単{ アルゴン中 F Z 0.0 8 0~0.35 0.0 5~0.2 0 

結 真空中 FZ 0.030~0.40 0.0 1 0~0.0 3 0 

アルゴン中 oz 0.30~3.0 2.0~1 0 

晶 無欠陥 FZ 0.40,0.13,0.016 0.0 1 3, 0.0 1 9 

0.3 0 0.0 2 6, 0.1 0 

・ カッコ中の値は例外的な試料のもの
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それを帯融解し，炭素の分布を放射化分析で定量した。帯融解の頭部は尾部より

炭素：含量が少なく，尾部忙は炭化ケイ素粉が析出していた。この部分では，炭素

の塗付量によらず，炭素含量が 3. 5 土 0. 4 X 1 0 口 a toms/ cかという一定値とな

った。これは相律から考えて当然のことで，この値が，融点忙おける固体ケイ素

中への炭素の溶解度となる。つぎ忙，上の試料の炭化ケイ素のない部分に，いろ

いろな速度で融解体を通じ，後の炭素分布を求めて，おのおのの速度忙たいする

炭素の実効分配係数 Ke ffを得た。これを図 1 (t[示す。図 1 の曲線を速度ゼロヘ

図 1 融解帯速度と Ke ffの関係
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図 2 炭素の極低濃度領城iてお

ける 0-S i系の状態図

SiC+Liq, 

20 40 
I 

Carbon Concentration (1017 atoms/crn3) 

外挿すれば Keqとなるが， Keq = 0. 0 7 士 0· 0 1 となる。上の 2 つの定数かい， 図

2 に示した状態図が得られる。このような帯融解と荷電粒子放射化分析を用いる

極低濃度の C, N, 0 VC たいする状態図を求める方法は，将来広く応用できるもの

と思われる。 11 c のトレーサー実験忙よっては，つぎの諸結果が得られた。(1)

ケイ素が融解すると， たゞちに炭素の一

部が逃げ去る， （2) 高純度ケイ素上で試 図 3 融体ケイ素からの炭素の蒸発

料を融解したときは， それ以上は炭素の

逃げ去りはおこらないが， 石英皿中の融

解では逃げ去りが継続する； （3) 真空中

の融解では，逃げ出た 110 の大部分は微

量生じた蒸着物忙含まれるが，ヘリウム

中だと 1100 となる； （4) 雰囲気中の 11 0 

は，融体と加熱された固体ケイ素忙も取

り込まれる。図 3 (IC' ヘリウム中で 11 0 

を含む試料を融解したときの 1100 の発生

を示す。
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2A-1 
7ェロシアン化亜釦・フェロシアン化ジレコニウムの
イオン交埓啜蒲

放詞

0珂材正一 1 柴田桓式、喫i竜を己／大網保司伊渾正嘴

硬在圭已ー逗の 7ェロジアン化物に対する＇咋‘の口反着挙勤ましらべているう
右，土のアェロシアン化亜鉛ナトリウム［伝Zn3 [fe,(cN)ふ醗鶉N叫全 Zn) ，：：対
すろイオン交埓吸箔速度が｀／きわめて阜，ことが＇分かった1)っ肱FeZn riこ d) よう
なすぐ訊t.:P反着秤（生き毛ちながら 1 非常，瑾恥‘l‘勅和＂あるたのかラムぅ玄と L て
ば使用i’をす／わずかに簿層 7 ロマトゲラフ広の改着莉1 と L て（吏ぇう I こ返区’t}力‘
→た。フェロ乞アン化ジ‘ルコニウム（呵稲 FeZr)I玲玲剤と L て役立ちそうて‘‘
／イオ汲痴iとも毛フているのて＇'FeZr さ Na.配 Zn,= ませ｀てラ杞殿を作,J :カラム
戎に直する啜着体が誦l康ぜきるかどうか検討 L た。その葬果／一定のメ、‘I レュサ
イズ＇の吸着昧が調閑せ’き I..::_ n'( I：：：南連するつぎ｀のような索繰た行な→ r.::. 。
実薮
囀体の鯛雙： ZrOC五訊0 3i.67<;- を 3NHC£ に者ガ L 22夕直の A知
作る。枷邸CN)1..·JOH:z. O 12,6 2.'Jをポ：：：し釦 L て之ユダ肛0 とーして B液む作る。
瞑Iこ油FeZn それぞ｀Mt IO<t,40?-; 60,- 加えて力‘琵れL，それぞれA 液を加え、セら
によくガを手せ‘る。兎殿をオ返L、シ免牙i 1 葦t怜桑係ふるいt'ふる｀、主と L て 200-
300 メ、｀／シュ左バ＇‘‘I 千屯：： / 00 -200 丸シュさカラム滋,='司 I I る。これらの吸着1本
さそれそ｀＇れゆ l I No 、 2 I A6. 3 とよぶ。
咬釦和濱l定：啜着体 o、 I~ に放仕厨訊ぽ含む鱈（約 5万crm/m£) 54  
を加え一定痢旬ふ））まぜ＇たのち／遠心分雄 (0000 rpm / 3 令向） Lた上潅液の放
射能を井戸型シンチ Lーション計食蒙登召ぽ L算出 Lた。
飩果
(1)~ に対する放紺l吐枝種の 9反着速度の棟甜
フ＝ロジア・ン化亜鉛・フェロしアンイヒジ｀｛Lコニウムの構放成年＇ある庫FeZn 

に対する和象夜中て＇の月足，i,oCo I 吃n,14ね，q：Zr (f)屯溝速度としらべtこところf
こ爪らの放知道稽 l長s 灯司げうに吸着速度が早いことが｀知っt.:::。士ら 9 ：：
塩の寓計謙と L て用I9 た海水Iこ／召Feバ塁吃nグ4Ce戸Zr,'吃：S よ如えて
吸評の明呵笈化をしらべf.:.。その粒男渇 l 表に示すように 1 積Qの無旅育
株放知嘩嘲 L て 1 ｀る海＊が＇沐謬液中と同じよう 1 こ 1 こ爪らの放対J,生枝種の成
着速度が＇早がった。
(2.)カラム法の｛吏用 I二而ぇぅる啜箔·昧の銅製
最物、石 Zr と Na 足 Zn のfl"いがら大：： l て 1面めようヒ L r立が‘うかくいかな力‘
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第 1 表 Na.FeZn に対する吸着卒 →た。 A 政と B i夜と混合 L て FeZr の
ラ毎科中の み I) まぜ麟 莉殿とイ乍リノこr/1. I:.N~Fe互を加えて
核種 5布 30夕 四綱 政着体疇l墾這みたが，幻要なP反費
咋e 99.3 舒． 3 呼5 イ和作わことが‘せ｀き江がつた。そこて"
60c。 9g.3 98.I 紅 0 秒滓成：：： NaFeZn と加えて I A 汲を加

吃n 呼 7 99.6 9?.7 えて一定のメ、yレュサイズ｀のP反唇叫こを
心Ce 9/. 0 92.0 9豆7 作る方滋 I二を 1) 力‘えた．この方i恥＇、作
窃Zr 7叙 90.7 96,7 った咽着（本 I士均啜せ・カラム滋の使直ニ

I~ 究0 舒千 呼． 3 応之ラる喉倦ィ和、ある。
(3) NaFezY1 の口反着荊惰の X線心ーソ

町己の索暖疇亭夜および＇毎未中の51Fe ，む，‘乙な巳｀の啜蕎涅度が'13ncs の
吸着速庖と（司じ上う［：：阜ヽことがなヵ、った。 Naた Zn ば非常：：：細か魯末i、ある
た四痴品初の変化ぱ X線廻竹法（勅末法）による 1 まかな＼ヽ。 0,/ f1 Fe可 0,IMCo叶
。`IMZn2+ i容液中-z.'.'Na.. FeZn と、ぅ、1)まぜ｀て 1 /2及着飽加こ亡て旋燥した勅昧のX線

• I 

Na必，［F•(CN)i, Un1...I•d 

ハ°ダーンは回のよう 1:. I し）ず開t叔
蒼の前後ざ 9 l王とんど｀歿わらな力‘つ
た。
以.t.の虹醗糸諜砂”良、 ‘oC。 1 紅ムの
哄宿速度の早いの心 Cs の渇令と 1司

じように汲着：：よつて Nah、2n の甜
品ff'クが変わらな、、ためて｀｀あ 3 ぅ疇
之られる。

(4) カラムぼ、の吸羞味としてのぇ個
前庄の方法ぜ顛槃 L たアェロしア
ン化亜鉛・フェロシア;;..ィヒ助L コニ

ウム（ IOO-.200 汝心ュ）ダ牙ま力う

ムにつ(ST) I 瀑潔度ぶ志心象筏と 1 て
（免ったi岳未中に sq Fe,6む，笠ha加え

カラムに琉Lた。もの結果海水 11中の填

らの様種を完全，＝啜知‘きた。この P反藩（丘栂訂叶環，潔原 EDTA 澤滋這
紹 L 意液になるのて｀ヵ加徹測定にイ更利ゼ｀定遷可罷と rよる。

1. S. Kawamura, H. Kuraku and K. Kurotaki, Anal. Chim. Acta 竺．， 317 (1970) 
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2A-2 奇陽環船したセレウムょ戸応d)印殿．ク廉｀

（す佗研） 。低椅叩患む·I 麻両幻穀島れ足

化客約にあ 3 いは生鉤娑的廂釦おいてトレーサ--ンし直紅＇鷺p黎也 1 3 
釦応霞ィば砕釦知／、I)-兄サ 1 クロトロンt‘、 93ね（ol. I 加）窯遠旦惰方
紅喩It格進し／ ｀也 V ウムターケ’’'フトがシ捗如紅り如 5方［広i先象 L筏
ゑした，叫，騎紐｀炉窯のな鷲参とし 1 M.H. K叫ふた丘山口が＇
沿化也レクム 1叶釦ば射しt危釦輝し， 3 イ釘釦加え--i pH 100麟 0‘
ら:::りウムt紅恥よりi"い，紅殷t止し濾ゎpH5.4 tf)麟直
とパりウム吟釦行なっtし1 3 が， この紅 1本操作に 比訂屯i~あ1jるJ::-に 6ポ
象b 径く井、）といぅ欠戻があ 3 。う愛妬ら（不競紐;t, l紅吊'- I 1.＂霞tセレクムかう
分競する炉紅秀名し枝~Ln絃卑緩匹詞t．．う”りぺ？滋知ィcそ凶、絢度の震
＂紅tよくク旅することが＇i:·きた。
輝戸叫バ : 和粉輝t l が翌以と＇玲：らをトレーサーとしt使伯し節
出ク置い扉湘 L た。 133啓alか虹0)／紐伍サイクロトロ汎｀ ＆必に輝るt感麻
したものから M、 H. K叫泣心ぅの方iるi•133品ャ分旅 L -Z使用し、＇吃sl叶名入したもの
直用した。 まず，屯t 139品をトレーサーとしt I %クペロンーTBr-Ha狙 0,1 M 
TTA...TPP-H砕戸が 1 ％クペロンー()、 IM,.TA~TBP-H咋 1-:. あ｀けるるれなれのク叔係数

§肇i知万l）乞 L た。洲/,{'v 5. 0 紅り焔滋殊i加 lつ 1 % Iシ本多ようレクペロ｀パ加
ぇ I _.乞危の嗜｀t砂えて共蒋：つぎメスシリンダ｀-)::,布：々年以~'J I 頃旗·釦
し1. -rBP, ぁi VI l"J; 0,/ f1丁TA - TOpを 2ぷ叫 1"つ加えて l ク向 lよゲ l L.. V ェーカー

ずみ＇）なも＇たのら、也I瑾敷番1.,.、づ和t分麻k tた。乞釦‘シーを培の渓i拒t tリ
／井戸型レシケレ__レ 3 ンカウンターが旅紺筑~ i野乞し1 ク釈1給粒（1)) i叩 l
尼 --うセレクム l2 つし I 1.同じ＇点件のもし 12 分貌｛ゑ忍t (P) をす；めた。綺昂 l名
臼． 1 ，ク元り⑩ lI t", パリウム(1- / 7-クベロンー TBP 全あ 3 い［本 0、 I MTT,4-T9P 
系 1-:.- お‘し l て釘浪釦似履¥ネりが．／ ％クペロソー 0,IM TTA-16pゑ搾1が必
令た 1古f'H3.I 遣誂絲伐危t"饉 3/,'tを元ず．ーガセレクム［切同じ幸 1年7,",.、q xlo-90)
偏セ元した。 この季件）ンおし 1 て抑イガーノ疇競が可杭”,、あるこじが・わかった。つ

ぎ1-:.- --r-rA tJJ忍口締劣わ如糸りなわち Iぐリジム」大徊出孝t径 3 □0)丁TA の
をも戒める虎被t行Yi- ?尼p/t 3 池級ー／ ％クヘ°ロソiえ没ビぁ•い--z I:... リウムtJ)倍
》ー乞にし， 丁TA の希加悉t夷えてう名僻した T打を加え I ク向 lざげ L くど）ませ‘
戸豆文厖姥負浅 L -iバグクムの徊劣考tしクベfe-,毛 1 レ比iゑJ-:.ぶつて初生し
以ばがしりウムのお犬抽劣年 e 符多ため I屯 lよ毛 1レ炉＂パリウム/ r-活し丁TA ？え
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竺

2
 

゜

-2 

-4 

o o B()., 

-6 
1 2 3 4 5

 
pH —• Ha  

均．1P、'S松妙杖on 叶 B＾がJ. cs 
0• 、 1 ％叫·ー()•IMT-rA-TBP ri,dtio.t 
•) 1 ％叫•ーTBp s tsTゎ

>', O,IMT1A-T9P s炉巳

心知吋. ~ゆ島があ 3 ことが示され

た。す r;. わ 9 クペロ｀／象徒じわ｀しl 1 1<‘ 

リウムの TTA 名が和チ／＜‘)ウム）に対し

丁TA 2 の紐叡訂orl埠ゼ翌がわ力‘? fら
つき軍、 I ょ・リウムさ楕旅店］かク湮油劣す

”iわ紅紐 L 尼か釈坑屎、咽祝‘柑
のい低悉の l こ l m只i夜ず 1 ク向 Ii
けしくふりまぜれば l 国の迩約出ず 9?
界以上が？疇 P 曰採され 3 こレがわ

がつた。クぎ I乞序戻擬t l -z.疹化セレ
以幻00 吋を /0炉のア II/ミ＝ウム l以
にもみ， 菱創厨K冷式｀クーケ＇・ットガ、 Iレ

ダ‘—レとりつり、 IbMeV の紀f品子t so 
,MJ ti¥ 7 Iレミ::;..タム（なくの知tm l -z笈
彙石 30釘祠咲屈した。ピ｀ーム用汎 lぷ
l ~ 2がA o)う象さt'ク） ？た。 ターゲ＇フ
ト（口紐伯約 5 咋向放善して忍い叫杖幕
疇y/ pH 3 払綾ー I% クペ〇ソ沿i夜
10 戒疇絡し，グi座 0 --トに移し、 aI
M 1TA-T8F 1 1)叫~ t加え-z- I J;i肉 l-;: げ
し・く振りま心t楕哀爾渭;'r植出釘珈
l た．謗し砕愚し-z. ;:;, ;f印倉靴 l 2 国

雑出tくり ~l た．復紘加pH 3 羞俊i- 1 ％クペロソ蓋知0 叫t加え-i l "1i'内ふ
りいも’て茂浄し）祁わ 5 れた微老のセレウムt除き，棺紋れ知 I : I 磁臨杓叫)'f加え
-z I I;;-fl]ふり仄t" t ？り釦 I<'1) ウムを迩抽出した。 9に相）シクロ 0 が 1レム IO ,,.J._紐

えふりま¢•ていの T卸心り体し）たの9 ，ヒ稲 1-:. 60 ％邊払令級 9 成を加え、t苫紀
乾国し、オ直約tグ僻 L 秒絡した、バクウムのフラクンヲ｀／戸ク \..I て 40f) 4 ャンネ
心店クバり') Y 絲衣＾°クト/(/ f i皇）をした紐．系1 1塔灼彗瑾と一梃ず 3 曳燈
じ骨ークを得r,;,゜ー ゜含た乎i“n ti切乞した奴紅．9伝
｀の手i"P l名___知， ご＇＜匁縫の塩 (7•サ）とケ后さ □ 浪短砒がみとめられ
ぅ斎彦すべき泣炉げ仰娩知:·嗜ん濃ゥれたこジがわかつた。⑥校考｛訂5%礼知＇’
あった．以這心1 よう It-'角摩 1-C.かつ迅と）つ 133品t袂釦知瑾ず 3 ::,'t.-(Jヽ'i'

5 た．
＊サイクロトロンクーケ＇＼7 卜ぶり我釦fヽ R I dJ派l 格（Y1)
9 H、 H. K叫わ知， Fル→んれ Yw 胚幻．P. 比叫ん枷， I. ば厄，fkt4. 16. 『? (1'14-8) 
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銅ージ｀今ゾン錯体によるポロニウムぃビスマスの分離
2A-3 

静大理 0波多うエー八郎・帝沼英夫・篠田拳雄

（緒言）
ジチ‘ノ‘｀ン III7 場化戻索落液 1ま木゜ロニウムの拍出定藝t-=: 1更弁lJに利用できるが，袖激

濃度のビ｀ズマズt低いtH 領泌沿＇いて同時1：：：抽出され｝ため，天感の放紺哨奎系
珀核種さ含む試消と取扱う鬼合に 1な独めて利合が息い。そこで湧箋性領濱 I沿＇ It • 

ぅその安定度が沐゜口＝ウムとビスマスの中由にあると急えられる銅ーシ｀・チソツ錫
体直いて両若の分離さ該、みたとこう，希足ずべき娃果が得られた。
（要験）
J."Po は RCC 裟のtのと， 110Bi （ま同じく RCC 騒の 290Pb からミ 1レキ｀ノ')"いよリイオ

汲埃令難 L たtのさ用い在。すべて”試‘萎ならびね蒸協水中し吋在在すふキ鑓紋養
の不、迅物に対してほ将~に紐心の注意さ払った。
抽出こ I双叫l，シリンタ｀＇一型分液ロートた用い，分訳平術の式立役 CC'-i,届の一定

量また I~全量豆テンレス製試｀科皿に瓦｝温凡杵によリ転煉検放射能さ刃定した。
拍出に用いた伍(HDz)ュ涛忍も当骨ょリ過剰の位サt既知濃度の叫Dz/CC(.,:港夜，こ
ょ＇）抽出し，水マ数回光浄しt-: tのを st。出ふ·oln．と L た。なお：：の溶液は着色ビン
中約2..週向にわt!.., 7 有効に使用できに。
（結果）
1) 銅—ジナゾン錯体，，，最疸濃度
予備実験の結果から “°Pol3%HNO必春凌め叫に，棺砂濃度の伍(HDzi/c山本茨 1

ml. t加之て 1.5分向ふリませ＇’て抽出さ
ぁ｀こなった、活畏：と表 1. に示した。
表からわか b ようし:~2X40smoLeIl.
あたリから坤出率吐＂んt~ヽん低下

する。 ～8X10汽叫e/l．ャ這が長通の
濃てあると思われ a 。
2) 抽出峙の水相の最逢pH
“°Po t含も水相の HNO漬度とを

化さ士て抽比華さ棚ベロt果さ図
1.Lし来す。 3%いHO3 (~0．バ）にお・

パ油出等が森たとな.,t-::.。応
たQ（ゆzふICeしの？霞}f I吝 r8,x10-5

表 1. Cu.{ff広）浅清による Po 抽出率の吏化
呼塁泌i炉位 1回配袖叶却紐吟計

4 (%) (%) 
1.59 X 10~85.2  qo.II 
.,.8., X 10•5 q 1. 3 q4.'1 
3ぶ X10-5 88.s 92.3 
1.%X10-5 84. 1 が'l.8
”4 X10-6 67．ヽり9.、
'l 1 、 x f O~ ~3.., 
6品 x 10-6 4s.,, 
S.6.z.X 10-6 45.t 
“ax10-64が
2.“` 10• 10. ワ
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moIe/l．の屯のて｀‘,毎国 1,.,1. J用いて 5

回柚出 l たtのの令計とせれぞれプロ
ット L た。 (.2108しについて 1公｛笈註）

3)..}, リませ｀の時旧

1 分向の＋リま妃‘て＂ほぼ分飢平釘：：
逹L, 1 分半て•‘充合｀であるこどが巾力 9

った。

4) 放射能測定試料の自己吸牧
叫o Iな0(枚射粒さ測定す 3 ためにノ

試料0)自己吸り知浪討をあ｀こなった。
~4X10•Smole/1．のうすいCM,{H叫訊き用い

て 21o p0 さ抽出しt':.毛のさ試科皿に壱ね

゜゚ '°。 0 0 ゜
゜

.. 
。:.. [::11：心］
ナI令i • • ↓と

~N一ゴ 、 pH 

図1. pH):: 呼o 袖出幸の肉保

て行，た辞果，本溶菜 16ml. tf更用してt自己唆りとの影響は全.<.現屁れず，本研究
にあげ｝最羞叶滋知年 11 これよリ約Xoり濃府で行うのて＂全く無棧 L てよい：：と
がわかった。

s) ビ｀ズマスおよび｀多店によj妨宕の栓討
這に Biおいqもさ 0~10'111,含て＂の艇胞て＂加之て.210Po 柿出をおこなったヰ昂

何れt全＜妨宅がないことがわ力9') た。

6) 共存銅イオンの彩噌
Q(H氏）2.によぅp。の抽出 1"釘這渕：：：ふt ~両君の餞体の中定度の差 1：：よるt
のと汚えたので，共在する
心‘古濃度になるとかなリ
の妨皆さ手えるものと思わ
れる。宝穀辺果を表 2.1 こ
示 L た。“サ 60 pr田im、ら頂
加こ杓堵が戎紐翡め，

1,3oo prt>1て●｀抽出寺 I士 liゞ SO
后となることが‘”‘った。

知．ぷ；門；；；：およぼ｀衣芯ぢ：で
。q1.6

63 g9. q 
'¥30 86.s 
630 67. 1 
1,300 $1.'i so.'I 
13,000 1 '1.ユ

なお一般バ麟‘科ぜ I士 rrm オーダーて＂あょのて＂無棧むことが｀て｀きる。
7) ビスマスの抽出年
心返べ‘t..訂験弟件て＂叩OBば抽出しにとこう，図 1. I袢訳、したように 3災wo↓

軽在落液から柿出さお‘こなえばP{) と Btの分喩且 IJ;＇圭全であふ
なお｀古い 210p滋料茉知っいて 3%HNO洩来から伍LH磁／lC. l凌液て".210Po さ袖出 l.,

つぎ｀、 1 ：： H」 Di!/ca凌~lこよ, pH~3 て'aOBiさ神出すれは＂，水花 9こ Iょ叩怜のみが残‘沿
すう。これ 1古ttl-/1-0H- k凶系 9ヽら伺じ｀く出D幻／c(.4-いよ｀て拍出す b ことが｀て｀ぎ!.
これうの実致倒についてぅ肴足すべ‘ぎ鋒長が得られた。
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過溢紐サ‘]ウム叫這 l i町ニオン£含t沐溶液和）
2A-4 ぺり＇）ウムー7n蒲芍囁土

便吏理大・理） 0小松債．埠入三男．間抵逹色

トレー『虐食のぺり＇）ウム（か州ヒm的桁皿知る二と 11".分~t:考的鳴色
からもこ，，金属さ用 l93語渦程に和IT る中仝確保の生からも竜字てある．本研究
Iさ．iU缶枷退9)反応むあかれ1 て叶追e(1l）のキ L ート行ll：：よ封紐5既
に輯告l 和輯論的r、f-9l叫苓が9 て、 HIB に過慮乗酷ナトリウム涛彰ト
吋翻 9こ Fって解しこの全属イオ冴a-,BEM俗： SCM鋒の生欣平町
を液ーi夜頒江口附l史 l たも(})てぁる。
粗発 窄釦tすべ‘て2. 5°c の恒湿室ぢ初 9 た。.2.0 ,J点栓す暴配管1：：
わりヤー 7,, 一のベリリウム-7と l1 ろ＼ 93 のi農食がリが＞ド(()を含な4.OMの
Ncx. (L,UD~) あヽ幻ぴTTA 6) Ml B tc念液あるい ll"TBP a,ヘ千サ叶塔液さ加え
Z-ft碑とうし，卓¢鉗酎委谷勘—史暑t e心卜てi1` 猾衛弔L 、 %Iレ整
紅テ Lージョロカウ立1- て｀ I枕血這陀 1た。＂沐祖の4胆と＇｝會位
差玄ご木果iゎ震唐さ唖lた 1 た。針氾知項l差Fあたっ 2（古．木条iかi紐
".I6も90..... M嘩，た。得られたけ宙知双食から｀筑祖比もンいい Iヰ湛
l た。

｀よe1(:)]。→掌盟芯：：：迄温証；ぷ溢雰塩，グ
叫or秤J知町[HA:r1(z)
A叫和l瞑皿Ah(3J
叫o... J~J。r')/[B;... ) (+) 
よう 1：：巷わrれる。

(5) 

K'そX2lヽJ
[HA)。ウ）全Kex註 Kex,([H1/[HA)。~1)+ ~e~ 2([!f'"J/CHA)。『9)2 (7) 

もし有様相中に＆A~がルが令ヽtす 3 宅毅条件を用 11れげ、次のドクに水相内に
おI ttるべりリウ 4四）と Lーが札和和直汽‘手軒＆噌）免する＝とが土朱~,

砧＋吐ー引氏や 氏[BeL口／［Bず）［E）" (8) 

粒Jと (89&S)1：：：代入すると．沢ガンドi鯰如璃合：：：知畔切序臼。
D[tt't].2[HA]孟，， Kでxo = (l ＋乞f＂ [L-)") —I <?)

＊祖如至細利即いがTBP(.,養食ー囲“合も消呻 I寸紐匹心とそには
D =[&L2ら l（［約］ザlkL.,.J迂B山］十ー一--) {lo) 
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ここ可中国醗叩泣蝉， KDM==(BeL2]。r1/r豆］と．却｀0)を町1 '2.
DrL-r勺＜0日』2 1(I 十年［じ］＂） (91) 

碑と考定 f洲1 に結果 11次叫さう F卑杓することが土辛る。 (-()．温温
細ナトリウム現哨屯↑の＆叫t TTAE含子存OHIB ド中にもかなり拍士ざ
れる。（O)．従， z こ叶うれ木溶液かうTTA も含も、MIB に＾の比加袖土
（国1)1こn:.聡）ベ'l')を即 I吋紐“rd らな l\ 。得叫＂三抽血敷這m弔す。
、\).KeXo；中ぴ kex2から敷営的に計専l た兎托冷蹄叶由土史券[1"1. ~翔屯F得ら
れたもの叫守嘩窃る。€=). o. l H TTA-M I B曰紐碑1)紅硝珈J三IOネ
碩釦(1惰楼相中にlさ＆Az.n巧が抽幻れるぺ廷よくュn条守四．オ
('i)這 ll2 木祖町錢佑m守史食定数さ定の年とが土来み（紅）的． l か I laがら．
I-, SCN~ の年IE リカ咋吟ひ蹄術,:t,吐Iミわ z、か）直叩暉Z―
あ-3.（→．一介 TSPC釣叶や中への取刃の打比lo-. SCIV一条：にあ 19での
町叩和(1畔r-,ト:t lヽ年）（卜）．抽年れ叫(S:C/J.)感ti". TBPの
玲うにわ宕訥葬3訊ばかリ．知n袖如磁，ゆH~[BelらI［邸J 11. 
0,2MTBP て90'心ぁ9. また国2.のf.. -7 をオ（99)を印192釈栢レ輝紐
散E得うことが土呆み（表ll.).
これらの結早かう次吐狂祠心(i)40パ Iしカリ土痣オンが2 れら
碕紐ビ錯和作らfd l \OJ l'.?-~(...．＆2.,.が知祝芍定なか→年1和らの1す

＂イオン半径が9ヽがりのう。 GJ巧四り拉直知か z も．

Be匹バ年1で大ヲ右 ..'「 Fi, t. I 町 / Fi~ 2. 
碍埠l汀。ff'I え (-,.aOO

21：：：み況1 l 抽血．和

，，企心くても、知日が 。
大をいたのに可貨屯る。 O

(it)TrA-Hl匹和 r
抽山釦食 Ii.~-*干目から―ーI
TTA-ca4^n抽iz./:"'I 1J. 
r，り大:f \.\。 二の事実と
平＆（叫， BeAUD4の＿み’,'’→
紐I=n．間如m枷 ゜＋1

言A言言言Nau;1『]：；：王言ど口：

＿
一
●

orｭ

+ 

゜

叩； SCN— 
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棧イオソ夜如貨1:.. にぅ杖射注スだおよなァン担ンとの絹擁
2A-5 古よ杓情製

（特大そ9) 0 神原嵩力昧：高科昴

坦；粕入し1:. rroeesed u"itt1J llも叶 I河戎リ 4長の）啜が令まれて
‘＇たば l"日放化討論令も表）。 ”Su tょt'湿，，遥合物から南者パむかれ
社（t物の注訊途液バサ nRI.として分雑精褪す 3 方浪 Zカク立す 3 こと

lt“”iコと芳え 5 れた o r令 4 オン知'“"tでス 3 Powe.x-¥ (R心）瑶
‘‘¢疇り介紐か核廿されたか夢5n 違註I::.H(l t HF が用い 5 硲しく万い。
即＆互型遭ィオン文援｝暉であ 3A111 he.>-Ute cいB(R[L琶）に対すが‘
ういう幻元1, "紅9矯淡か”“U囁彪里Iヨ 5 l二女 9 囃告サれた伽L.
Che»., 包 I ls‘03(/96 t))。~ f'¥. ~.. 11 炉 I2 打13 ぬ1直かぶわられて滋ヽヽヮ

でミわ l: ついび桧言すした。と n §"果5ぶ 5I,っと E HCL シ冬il'-か 5Aふr­
砕 C<f知（こよ）分祁枡努"t..をヲら考え 9 れ，カラムi女[:..士リ雨者ク

心屯狂．
0 、写瞼事‘”.“
はI) H tl 痕虔UK直碩保： AnbemteC¢祁 (RCL甕， ;o~loonesk) Z 阿‘‘,
バ＇ツが広 l:. よ, HCl 痕が棗化．に対すが”sげおよt‘’~rs/, { I”｀た）につ 1) ての

“の貿化す 5 加5、ど求めtt-.をの北及 n,” ＆サi,- k. ""t,~ 
9 Flょ II””'9 であ 3,

翌［／｀文乞腐：2'l.：：：（＇心F) 沿い：：ごぷよアqの。

l" ／：言~-~言＂りぶ:::::z.]言言l五fよ］言
/ 2 3 夕 rヽ 7 9 9 

HCL CO '>'I~. (M) 

F~ヽ ，． I :＆知 HCL規度
ン，，内fi,

- 40 -

およt• (B) の廟 19、からみ 5 れ

”‘ら ：わ IlIm"Te 朽差I: t 
3 と考え 5 れた。



(2刃力 9 ム法にようス尺‘'とアンチモンの分滲： ＃託と名｀£じ弗靖2 つめたh
ヲム（ O心13m) tつくり•/l·CL 型としT:-もりこ 3HHCして‘‘充介、こ戎った。 IO
,,_｣ I)'”釘謬成 (3HHa)エカラムに加えた紅，”“”MHCしぐり［次赤触レ£
（滋o．ヶ叫／心）．；界雌液＂が邸 lこつヽヽて丸坂したれ泉 Fぅとり）によ
くイ知弗油曲¢tが得られた。な林にし'"t /.a.~Sb 'V l ~>'..、 Te) ドつヽヽてtわ石 L'‘
ょう和柑業が得られた．

3MH(l-*、 -IMHCし一ーメ

—— 

'

,

 

3

N

I

 

:
‘
‘
Xし
ぐ
｀
‘
し

loo 
Volu"’e （い l ）

IザrSb (^~Te) と /19ふ吐

の分紐

lmo 

碍lこしぴ粕入した "35にで
(l唸い含む）o, 3M H tし潔釦0

叫サラム1:ヽヽ杞f~~心
う l玄珀HCし、 lHH t L可喉次（こ

嘆軸い遺泉，西沢宅）
I魂当すつフラクシ3ンCA)

．と '’ssV9町、＝ラクシコ六(B)

K Iサタ皐t’きた。在おい）
)t放訂化午99F 飩Jl竹．＂し
汰上 1疇 ,(B)n 9い（てhあっ

f;. (J) I:. つヽヽ "?.n I少n
少注心昆入が礼が＇をた .. 

Fc:.d <, ; 
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ブ 3 ロシア＝ン亜鈴 4 ナラ lV ドチ~ IVマー式じよる、も九放わ能
2A-6 杉乙n 4 令雄 l：ついて

（及研） 0 も希智i 黒禾環行 田中彦た石 天野うも

1. 目的：チう IVF チャ 1レで一表己和l lflする足掌的なに1 覧迂の間雄美 n高心守
·(·.ふ比狂射1ie a ば品と 1iると::.う(:ぁる．． “Zn i 3 手衣訊 9i•長い（バゞ＂） ため，
晏吟間あぃ中 4さ｝束＾’豆和ぶ 9¢ 卑て・み、） 9 ::. ＾よう r0・ 1ずみいし： liJチぅ IV ド＇ナf
IV マー戎 l：1-,·いスも函，t“臼．た 1：よる収守＾ f5 千や，放射線 1: !る 9 -f ••I 卜蒻
惰q今翔＾問題t ? :T 難 A 。 71~¥"1"'" ン＂g 4 チラ IV ドチャ IVマー効晨 l：閲
レこ 1す 8. R.. P^}ne ら,.) 2）の 9& 音があるが、ラ皇肴らぼワンベッチ当 1 :‘')キユ＇）一
パ IV ＾ふ四文身1,t‘広＾言町裟舌梵足レC:, 高....守 4宅る柔ど長玲間墜年レた 7 9 
ロシ了つン亜釦 1：ついて”もn '11介組を入• ::. r....,-&;:. :. ^~ I). I令紐或として紐弗公
戎，濯磁威令絣式を比軟夜訂レた。
2 . 寛貌・・ 1 -r •,Iトとレt cJ. f9 7 9P シア＝ン豆らB t甲いと。 フタロシア：：ン
＂甘 1で 79 ロジ:: I- 1) IV ヒ亜鉗粒未 4 ラ昆合物も 270゜C.. I こ力U 稔レ Z im レた紐製t且

をラ羞水と；羞ヵヽし1 :r.9 Jー IV這5争レ，環成殿 I：ぅ各鯖レ， ついt•永水 If 1: ぅ約千I.,乙
庄じ'r:m史を 2 N ，い醸化力＇）ウム昧表 z·· 心追レス辛責緊品l:..レ r：：も 4 である。精裟

v t= 7 9 ロシア：：：‘_,., ＂81でメ紐 I~ 祈 I: ぷ＇）紺 9B 形も戎はでるととも I:, ラ賢庄照し
過温号瓜て令硝レ祀鈴含tもギ h. :. 4 鈴果から宅瓜・籾が 7 9 ロシ 7 ＝ン亜伯で·

ある:.ヒを茂ぁ""'.

序十屯手 9.5．和 Iii- J尺に~ ~'ヤT5L でJにRーラ， mるL z:·それをれ 2SO II手間まこ＂!'!.和レシ。熟

が生る束p最ス 2 X IO'3 "/4m ... 1/s. i··みった。
今紐呟 11'' 逗Tいも和いが 7 タロシア＝ン綱て成立 1 れているラ鷺成．醸：各角そ衣， 呑た
遠r印社 I f..t:.:, W'¥.. t.. I~ l んピ差 OI rふぃ命祓 l:. .tるラ本出呟 4 両名を筏討レた。ラ農該紐
年5玄t.. Iで陀．和レた 1 -i'..／卜をぅ氾注賊均各紹レたのらうに水\f I: ぅ角千レ，多た殿．も
ち別する。 ラ茶出衣 1で ""1 レた 3 -ゲ•..I I-をラ鵞九＾皇と蘇．ラ各求． I ： IT んぅ局 1 1!' 窒；位
t, 入るい I-a; 1Jり熟レて泣置レ之＾らろやl でる。ラた殿遺未守 4‘52n ＾故卯眸f! r 

線スヘ° 1 トロメーター 1：ょ I) 痢1!.. レ収．守とオ：あると同埒t:ラ冬末f 4 "t  ^立青t
入・：：カ""' た該身19とを芥ぁ C 。

＂；，子シ’ぅ•J”ン I: ~る嘩光た度戎を 1和レI °l:足tレた．

ろ． 揉果ヒ秀寮：雄果＾ー打を表 I: 示レた。‘!r 2n a 収守 lそこ： z·· 石· :.r.; った羞入

全平狂ぅ駁い x,a'9 n／心） a 条りす下ても↑令 Iもぃ 4邑を与えることがわかる。ラ各出
式＾ 1プ・みい， 窒ラ品で 1"1-ラ知如た＾函久＾ラ皮度 a f9 智ヵゞケワ"'0\ I: たv' VI 加熱可i t 
収年，亜鈴tともに受化tヵゞたさくな 3 f嗅向がみられる． 一方遺庄誼堪餌去で 11-
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””＾収申 11-ふいが同玲 I~ 森交守＾ ＂i青も 1L (..,.5 っ Z いる．末猥．和 7 9 P シア
：：ン＂； ＾必9里＾締果がら唖仙魂出守 lit,~出式で l 'J- -vO,f %,ラ覧成敲．魂絹戎て”Iで

~0.5％という紆呆が'1名らi>v,表キの"”出＇f,‘-高ぃ復と示．レているこI:. Ii,中

十屯｝門．豹f ＾故狛緯ゃ'-t: I= よるん陪がそ a 厖国と秀えらいる。 フ 9 ロシア＝・／細

0ヽゥ‘”伍t介紐 v a了果ぇウれた網洛む守＾ 1直 ll' 7'/ t:iシア＝ン母 4； ←‘}も差干

低 IA (~Io%) 。 9"和 ~'l"' 相屯 1: もヒつ" (“Zn ＾収寺． 亜クg各士乎 l: つい Z, ヒ
くじる各出戎，ぅ農成敵念負ヤ1. rｷ f島ゥれ虹石長" l.児しついこ夜訂レた約果己殺音す

る．

9 ーケら1-- 介紐5去 殿環た 竪負HL 令軒匂駁＂ん 瓜、平％ ')テンシ9ン％ 魂出屯メ

79 ロシr五ン 砕瓜 0.01M :rkに· 2 1'1 
6~ !;. (, 塙低ラ去 {. 9 XIO ヲろ

亜仕 望温 vr-4 

79 ロシア：：：：｀ノ 成穣 2N JにK→2 9? 

遠出戎 I. 8')(IO 42 5g 4.7 
更鉗 望瘍し VT-4 

79ロシ7:::,ン 9丸酪． ”H JRR-2 ” 堵出戎 1. 8 J< /0 56 44 ク． 2
臣れb 9o'c. -VT-4 

.,,砂rぇン 、た扇笠 4N JKR-つ 、9

ヽ．f靖ぶ戎、 l. 8 x[O 44 5ら
亜仰 t,羞 ""'7-4 

79b牙ぇン 環北諷 Jーユ ‘’ 68 / 9 ラ鵞成．殿 (. 1,< I 0 I 0 
亜tB 名絹ラ広 "VT-4 

79D 巧':::-ン 環磁雌 J尺~-2 19 
墳及軍 2.1 K /0 79 8.5 34 

更鈴~ 埠絹戎、 V4  

79 )::1司’らン 環祝蹴 J囚た-1 ヽ9
炉i /.4 環戎酸 l. 6 x (O 41 

銅 痣朗私 ヤT-4

4.) B. R. P̂111e, P. S cしe.8;. .tt, C1. 8. CooK; UNt:SC.0 Inオヽm. Conf. P心's. I如

~, I町 (l 'i U)

,.) D. 1. Ar.e.v~. f.'=i-. D.e.jぷぶ． a. s. va..... 0心y沢 d'rde0追e. I P. C. (,呼I\.On ; 

:!. I... "~· M 叫． CKem ．竺， 927(I fヽ.2)
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ルーテオ 9羞 Iこjるアクチ）イド点酸錯林の｝危毅

2A-7 (箔 3 級）ウクン、 ネフ゜ツニウム， プルトニウム，アメ 1 シウ
ム 可低・石克醸鋒休の茨殷

（原,?if") 上野馨 0星三f男

ウラン（町）の石克酸鋒1本6) Iレーテオ l羞こよる光殷， ｛［ Co(NH3)、] HSO出〔皿CS袖］・

5Hぇ0 "J生成は、ウぅン（可）ど含む尻祓ァン毛ニウム条液に，ルーテオ瑶と加え

ることによって簡乎に（名うれる。
アクナJイド元索で1Jf伍五醸化）状態．ど、示すネアソニウム，フ．，レトニウム，アメ

yシウムドぷいても同じような沈殿が得•クれ，それうは紐爪合杵、 X 線囮杵によ

る町l1 私の決走、戻祓f卜Jウム茶液、こ条格して；履、fムた吸収スペクト Iしがら
ウクン(Vf)り化今 1勿と粒似りものであ 3 ~とが＂森めう h rこ。

史験‘と結果
和硝酸f q約 I IJrl~ 0 可偏のネフ゜ヅーウム，フ°ルトニウム，アメJシウムは絲酸銀
と過成酸アン毛シウム 9 酸化利t使凩し、 cao·c 以上 1:.l I>令間加羞することによっ

て符た．

霞つアクt Jイド元素．q洛液t 2M  9 点知祓ァン毛ニウム浴液tJ.IS J,足 I こ
II, -テ］恥ふ夜 (o.os M り[Co (NH3)』 (NO山） o． 254 を加えて，沈殷と生

成、3 せた。 この 1も合の今冬稽は 1 -mlでふ，た．
況殿のながの、 ヘキ寸アンミンつJごルト 1 オン，［Co(Nrl,）、］ 3+ 1; 謬句尺にあ｀ 11 

る吸光光度ぅ去，紘属ィオシtよ，訊酸バリウムとして沈殷させた後 Iこ， E DTA1;; 

多饂し，亜盆なを月いてq透面忍え／ネフ゜ツニウム，プ°ルトニウム，アメリシウム
ll 荻身む辺t 69 方法仄よ）走舟した．紡果 I t桑 1 に示す．

希 1．紐咸‘珂
メグヽレも 1 と l fJ}お知毛9し；しを表わす．

ヘ（コ邸キI'!ヽC,·アN,11ンIt;-心3)ン』 メク Iレ ルfゑ浚イオン

Me so42-

ウラン化斜勿 2 I 5 

井74゚V炉念ウ灼勿ム 2. I / $g 

フ 1゚1レ6炉合ウ物ム .2. 1 / 5.1 

アカシウム
化合物 /. 7 / 5.2 
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X 線印『は粉末，拭科とガクス

qキャt·ぅリーいっめ， 5里＃電微啜
遁冒によ）行った．こからの沈殿
はク••イヤモンド翌っ立方晶系に属 9

るものであ），杉う~免杖I1 ，ウ？ン

化合物 10. zo A ，ネフ゜ヅニウム 1し令

物 /0.711--A, アルトニウム化合物

/0. 7 I A , アメ］ンウム化今牧）
10. 7tf A 0 紐さそかそれ得た．



しれらの；氾殷 l .f.，幾醸ナトリウム塔夜に(;i.よく落 11 ~。虔醸ナト）ウム象夜f
戸和‘して舟げもさかた吸収スペクト Iしば，フ゜）レトニウム，アメy ；ウムの危合
今 1 で役酸イオンの存在下で痢走 3 れた，可f西の 4x‘E. のスヘ°クト Iしとよく一致し
てい 3 。ネフ゜ソニウム"J "反奴スペクト Iしば文祁｀f直(1 jだ見い出ゼないでいるが‘,

以J:. ")虔験掃屎 r う利助して、可ぽ五吸収スヘ゜クト，しであ 3 と名之 て， 3 しっ

かえな、、と懇われ~.

得ぅかた吸収スペク t
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..20 

10 

゜ 500 
゜

700 jOO 
波長
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目 1．泉酉麦ナトリウム塙液中のネフ°ツーウム、フ°叫ニウム
ァメリシウム化令枷吸収スペクト Iレ
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2A-8 
じ°リジンを北殿希{j'i..する叙英瑾：法による

賽K ゎ m、T 浮枝積の分叶（との 1)

允工試公蒙衛這 ”冷詞
〇早 a 恙主 弗島琲＊小不ir rmリーザ
伊ラね境＊爪

（目 的） 原子力発電所な臼原戸泥毅ヵl り波打•r繕麟が放出され1.豆
2繕半環り切紅正謹I堪滋するたか：： Iキ、？毎水f心肘雌積o 積玲杵
~ ~ J')落易なもりに改幕しておく Iリ‘要があが冷I< 1' 0 涼射r庄枝積分析~ Jr I 
校階の I つとして これまで＇アンモ:::-ア水によゐ鉄共光珀が粍I"ヽられ1. ~たが、
2 の気法 11捕阜力が天さい反面．枝積バ項五 Iか紐が投＜ff<.郊殿の取霞ぶや
っかい r；欠巣t f寺っていク。

鉄知鯰においてア‘./毛シア水り~,,にヒ°りジンむ雌顆l として目いる直殿
＂遺疇易になり．放射疇叫釦叩知伺上する:...と 1 ますでに報告 I) :I.) 
したが． 2 のう法 E 海lドに通用し．計数支1年 9 高 v、 Na.[ (T.f_) !用,.A)a::./`／チレ
ージョンスや 7 /-ロメトリーと紐合せて．原チ刀洸祓ゎ‘)放広が予彗．されか長平
戎難枝手童0/条々謬易に/”"豆知味を¢唯江すること 5 目的とした。
（う 痣） 今国 13 核手直〇相五分締のた切の差硬的なデ'- 7 ；出す：：ヒ［こ主
眼羨i団いたたか知樟 r攻弦tとった。代表的放射I瑾種として 137Cs,9霊
心Ce, 9夕ふ、 10国、rz-n,叩，心這lJ'. これらt和騒彩沿：知 L て別々 1-=.
/90 叫°鯰毎水に加え、｝知山（皿）お知後望釦·｀力‘き手也｀＇ rょp\・りヒ° 1 ジン斉
宋（ 20% %)あ砂 l1 せqギ青を埠酸で＇平和した滞末（以下． ヒ°りジ｀ノー虚駁
t:P 'I ジシと略称す~) 1 加えて光殿 5 主成｀ざもら。埓々が 3 まむ＇ながら 1 時間以
..t.9ばして光殿0)懃杖；待ち． ろ鰍屯用1.I てら退し．瑾砕ずから液 Iま乙の初¢
に希釈し、 を a 叩がら一足暑 E ヒって放射能痢乞訊｀料とすゐ。原ラ如磁堺逗
殿手f-:: I まみ宋 9 放射伶とがら危枝往硯尤和計蔦する。
（綿 果 l じo'I ジン；用し19 鉗渫•ラ貶考て’'核積の分誌性が難侍できる苑由と
して次のうつが秀えられる。(I)苑駁時 0 pH 名侶くがつ一定に 1岳てわこと (2) t0 

II ジンが俵‘つが0)金属ヒ債イオン；作るこ'c, (?)屹パ也 であるが床 10病臼ヒ
砂冷水q p H 痛浪り忍者泉 E 図（／こ示す。
知双験噴果としてば呪s ヒ 90Sr)ぉ全く妥光し杯いが．好elま完全 1こう尼殿
い。 9夕2トー疇 l いじ°I9 ジン脅力0董も海水（ゥ祉当り 20~I 如？の閉 l：：変化
さもても共光年 1ゎ常 1 こり？％以.J:. E.示す。 Fe3万量をた()t加9 o 疵；風衣えても
叩以上央ラ虎する。じ°')ジン 9 1吋 ’l l こじD IJジッー鳩穀ヒ°')ジ｀ンを用いても一棒 l:.
？9% 以J:_. a 茨充年を示す。
呼C.e はじo'I ジンも戸知与命加すると？？ ％ L｀厄戻ぅm するが、 それJ.’}添加量ヵ',‘
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少ないと共ラ［や低F し、 じ’’1 ジ‘／ー溢戯じ°リジ｀／ t戸傭ぃると約 70 ％になる。
し力‘し、 ヒ°りジンをがn£ J..メJ:..用いれば'Fe3ナの量を笈えてもり9% j,x ..t..の共吼率t示
し． Fe3ヤの董 I'.'. 叶．溝されtf vi。か）ジ｀ノー塩戯じ°りジシを用いゎ場合i::.9ま炉
叶し澤るじいれにつれて知む年か‘千る。ヽタZれはじ゜＇）ジンtね叫使用しても31?
％しヵヽ共う犯しないが、 じo'I ジ｀ァ量に裁らすヒ逆に共叱幸こう成じ'、 I 初0 のヒ°りジン
で• I さ 6 ％になが t°,Jジ｀シ→羞酋紅°りジ｀ンで｀ I t o・作に低下する。”‘& l遺化物 I こ
っ"'て 1キ？6 ～ 98% q茨戎率む示すが｀. 1渇積が＇浚らと共嗜‘年が｀屡なりRu.NO(1J1)必
では位％であ .,r::o 6ーCo 1-J: t0 りジンを 2り戒用レl ても／9% の共北率しか示さす‘’`
じ°りジーノ管t炉tにすらヒ b ％が哄翠し、 た初分 I ま環条守 l巧屈。
紅q ＄考泉qうち、 る核往についてじ゜りジン2ユ0 のll を用ぃ r：：ときの共·ラ兒肴心
束 I 1-:. 手とめて后す。

図i

/0 

6
 

pH 

6
 

4
'
 

ユ

2.f N NH4-0H 

z.4-8 N 加“b訟

I. ZN fyr-.；必ne. + I.ぇ N py.-Ha 

A
 

o./ NHc.fL (戒

8: 夕吋 Fe3十み NH匹 l 如e

A B0 5 90 95 

Ba.se. Sa＆出，．＾（勿l2.)
2.0 

表 1

/3芦三
o.o I o. o I 7'1-8 

枝種

哭北率（％
（文献） 1) Y. Kod.a. 

z) Y. K cid.a. 

唸 1/06]‘勺nI”Fe I‘゜＆
9r, 8 I'17. o I 38.z I 9?. 71 1,.0 

：了． Inor3. Nu必． じ知．基／ 733 (I9 砂）

伽ぇ S. Ta虹午•; ib;4 吐 I 2,]03 (/C/坪）
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2A-9 海芹糸試科中の的｝約vb q今祈i去

放紋大理木村詮〇丹伊田製、如井重ー， 池困長主

縫海洋，：放力てれた放炉瑾佳q 1凶み的添怠力名持 9月し, そ//)移行為穫 10 つ
いて是苓的データさ絆るために 1丸 度験智硬複て．のトレーナ度統,. s るテ`’.. 1., 

集積ととも I", 虔こ、、の海洋遠境＃の放炉瑾程の脊動t屯映す 3:. ヒぶIJ:.'知'’

あり， ：：の役首っ目的のため 1：： ／丸 ユれら海it令討料中 0 攻屈｝訂這の今オf[J去さ

南券靖立してお< :.ヒが々＜べ＇からざ’るニヒヒな a. ::: 4 観点から、 二れら討

料中ます｀海＊＇こ厖 B L , との守の 9よ互疇 0)令杭；去こ玲訂 L 'Z先，こ校告 L た、

：：れ Iす水醸ィヒラン 9 ンにふる共i先濃稲役雀緩 l：漆梼 r%,) 7 酪卜, 7" "I-，レ（

TSP と葵す）ート Iレエン浴）知芦出するオ］まであ 3.

鐸 Iなこれにひ 2 つつ｀｀乏）・毎約ヰの成髯の今杭i去を知しその桂昂 2 報告す
る．

主駿東海村iが海砂と， その主要ぶ合があ 3 モンモりロプイト；；；・ふがみ吏、書

厄巧b 2 バッケiま，ーふ｀り海米より唆羞復， グ離を駿 /0 ほした、 また直直，他の
枝夕褪互衣｀扮中の峰｝＂支＃會とトレーカヒして分雄 9 効牟t栓力した
娃差検角"'括果苫§急令 L て'袴韮合オh 法ろ‘ふが術易今祈j'l'.. E 朗奇したゎま
直酪 E 図 1 'J;心t図 2 ，二そ K ぞれ示す，山席土壌中の放妬・｝紆年下物 °'l37Cs ノ
応r の今析i去がり紐戸i去ある、｀ lで囀醍ァンモ＝ウムj冬iた抽広i云などが用

いられてい 3 が', 9Sfr -'1科(:....., II て心盛礎 Iこよる抽出卒，1- I.弐 l1 ：：とかつわプ‘ったの
て．． I シュウ成 1＝よる柚出i去とフッイと水勇醍 I" l ~合綽．呻.t. iま E とりあゲ、1-:. 9

7 、7 化）に東酸処理i去 (l月 1) 臼， 冷砂、 モン王J Cl ナイ)- I み羨とも 1:.”

応上が /0 tJ 4.襄℃栢公され l. 二のあと湛＊ 11)夕析 l‘云と同様 lこと0 名 TBP にふ 9

這媒抽去iえ和也用すれ,.:·・ふ 11 炉．鉄ぶか喝合 I= 1ここの油土単 9・沼イ氏下するのて．．，

イソ 7o r.:i tー IV ェーデ，レを用 II て全なと●● 2 除去してあく・全f卒ti')牧穿('I= /-レーカを

）打，iて 9咳J,い·ぐ示るから， イビ 9 収争,,社する方布・エ"> 1;C季(:r呑". 弓戸 1弓祐作

. <1)殉専叶）荀 11 ~ 3 若由 1' ある，

次 I：シュウ竣湛i知抽出i去（図 2) 臼， シュウ扱溶i走，＝ d` る抽公季,;.冷みが＇・クf
～お尻モン亡）ロナイト 6夕～ク3 1 ，る灸ク5~ go えて•あリ、 全玲作さ直」じて 7() t.

“の）匂のり丸学とな~' f.足， T 右終i且Ij定／直 I:.100/70 さかけ 7 露巧b °'慨l麻年
年、め知と考之ら,I'\. 3. 化学玲作")所要峙団心| ~ I y2 ，告団マあ見 乃ん木卑—
懇のよ）な保凸を使 I用 L なヽ I て．．よヽI から，缶易i去 k L て用、＇入れよう→
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[F i.~. 1 s知必如し～心］

5~~ (pt ~sh) 
+ 2N H2 S011-, 10 吐
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吟（W屯以迅）

H Ct』 10 -ml 
年、 3000和

x 4 仇4、l'I..

N H te. ,lo 況°

).soたが a巫 /0

iJ→た虹 /0111~~|➔ 必SC巫

芍る T6PJ 20m｣ 

叫5h
ION H 位 204→I→砿d
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紅五必西
竹fn4材Af竹fれオ

• • • 9.  - -

図 1ー＿•-神．埠今析i去
.......一

[ FL3.2Ra炉4 伽如4] 

5~IO 1 5砂一
+ 0,5% は↓c 心必ノ54
s厄如-f(f'Y 3 叫．

叫界 (>300dr戸 l心）

叩+ 0.t% a:x:4む硲ん，←
54 
沖互ぇ心辺紅心九．

to.1 M K伽 o,.,

ャLa-C幼
ー9. - -- • -....-• -....  

七 NH40H

凶
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紅位忍ぷ9
竹“ル招hひ作れ尤

図ぇ 缶易今祈i五一
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炉海砂序の屹炉Nb ;·,i-町i去 1-::..., 1 ）マ控第ろ·ふひ••OO易~--~-i注こ痢登 L 戸
ｷｷ • - -
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2A-10 海，K＋口舌、サら汝如性ャリウムうり込＇子的呑動

汝妃苅

認淀逹駿為 乎呼衣相 小押茸 iti勺訊‘進

緒言謀筵斜印遺菓液中Iっ令手ふ訂海併（可女広てれが仕肝＆Iす［直ゃゑ＂逹

”"辰なゞヘバ痘条藩もr奢しく 9 1 繹知窟賃I< 対すぅ n以着ぶナき＂‘：：： Y 芍C心
う言蓉｝見されも汝如這謹 1月もる、べ冷 9 浚ヽK 中口あ、サi訊｛辺的挙勤頑汲
紅缶ヽ”寸らiぅそ怜、けは｀ 11 t /.J't｀与9 5 れ 7 りなり、遠でず窯濱屯剪
席液も湛如湛7)0 し片っ潟存杖｀褪℃派角！令れ｀ ＼2 つりマ］令百古加え．苔．
輝 1、シ刀遜．海臼如直酢噂芹配紐炉孫取レ＝れt o、鈴A -9．起リホ＇

7 フィ 1レター可テ過レ E もうち l可 u E 。 1 石和頂茎内叫t Nh2 し0滋由も肖u て行
な，；；．宰軽t封｀料は叶と遺酸腐液ぅーパ屯 Il< l2 漆加し｀冷っ町1-/ふ§ろヽぅ邸
ゎ｝積素§ 9 叫Ce 滋加湛、k m賎し｀こヤt Z99泳某 3全三自フラズユ 12 入れ疏て

澤で直鍼的 Iっ 1后tうレら。こ")海い一定tてピベウト?・耳’）ふ凶£が 0.D /が‘
0、 I が， 9く知巧よびかA ぅ田莉程ぅミリ不'7 74 Iレ 9 ーでml 伊迎t行な\,)シ）乃 Iレ
':J-ち7]·ンマふ餡剖定 m、・＇）淋渇角吃口八れ／吋 9 7 セJ..ンt用 u 7 か？―t腐郎¢
ぃr-z i委回吋 I~汝置 l 7 8 9 ウ‘ンマ絡削＇足屯行なっち．氾晨炉年は力式｀ 12 ,t:リ承‘If)乃，

沈困戸）＝‘リす‘'で万 Iレ 1 -m 咋咋勅奪(q…“) -XIOO  
原畜lL っ企汝約mt愁苓 (_-9心）

宅秘ス、イオン如要． N心 I2輝認レ這 1 オン元紐釦冷ぴ5ow-Xか／、『
/eo点英社三角フラスコ I"2八れこyt I遣過宴耽 12 I召" E迦lC Y 同じ方法で令周ーレ
石苺Iしコ叩添加レー蒔i1l玲tうし E 枝い口 I--rnR名取リ T、、ゲ試験冷，2 入小か‘/
マ綿削主ttテなっ E. Iが記係数 krl Iす次式‘|2 よ 9 .iTく、の巧．すなわ 5.

Kol ＝念湛心心咋咋粒年·這固ぅ全汝m叫沿，
l::究液＼』っヵmm奇々幸

でぅ~ ;?n,)..e,x, S--o W -X さ、必型ちヽ寸ぴ｀ l)叫松 l-X} ` q如 4 オン方諄和瓶キふ勺

ずっ内径／0 …況？ウラ"" l2 屯哨し団詞整レ ERI 這Jc. Iが叫そカラ "'-'12 通iレ叫 I2
3 つ森咽只｛脅？ t。

宝駿 3 、t落媒袖出、pH 8 っ迂）＜づ‘ぅ過J考 P打1 オキシン一 7 ロロ斤、 1レムi塔液 7‘ セ
リウヘか誨出されiこ Y も知っ石りて＂し松‘みりっす法(1) t目りマ謀楳袖出 12 よ
占湛 ll＜中つセリウムっ涼荏杖｀知J往定名行な？ E. 了 1与駐 1 Y 21Z l司 u たし(l司
箪てヤH 汀～り 1 で 7 路 F笞っ’叫：d 沐ゥp渇|(t itう，＞？，2 0ぶH~ ()、 0 忍｀M 3 7'五裕
惰うオ千しンーりt2 0 /T、 Iレムし界液そ 1tり＞っ湛液 I(Jゴt PH9紅0 つ紅達ヽl'- I(J辺苓

炒凶分屯ロート冦9 幻屯いうi_板::..利屯力為焦し府祗3i Y 紅目か＄み／如屯和）汝紺
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~Wil乞t行な…ゲ説比そ求刃ち．
＆百箋1-i-よひ冴喉 lk酵悩 7‘／そ＝ウム苓消りマ r噴登苓行な，万喝令蒋准海

t lと）神i直ミ立傍では I件〇ぅ況翡存"I~ 缶•告 I'( ーで:::.-ト 7U あ') 0月 5 が 1逗印注

阪｀すもヽ克 5 小 b っば刺q i拉も｀うて•あっち．＂参ソー 9｀マf因額望屯仔な，方｀海
ぃ古令＼2 はpH l 付迎可直つ王衣｀も沼 1 9 pH 臼以l:. 7`1弓ぼ I00 % V芯角§レ瓦

ま可も 1 オン安唸叩いJi'ウケテスト

tiテなっt &5 妥団＆つ分訳 1承数 let甘磁

"') Z?Jも、 5P叶．ムつ叩~ 7· 直綿的 l2 JoI> 

下も，·って巧リば遺）＿pH OJ :i:.皐と共 1'2

でリウムつ加II“”←")れ官つ進ん 7涛
< > t屯太し？りるも、疇、カラム宮騎マ‘
~f H ~ぅ深，lくも， 5 怜 1 オン安玲和脂 1て 加()

定青的 1こ岐羞レ72. • pH t,一定 1つ＼ ？オ

キシ巧 V息爵ぅ対切い樟直也，て、今｀配比

”3籾ぇ柾帥口取る't p虹かで汀勾配も\,
ぇふ～j．0 であうぶ泊が高くなも 1つつれて /00 

勾訳け称々如F が'). pH ti誼で勺配 • 
が約 I "な~.））J_ヒぅ拝昇から団t 1可 kd 

゜ふ 0 、•°
滋 91く 9 p H~ 

7,• か0

近ぅ沿l← Iでぢ U マ 1釦醇席液~ I ?和t
され T? Cel11) はかな 9 '"'b ll,Jc 分餌ち名寸 7
＂らもヽ｀、 Ce3"t I Ce DH竺 Ce(OH)2十みよ
が Ce(OH)d 等ぅ図そ諄ぶ｝えたし 7 み•令

出な洋力Qー通、1句i役-, Kol 由糸集

Y 兌ゎれる。

{l) 切如砧， R．さ．血J Mc~,W.H、)了、 An ．如．ふc.I 且， 3／ね (/9屈）
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2A-11 海芹環境ャゥ 9.rZr-9¢Nb の化学的李動

東数大哩 0未打玲藤年灸j台I }乞 B 長王

益吐1生雇液惰井放出 l：あたって lさ，食ごヽ'd)奴出 1~ 北だって，屈波中
追放げ直在：つ" 7, その渇iり環屯守 I二広げる,{立な的券を力，移；了奮楕の虹
；把棧レてお•く：：とが重辱て'•あ a. 二の見元から、放釦ほ倉i/L中,~がな 7 dJ i1J合

と占め 3 と手烈される冗疇 1: っ、 l て、 海火から金網，店堤＾ ＾戌沿1: L らへ＇．

て先,,枝＋したか→、今国(1-'匂’rNb っi毎砂なと”＾の吸羞こしら-.:· 1-: 移果 E 叙全し，
また先11) j谷森q喝合なと｀•と比枝先差す a 、

主 t iえ,i了べ’て受験を I'"- お、ヽて ’r戸洲，トレーサ 2 用＼ I, ハ．，ッチi去 I：ぷっ
た． 了なわちま海討j乎 4 海砂鼻 父足，＇） ＾）＇）砂， 海功序の立毎AX なて＇高るこン毛J
〇ナイトおよび広史のあ a i·の I＝つ 19 て、 とのあ 3 えたた全（侶之 1 で‘. 0,l], 

o.s3, ぶ d び／~) 1 尖栓つぎこ角フラスコi r,. 11 遠戸i”戌 I：とり， 衷海打if
”水＾ー＂ t戸， tら,:”勾巧b "'既知壱 E が之て、各~ /2.0 国の釣合が
ふ ')1 t., 3. —足吟周稜 I廷這 IC 今離 L -r上澄i令水のー＂ t直位彦 I二とり、 その

女妬熊ti則足した 9 ::. =-で・使用 L 1こ 9夕幻疇 I9 串仮qシェウ函知各iた， み｀ d 砂ュ

ゥ設沿夜tん．＂｀線と亙斧枕国t < 1 上し、和終的，：び砕坂冷iたとしたも n E さと
L て l刃 19 た． ー主｝の拭材し二つ I/ て 1 ，" 2 もしらべ’たが， ~ i去 12, 9及羞突験‘て”得

られた灯互疇→を 0 訊｀叶，：新し，・海水の一定令こ炉えJ PA羞度検t I月 1羨0) 1約

て＂みこなった． j剥走 1::.11 I%";( 2.“サト堅l'fa. I (T.丈）シンチ v ークつき『絲祈牧策盈

5 i足凩 L 1:.. 

紐果 13 9及羞 h 今卑(f. a.J.s.) ぁ｀ふ｀が今函比 (DI/')のf}式て．、登理した• :. :. 1: 

% a.J.s, =（海砂など I: 9及羞(.. 1:.孜わ能／全放拓能） X IOO 
D,,. . =冷めなと＂ 0) l 3 あたり0)放わ能／海;J::. I ,,,,J.ぁ r=- J心条 9も

麟梓泉の一 n•I -i;図 1 に示す． 国 1 心t．／王りロプイト 2 用，，た喝令て．，，曲

棟 alさ屹の） 1, 十 I1 0, 5 9 、 C 11-(),I ~ さとった場合t‘•ある． 海ネ/1'1./,'hl1 ~と

/), 二れ 1: 九知b :z N 碩租浴i~之<1i 1 iif/ i冷米ぇ0 4 に加之たもの I ,,J_ I 加え了

用，，た． Q, 4, C りすれの喝合も、 9 玲国て．．了," /~ 70,% 吠J:..が 9及沿し， そ炉久

後の吸嘉の噌加 1'1-少ヽ＇． み失て＾/1-タ吟I!]/<-.;、ゲる直 I t SO~?() 匁て••あるが， む浮団

次jl今の埒炉 11:'l-ン毛り O ナイトの場合のよう）：小之，、． 冷沙 ）')砂がも 1 含 l1.. I.fl f表

直勾ぶ見られ'ti.. iた比段のたの Iて冷桑（ワカメ） 0)喝今l: l月.2. 1-=- 示-;. l月 2

の曲繰 a,1 ワ",,.。.36 g, 曲枠-t- 1-: 2、s-7 d'を々とい••れ I司，、た喝合?..あ 3 元

a ,• I1 ／弓I:.んど'-知し 9 '7カメ I'"- h す~,及沿，つワカメの含屯‘/"- a:.らな" z:.，、う
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桂昂となった． ：：れ l：妾キして， 王ンもりロプイト， 五爽,··,-i, 拭料の＂ ／2 よる

l:. 1, j逸席の仕呆が伶られ1 1 1:.. D1r "1ィ立もぶ呼）匂，＝っいて，3 /;l /l＾同様の位とな

ぅた． i 1:. 吃~, -,rJlb 五，？緩ぶ及 2 印，、た場合もみ有h灸~i夜 2 /#,, 1c 湯含し／司fい

仕果が得らわた．

旦 モ・ノモりロナイト仄｀よび及爽 l i、 突 1 ぃの海砂オ＾土のてーな、，<1/ t"参加
状態が I戻ご 19 の↓の K 晏な 3 ことも考えられる L 、 iたi含水の容易が少，，からノ

即訊糾ク｀うの溢出物な!:.''があった鳩合 l名とのi農度が大各セ^ 1易合に比してかな

‘)あくなる生など， 度さいの喝令とt1)"がいろ lI) 先えられ a グ勺 いす'’れ 1::. し
ても＇勾疇の海砂、 モンモりロプイト，み庚 1 と 1:. J ~吸羞隼 I'; 浅ぃ．

冷角＾場合 1りi毎蔭を骨， ひI\てf木i毎南のゑ面棧 IごJ｀ら； 91 という雑呆が出た
ぶ1 二れ 1こ→ 19 て 11- I 対えっす 3 1しな程ると＇につ IJて、、また＂牙明の広も多ヽI が， 海
幻に成羞卑1Jヽ＾たさくかっ 9幻為及各の且ゃかなイ叶籍I:吸嘉卓の、），こ、，化そ＃皇と

があり、 この喰粉卑が＇卜ご、， 4l'..矛筏 9・＾吟l旬とと毛ド吸羞年の大ミ｀・俵に変化して
＂くと、ヽう佼競t T：てた．

)00 

％吐．f{
朽r ー究「b OJ王ン叶／ 図 1

モり 0 ナイトヘの吸易
あf

80 

クf,--
10 .20 30 ふr. 

}00 
Joo ん00 如伶r.

% a.ds. ?O 

6olr Jし 目ル 9屹各—’勺も の海
森（ワカメ） ヘ o 汲〗

40 

2() 

゜ / 2 3 グ s 、 #r.
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2A-12 恥 03 - N~C\ 禾舷用虚I, 打 1111 合馬イオンの二相今皐

頂化人合研 伶木 也 0 田平紘ー

鱈 諒所虚系にあ‘l戸急痕抽ム戻験わい箆立，ガょパ皇々の全局ィオ
ンの相互分絃の可能性 1-:::. ついての知見 L得百ミと乞目的しレ， 克ず比O, -Na.2C0 
I t,Jt,. CI 系秘的位中にあ‘Iうる恥（99I), A瓜（i11)1 わ｀よが U(Vl) の分航叫求 m fく。
実験方ラ入 あら力‘じ‘の祁、陪牙 1 つこしによって脱7k した Bュ 0J <I)一定量ぁ‘よがナ
が孔這 v 水介1.除去レた N砥01 (J') -"広，落量 20 c:..c の台合 1レッポ/'(取＇），
ミ礼とを見炉に入れてぅ羞及 L ゆっく'J jtl()•e,に上昇 1 ヤて融所レ，t分 1< 4‘5 1 

ぐ白一t澤液t得fて(/)'皇温付迩 3 て1這すう。；欠 Iてミの I レ ‘‘I 爪 Iく）目的 n 令
灼ィ刀ンと含牙茶蔀l目化レてあ7i1 N叫の適当量t入れ）再か｀・ラ嘉戌iゆ，＜＇）知
。し 1 で‘上昇之せて融所すつ。約一時）司二粍l iプ'1 iぜたの 9 急；；令固化し，二相 L
＂色し）両相(!)播氣の濃戌も未め1;J.分配兄“，す次式にょづて求のた〇
Ki1. = 殿化物ォB l9 f’"戌｀ = 顔化物柑 I} 中If)放れ熊残危

ゥ届和 1 a,ヤ n 療衷痕戻 潅和 I} f Ill 幻瑾残皮
fよあ‘U (VI) If) N o. Cl 弗液 l ;f UO:i. Cl.2.屯用いて約 II) -3 Mん 1＜訊製レJ Eti (Ill) 券戒

は必血叫瓦 lく '92 J ”“Eµ t炉切／0 ―) M/L Ii慎製レi 3 rご An (IH) Iてフいて Iさ

砕I A爪を用いトレーサースケ- Iレ n 濃皮で＇戻貌レた。 Eu(lII) ぁ•すがが（III) につい
ての両布I 111 放射熊9紋夜パt測 l1 、打f空 N^1 (Tl ) シンナレーシっンカウン］一

で行 h いJ u(Vl) 1くつ V＼て 11 直序If)イし”1'：よっていt未の「く。
絆屎ゎ・よい庁条 pュ 03 -No.... c.03 I N o. ll 鳥瑾私における Eu(lll), A爪 (IIl), 5• ょ

が U (VI) のか 9L比 1, 雌化判栢守の Bふ K対すつ此CO3 n濃良の）月敷しレて·未め
た餞界1..,回1. 1._ 示レた。曲線 I1 N^2coy濃戻の増伊 1-.::: <fって上舟レ， N幻CO3 2+ 
屯 Iレ％付迫て‘'極大 Iへ豆す力が｀，，ぅ威少 9 る。 ：れゥのか配曲線の今動 lむ欠のずう
に；；元ゥれっ。即ち I Pz0) ¢紐心濯叔楕逹互盾する巨大分｝屯形成レ共有
りt缶企｀プ菰いたIf'), t釦頃厨の合約イ 1 `/1が和山柑守 1て杉行レ懃ぃ。 し力‘レ
N戌O; 等のがりく伴い釦）3 叶網 1K橋立 Ol B-0-B,~令ガr· fJ]莉 1 八 8-o rJピ
の桧イオンか生成 1 れ， ミ爪ウの陰ィオンが合為イオンしの反応；に関与する-ti d) 
し芳tられ） レたず｀フて N^2coぅ濃皮の内1Jロ秤 9 これウ 0 f食イオンIJl培'1Jロ/-::: j::., 
て今配化が大乏 <rrりものし方元ウれる．舌 rて介配比 11-恥 co3 2十毛 9レ％仔迩以、

互灰少するが， ：れ 1び N“ tO3 ラ農戻の情1J’l＜イ平って／薇4I:'..,初栢い長栢）司の相豆
呼f生が増大するためら芳元りり。
次 Iてミれうの全灼ィオンの今配由採i ｛れぞれ比較レ{-;:ク易合， 丘い (991) I: A川 (l")
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のそ1/l 11'No.2-COJ o~30 LIレ％が農良範閉 l<
わr.__って魚似レたf? t有してい 5 が I U(VI) 

＂分既曲降 lす Eu(III) あ＇［が加（IIl) l1l それウ

k 11 夕1 ヶ畏 r5') J持 lて NA2CD3 (I)""成
におけヵ U(Vl) 0 バ虚m乞11) :.::っ n 今灼
4 オンのそれ 1-::: Pし＼＂て着しく大 3 < / i k 

NA2 し 03 の和 l＜イ手ぅ創兒化d) t『が年 111巳 n
二つ n 今灼イオンのそれt')f /~、 1 VI 。こ ミ

の現象 11 綬化iり棗／ r上示融解虚 1-:: が1 ` 
パ泊 41 ンIIJ抽公祗樟が，祷森和効界し ぺ＇
イオン女捩反応の二つ dl 反 1茫 1I‘ ゥ成，｝立つ
k ず〗～り·，]グく ↑報告 1) と一名文すつもりて‘`
あ含心賃←1 ,iヽ• 99農：文卜1 知じら舷i吟 Iて＾· イ

11 履囮碍と Iイオン｛疇尋’') i '痔
絹1'生灼砂機樟K 大 1 く）司牛レてあ・｝，一
般1--. オキク合灼イオン 11 全約 1 1 ンに比＼＂
訂鼓化物臼庄l噂噸し易 v, ため, U (VI) 
り厘比 lで Eu(lIl）あ‘fがが1(11/) d)それ 1て比

べて K t <. ru-~. ~れ 1-::: 灯レてJ N(),.2-CO 3 

“”1J17 ぼ B2()3 の紅成t変化心・ぜ／ イ
オン交換反応1‘・オ如K檄樟 I< 大 1 ＜最磨戸
ため I U(VI) 心釈比の情が年 1'1ピu(991) h‘ よがわ (IlリI) 1 れヒ相且：すな。
国i 1.J‘ウみて） ：：れウの合が＇インの和互分離0 可炭注 IJ'.い< /1 「} v ヽ 1I,、 I

N□Oj"低濃艮繰戌 1ておいて U(VI) t屁 (111) ~'fび A尺(iu) の介陸ず，子た此¢/)3
24 t iレ Z 心1-:: わ‘いて知Ill) しい） n”” あ 3 作戻広未る。

1 たミれウの怨屎1J‘ク）融限r長禾にわ｀ 11 ヵ嗽、ー液や公 1--:: あ｀ I\ てこの戻瞭が 9広 1 1-
念者f；も 0 であ＇），符 k 枷即杖急 Iくわ‘II て尻 0ぅと同林1＜巨“‘} t豹成レてい
紐臀リン殿湛禾 Iてあ｀ 11 ぅ令局ィオンの項か配＼ “V‘用がい易 1予 r3 え? : ~ 
り 1-::' 企液袖豆 I, あ ‘Iする欠点，の一つである 1鰈直む蒸俯’生の影響t ,1 ヽ~ < 
す 3 rてめ/-;:／す／迄町今約 1 オンの B^O r1 と＂ぁ渾d)線（磯＼の吸羞住tか）用
直淋い釦いいいぐ口成領戌tが1 町す弓てとにヤって可能であ｀J Jそれ Iて｛平.,
滋々いいら 4 1 、／の和互分離0 可釦生もあめゥれつものと月しクれ~.

3
 

?
-

u 一

fー ｰ ｰ c. 
I : Eu.(!1!) 

2 : An(lll) 

3 : U (VI) 

-I 
0 S /0 ／タ:ZO Z> JO 

i1J 1. B2.03 - Na,.鳴柑における
N11.2 C 03 /JI毛 lレ"/d

1) M. H. ReweII ; 1HO 卜1. cいe 訊．，1- (12), lf11 2., (tfげ）．
I('.し、以砥，↓t I>l. ; J.Pヤ・ CJ....e.肌．，紅， I 'l／4 ，(/fJ夕）．
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2A-13 
虹知マJ-ク｀う戸にあけ項珈れf拳翫印麟属
｀輯
創科＼謬拭 0佼康行浮引砂）明嘴立人方「上危紀雄

のように萎わすことがで｀ざた。 FiJ 1 

- 56 -
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f(x) 
,(x) 
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ヽ
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ロ／］名之：冗叉又：yし口今げ
戸X•三3ご：ュ＿てミ土 dxo.1 

‘— I ヽ・ V J 'I ツ -1, _,, 1_ =--'-v~-·,-v• べ '¥\ ,̂ 
ビ長之と 7、粛？卜り輝蹟応）疇2戸 。し＿＿ i t , 

｀l'1じ：：エロ雷、4；りり贋鱈;1~n~~t~
ぅ，

F戸

R()I) 
L(Y)=~ 
G(y) 

1.o 

0•5 

Y
 罰t3 

ORIGIN 

15 cm 

10'’ 

5,, 

2,, 

cx0.01 
I 

’ (, D ヽ／—o- o 
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3A-1 
J3岳象スペクトロメト') - l てよる 95Zv ヒ町Jb との放紺維比の測定

（放医研） °快旧浜夫，河村正一，伊澤正育，田中栄一

近年悠 I ヽ·.、I ワグラウソド B線又ぺ~グトロ;..ーダさ伎浦 1 zj ;._'l'.'. 1-:. et＇）放射栓枝

種のこ昆合納さ＜t.学的に分絋 l なヽ9 て｀、現'1 定してヽヽる。 このカラ去によれ 1£ ，例えば
90Sレー'l•yの場合？OY ミ Ill 寺｀／ヴ｀の必学がなく迅速，紐｛更に定量て｀｀さる。壊名ら 1`

迅来の N^ I(TL) r絲没出喀f Iし”"とが依<. <)9') 定子可紐 1三あった呪r 'Cそ0)姐

絃桓て••あっ叫b の放射能比t.'これらの枚穫から放出される¢ま象の最大エキ 1しゃ＇

ーが比較的紐れてヽヽること 9：為目 L, 岱 1{ ッググラウンド戸も哀ブ｀ぺ’グト〇メー 9

て●｀定翌ずきるがと｀•うか l らべ‘，あわ仕て関連する測坦条件の校討を行な.., t。

浅’J定径

瑣J定 I:: 91 放匡甜物戌研窄卸の低lヽ｀ッグヴラウ

ンド'B 紘スペワト 0 メーダと渭ヽヽた。 その概叫
(1) 

と矛 I @Iこ示す。 ：：：れは薄ヽヽ遠遜皇がス 7 0 -

式 GM 管と、 そのほ方におかれた 7゜ラス千ック

シ｀ノチレーヴと<I)同時叶暑女方 ,\1＝ょ')さt釈左行

ぅ全のて••あ｀）， このため¢雑のオが堺1 定セれつ。
.71' I 回 Block-diagram of the electronic system. 

ま七、 シンチしーワ出力之りす数増幅 l て 9ヽるtめスペグト lし，a 忘エキ IV .it・一僚1 1̀̀ 

錢く直緑的 1こ菟古，最大ェキ Iv -=\•ーを容易 1：：ラ知定て｀、さる。

浅1 宅抗｀料の棚製

1 年以1:.放置 L た oR hJ L 鯰の<i,z..- 町rNb シュウ酷性水漆液tニラ農硝酪を加え．i0 熱 L

てシュゥ輯互分紹 L, 縞蘇さ詮ヽヽて 'SNしあ、とが 99mNしとオキシン→グ 0 0 ホ 1し刈9
o) 

に袖ム分紐する．水相 I::.;棗硝酸屯加之 no 熱 l て残留有楳•4勿さ破ゥ裏 L セ後西r 左

TTA ーベンビ・ン相に抽出分雌すつ。 ミれらの有檎•相奮父ml t 3cm シャーレ，二t')'

肴、外ランフ゜て．．某癸穀 lj) l て有＊知澪媒｀さ桧さ ',Nb t、よが｀qszャ~ ;!A')定哉料と l t~ • 
放射錐比の計算ぅ六

試｀料につ＼ヽて 9 44~14-7 keV Iミ祖当する 4 ャンキ IV 6l 正昧it ffされ、， 147~ 386 kev 

のそれt nュとi.·く。 分紐綬七叫問t：：お• 9tる＇SNしさべ算斗の計靱比叫／n, た糾） q,zぷ
料のtt善文比～’／n2 之せ．とすれ 9£`, 9szャ訊｀料中の乙と Nb との放射銀比 K Iさ

"~.... q吋b の放約餌 rt,—ぢ叫
R = ~ = K ・”.. <1)放射能 叫ー釘'11,

ず｀与えられろ。 L セが•..,て必，釘およ公‘K さ末定すれは｀ n, ，叫か月9定すること 1::.

よって放知自と比tさめることが｀ていき否。 そ：： 1· {:',:の祖睛変化t..からが｀''l/う L
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て｛：，食° tぅ央定 L, この虻，俗ぉよが過｝度亨衛 9：：おる豆—”叫の力文射餡tt R が・
2.2 0 て・わることから K が 3夫定て｀きる。

紬果と考寮

痢定された P 糸象スペクト 1しのイ'”知 2 団に， K：ぉ. tが＆い）紅硝変<t.. ~沖 3 回 9:::
示す。

油 2 直 沖 3,亘

4
9
,
t

9
9

の
h

ら
・
／
r

駐
5

‘“ 

'゜

,.. 

IS 

“ 
1.4 

L2 

0.I6 

•.t s 

0.1+ 

..13 
-0~ 

ー
。
＿

ヽ
“
’
ヽ

i
l
 

41/- 14,7 . 
I•• 

”‘ 
0.1え

/0..bV 20  40  ‘° go 、～ムy

沖 3 国と‘)

パ＝ a + b exp (-ct) 

が研｀＇）立っと仮定すると， 如)l'イ色から

&,ー = 0 、 146, ~: = I. so, K = 3. 54  
”r と，r 山（＋”叫）との放射紅I:t. R がっさ．cJ)式から求められつ。

(t=1,2. ; Gl, b,C ，さ定粒）

とな’J、

R = 3.H X 
71., - 1.50 71..,_ 

れ2 -0.94 ヽ rL,

この潰り定ぅえ 9古p滋之利用してヽヽるのず当紅白己 0艮収の予ぅ誓と受ける。 含己咽収

のな，、ようを条件て巧賢1 定 l な，、とp絃 1 ヽ°クト Iv 中のくヘェキ，U +‘-初分が啜収さ

れ石のイ士全料の謡l斌 I< 9屯注逹と零す~-

(1) 

(.2) 

E.T”"‘ka ef ol, Inf. Aが·凡4滋． I叫opes, 旦， 161 (l 'f、 1)

K. Mo t•j; ma ei ̂l, J. tJ叫． s，;. T叫叫．，主， 32 ヽ (I辺）
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忍ヽ＇ゥ？グラウ｀／ t• (3線スペ 7 トロメー 9-1: .tる
3A-2 }累滝拭針中の汲布栓扶祷追晋
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(I) 式｀よう I 閲 I置 I90Y E 閑出 L 、
能蹄度を表め 3c
(_'03R辻 l06~暉I走J ,03Ru, 106 RI.(_ 

疇疇釦 /\0 7 ~ Iしの一伊l ど国ー 2
に示す。 (Oりでu-“‘rん〇ス八゜？J- Iレのう
5 (),7 ()豆、夕 5 山Vo,中 (N 凶臥）
叩吋uの尺I\°? I-1 レ～〇． 6 9 M Q,v ( 
言り叫彩冑渥 ITないことが s (之）
応偶；ム応
I‘霊喰＝仔む喧如・炉Rk~(2)E 40 
1 '゜屯＝□ -IIC6Ru-”叙 } ci. 
ここて｀．此tk⑪l定誠料砕スI\°? d 30 
t Iレ碑l定釦、あ 3 。項漣モニタ ’l ン
濯料の場合（こ（澤年（こよ 9 fiりれ
た令息 Ru這1瞑拭｀科~ l た。
（心，叫＆這／楚J 141 Ce, 144 Ce-
I`”線スI\゜？卜 lレの一例這— 3 .゚.I 1.0 

（こ示す。叫a -“f)r のスペ？—t _lレ~{~e,._£9 んj.O MeVの中(NI咆）濯．
l49 Ce0 スペう卜［レ～ P, 夕伊 M ぇV(IJ4IG) 0長9翡＇£委 (m• 、-1 ーことがi; -{3) 式‘ゎ＼＂

得孔厄
Im-1“Pr= flm」“pl' 14む炉Pr (3) 
Il41& = NcaP'I'-I呵:~::~:Pr}
環滝モニ？りング拭珈喝令叫賢
臨£とし'2. L. F. Gle.11.den-itt -etal. 
(A叫． Ckem. 37. 5"C/ダ 0, /9j$ー) 
む麟這用 L ():..。 . 6 

直J匹碩；紅麟匂ること l: E 
ぶぅ十数]Ci訊叫叫知叙§
項帷毛::.. ’I‘／ぅ凧‘料訊定差町殿、 4 
あう．とくに呪‘r. 908心定産にあ')
? (,1.測1釦俎斗守 Olち‘と 9oyが放射
平衡 l：主｝以前 2•も 、 3 う二麟
ゞ廷辞置し T6・（と丸紆ぶ， 90S噸定屠
（よ可粍てぷ'.). 9。 Y OJミ Iv や＞つ•あず
瓜•qo りi紺如這心I定｛i不 m とば 3 。

ヒ゜ー？比、別1定効令等と袖｀正I? 放謝

103 訟ノ 106Ru-'゜、たんの
餞線ス A°外）し

図ー2
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3A-3 
疵係シンテレーシっ·／戎 l= よら操咋：平 9 鷹荻船能
い和？ムの戎l 足

祓恒后： 0 行林食ヶ）席伶窄易，径日贔戸

主包 晶;IL,,l<奉作試＇斜ドj:f t 7.非イガン靡面% Ir£和Jによ b ：たばシンテレーシ

つンシま 1・ラi1l 危す b う；；広ぉ惰面ざれて 3 t: • 2 4 紅し化シンチしーダ［二 I t, ジ｀オキす

ンシンテレーりに比べ• JK の索加贅の分、、こ℃ h iレ産］足効辛OJ \お‘‘::.とば、＇の矛J

、t．炉あら。抒と (3 既ゎ＇）の通り国店非イオン島釦；す作矛Jによら雅々の象し化シンfレ

-1 l2 7 、、 1 藤討 l Ts ，待慕，巣澤にに· l月 1•• 3 b ：：とか＇羊l, 1＝のて．．．今 Ia は裕［炉

ふ秤 1社水 l: ふf..オJ,L.. b り佐＇レ＾•＇ 1レり」従の卜 II 干ウム屯麦Il 足す b 目四 1.. ,It,

心他羽'l:. l'- り慮路暴、合龍ラt tj,ょぃ·gL iしシンテしーダ 1,{足J 1 q疱l 足戎t: 7 ぃ1..

棟皆す?.

ぎ I) 電絹耀紫；哀直 l-.t四％，、も稿，来旧う3) り揮皆にtiう） t:か，、口 l1

品予仄危(tュ，絋甕り砂が 7 J.横毘角"’(f秘向租：積 2 X· もざ 3 x 見行／．むが，
＂蛉／0 祉，平粁伯世；棺 O X 高:J /6 X 泉行／．f知， 磨積灼／仰がf..J.t莉 19 眉；
半條 3 x ふ 3 ／むがよりtL rJ食あ夕0()“ ，，拭科ぉぅ累縮 l: l t-::サ‘い、1 ・広柑（＝瓜乎する
ようにtiら） lて食「あ z 衣qニ-7ゲ Iレ和 (b X 3/ X 、．／釦が-) ~ j,.払. 1il. ::. 4 屹絹和［＝

いt,•タメ落緋 l ~訊‘叶0) )k t昇骨（逸裟／0/) ~ ／タワ）ト卜，茶 I(J希且q猾に 11

濯釦£歎t，ため b tめ 1 "椴眈やq卜り予ウム枢戎拭科を条加ず b o (0 年｀肥
緋杓 Itヤトてン雅環任多掻昴（い詞*ii咀た／t·し）追絃し↑てセキスイ I-•’1 ( 
像“！セ Il エJ., f {レ晨Jぷt ;z.I/01)II) ｛妃品条に~J,,.,,,匹双千 I ＝ （手． 7. 洛棺り A［渇P,

底舒に li枕t営 3 息括祁礼 9 槻象t t: fす{ l fご。庵極（這 9’l に連姥レ 3 A o i 
心·，慮祐す b 'r., ク'o a ぅ農緯q竹怠峰 I町ば平均／6tJ ~奇 In l..‘戌， rこ。県出厖杖はポ

言し0)ト 1l- tウム赤卯q便本（＝ょ，t:. ｰ . 

2) 戌II たラ£ぅ上iしqう；£ 1•• 嘱甜 l 'Ji:斌・料水t Jc．喝し k q 5 , 未＇ように処視 L 1. Iｭ

Il 千ウt,...弗度t李‘めす-:.. シンfレークヒ l 1 l1 ，シ‘`オキすン系 h ょぃ•れ， 4し辰qみ

棺を埓 I目（ T:. 。柑紺（オ PiuX(J..t.12 : A11.iS1J/e : E社1le11-e炉l虹叫l 叫er 二¢ : I: I (P?O §旅，
poyop d.l似） 0\俎.6\`のシ‘‘オキ丁ンシンfしーり 1‘‘, }K I/祉t歩加し全骨t 2() ，，，，ム L

f:.。仇術 l i, 防 lh紅5 q茫初 Tn七o代： T•l巳心；伍0 = 2江；鈷夕， 30,0 (fPO ク． o fI凡f岬

紐肛叫知） t "ヒし，）K ｢4  tぅふ加レ食t t JJ)砂とした。試年胴格｛1, 皇

私 1・・シン干レ一りと 1k tし、ペコト 1•• ぶ以？ l: 卯え↑こqう， ｫ/) ~ r/) ℃q * l:. ーか 1旬翠

ｧ 1女，盈癖」っヤ!:~全一｀：：成ふ l f:.。召ばかう人製l：礼ヘロ一いし二
、サ、｀伊 l)- :r:..-f—ーレン搭．品t使困ーした。痢l 足 l:.Lf“占虹必ヴ'- -」9．釦屁こユ
手レーシ 4 ン礼立ーこ1．を」目し‘， が•し1...ぇ§在 v, 掛l 足初辛（叶約紐暮払よ＇L茫｀必年
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和＿足直 LJ水qぶ［： L.. faが．｝ 1 J.. -’l＿子ウム比．l. T,R、2. {-:..イ危年＿ l. ス．主．＿{<1....」 I、t_ {1 l lｭ
ーリテりム1i｀弓杖と）K 界籐｝荻の比 3H/H 析／XI() -/fで·＇あ b ：：'r.立たレ 4-./T．に？ニクZx/0-J
臼”ぬ£にオg当する。 T.[. = ef九／？ 2 x /9”xEV E ＝尭I た日辛, V 二？k,＂介j
蛉困 こqよう［：し 1 4号tこ卦／た括足 12,;:. す 4 (箪依 T. fZ.) 
クを正 必 阿 牲，j<斗月日 SL Ai!,シン千レ一り シ｀｀オキサンシン子レーダ

恥哨 遥•)K 116 7. IP, /P. f4（土 3 44 土g

t条
烏省 II l /167, I{). /f. ク¢土 3

ふ伶 1'\ ,, ク佐土ク ク¢ :t.// 

11) 1f;J 葛↓氾 I 9P!. 1/. I. クj-土夕 ク＃土／¢

．轟 I’l ふ水 ’’ /!/土 3 え9 :t:. /P 
! 

広北
切広 Vl If bl'. fO. J/. 土3 士 2 “ダ土ダ

下先シ層元 ’’ J7 t:. I ぇク土 3

柑ぅ財）1 ） ,' 

7f :t.“ IAf土／え

物If/祖 ク
8¢ 士“

危取 食みf水鼻水 lf/7. /0. 111.、 .ZJ I 土 7 171 t:. /7 

互 二〇渠肱Oi I打題．e..'< l 1. I) 非 4 オン昂面~ !ft出q比荻， 叩麿＄栢佐紋q求'

~ i, 3) …｛材盾 a 和埓I 1/.) B巫戸和い図る、i)シ｀・オ寺すンシンテ
3し札シンテレーりの侵；笏tf't·ャ..汚iぅい b 9 ::. qぅぅ伶 lfl l1 淫 I: I) に 9

レー 9 し

‘‘1 下祀、

q t t用、， 1 命》 l t:‘‘°

. 

ふ森非 1 オン悉印咋往希I 0) FM 

RH 

LT 

NCJ 

NCK 

RH 

LT 

NCJ 
NCK 

RH 

LT 

NCJ 

NCK 

6ml 

125. 4 (110. 8) 

123. 0 (112. 9) 

126. 6 (109. 7) 

127. 6 (109. 2) 

*106. 8 (130. 0) 

126. 6 (1.10.0) 
131.ｷ0 (106. o) I 
*114. 0 (121. 8) 

136. 2 (102. 0) 

130. 8 (106. 2) 

87. 0 (159. 6) 

134. 4 (103. 3) 

8℃ 

7 ml 

128.1 (108. 4) 

127. 4 (109. 0) 

152. 6 (91. 0) 
*128. 1 (108. 4) 

1℃ 

*81.2 (171.0) 
*109. 2 (127. 2) 

*134. 4 (103. 3) 

*77. 7 (178.8) 

24℃ 

わよl!-｀・椀よ枢‘和（ ）打） a 

B ml 

*81. 6 (170. 2) 
136. 8 (101. 5) 
131. 2 (105. 9) 
*108, 5 (128. 3) 

9ml 

*86. 4 (160. 8) 

128. 7 (107. 9) 

132. 3 (105. 0) 

*96. 3 (144. 2) 

*63. 2 (219. 8) 

*95. 4 (145. 6) 

*110. 7 (125. 4; 

*78.3 (177.4) 

148. 5 (93. 5) 

139. 5 (99. 6) 

145. 8 (95. 3) 

146. 7 (94. 7) 

好秀文訊 I) T.Iw＾いY^ 砧．必．；区幻“'戸.. {砂），.i1'心—¢.J
zJ f!.. A. 陣わょ．“、;必cl..品;t:./fぬ~).!!!:.'ダーク／

比較

門；； 1デか己t
逓q戎＇浪切辛メ）k GI 

茄炉骨

旅よ稔‘反＝立／C戸
闘叶？如し叶如s 晨

T対立Xー／0P

し T ::.ライオン瑚靡晨 Tポ丸
x-／砂相台品

四＝ L；f'四k- Nば
Nば：：：しrfl1⑰X~NC.K 、

曇。門“企肱か I 、
んo祁急

3) T. T心叫i止，必．；如や(r.fcfP) J止， 3t7汲Z

t /'/ヽ？）

(/f.必J

(/1必')

/1.)P. fi.“妬 ；均．J. f炉·砂必 Iダ如， Li.. 177. ~お(/fiク）

- 63 -



3A-4 最近 /0 年間の極）司角米の放射穀炭素令府骨に
ーし）て

（九虚）高島哀此°表 1£J美戸（幻濃）山｛fJ茶雄

九疇韮l司位知知鱈失験生に、和国広凸以一一担知知詞1知‘ーン
7 7‘‘ ぅゥー／ド笈射能剌足装也が設望マい［；のて，そパ蒻Jー＇jい訓へ、，ジら 1 、:い
t l和澤直(0斗洵叶か疇米心奴射ヽ｝t日（ご）心府寺這訊しf:。
訊と、もt狛 応心ふよグ和茶心‘に．，f足オ、直棟麟装t{1\闊収料

躙しげ‘をパか IV 心屯ーし／恥）扱：尽易り構立しも?て \,9 ん。カウンター[Jオ＇
ードカウ ‘/1- と辺ンダーカウンター（以）か；りるが、それ 1 ：ぷ勺 /6 t,m,, di/炉哨冶

逗蔽t旋▲こレ，ヵ‘づ力‘‘ードしセン／ーカウン｝ーの l匂 1,危？え如り鳴逹巖を
た：し 1べ。ガ｀ードとセ．ンf一刀ウン、f- 0 1 恥、 l J逍司沢わt恥司玲ヵ‘紐込うれ (K
り， 両ヵ，うンダー lJ CT 心訊tも~jit孜令屁琳てもj乍勅マ尺ら、‘t h‘ヽ・（＂さらか｀―・
圧凡（遠灯ウンターしも比例訂杖樟秋‘ti予恥？せ衣。訊糾H秘d) ~ 1-'ヽiJJ
％雌紅J I、')ウム素い．的夕が叩ifい・；知今し．乾隊閲練令Aiねt l.燃
ャ l {CO,!'. l, それ I : J]＜寺ガ‘人這今し．令、］）し）ンウ研瀑~ l且‘＇く、以呆
• t‘/ } ンガ‘7、I:. l t戎 '1 定 I: j:Jヽ 'T T-:: 。)タンをゑ、謬し割炎 l T1易冷ヽの刀ウパマ
/J) 7• う）ヽ—| J• ／ガ‘ードが約 19/)17 /也ン］ーが炉～仰0 7 のi色足k$ tも？て

ゎ、），釦叫計は叩い l月\, r、`'必令a1 いい訂裟卒{ J 灯｀ードが｀ Iク00(E
也ンダーが｀ え9 0 c f心t••あ？ f:。

試料の刺九日戸ぅ約に I Cがを含 1 汀(, t免ぇらから元表J ]詞蝶 l T,-; パン
ヵ‘久て） ‘ヽ`I ll"クウン）、直を割欠レ，叔料かJ＼這’1久他 K りJL- t fの孤＇」知とと
1 ら。）ヽ..、I Jグ｀｀クウ｀／ l‘• I i又‘/ 9 ーカウンf -q ft-カ I 、あう')“で了", ~ ｢ 
”加 I あらが｀＼訳糾勺ね守 lりL力と 1 /;邑掃的，·，噌人し 1 え戸如像iて！J
/3．豆匂知／I戸かlfj, 0 .J:-,昇乎tホ l 「'"'·叩和 Iゅ知/-{}村炊りと点（＇利
文 L f,:。棉和叫としく が，fl.s シチウ夏、）詞製 lh メ｝ンカ＇｀又~ l用し＇、この
阜1直の叩舟這⇒ t/?fP 十の完喝、壕 V べ）レとし T く。
）人い』｝ l i碕｝iじi、 1 んi履JO斗 l匂 I ヽ．袖疇和及叩峰l汀 h 九尺ィ、『）か累、
が’とが1＜稲遺 3‘fの店扉泉市令麻七直•↓定し／叫炉賃 1: ょげ饂
レベルかぅq上り穿も雑固ベ・ヤ、。拝浮， 1 i次のよJ I: あらわt T て。

△'も叩：：：：： 心→ー、、村A t,/ 85• Si ーメ／9(l 
(J・ff A 心·S・タ』．

- 64 --



符ぅ ~l T叫 l i久の図 l ：かす..t) I てて、．＇）．叫知尽 l図可ら疇I'{紅 b‘`、翼’芹
ドが l て、，みくしガわから。 1 て｀ぃ／ 9 6 I 年 l;h ，，て h メ咽豆／り＞，マ
江b みt iて，＇ら。< > I 、応）仇＾シい人l J山屈 I 、 1/ > r·· 註午／心に←一
クがみういら．こか疇I司県 1 、わ，7 ら匁祖炭寺、＾玲了 P‘.]ふ l: ^)  {,• J這）てし｀
ら： t t d、可もので，記成1 月げ、I:>い視位＜と亥えらわら。

300 ー＇
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3A-5 Nql(T1) 検出裟糸における I~ Iレス I 勺，レア、．）フ゜,こ.rる誤差

（原研） 0 関根俊明・馬場広・天野恕

統言 NaI(T1) シンナレークーと汲：高分析翠とを用いて，単色 r卦譴、のスペク
ト Iレを測定すると、光電どークよ＇）高ェネ Iレや｀— l和11J連峨 l た入ペクト lレが観測
される。この現象は計教率が高くなるに従っ 1;j蒐になる． これは魚むは器 1、生 l`
た,~,レスが先行 I ぐ Iレ入の上に乗ることによっ 1 起きる毛のi‘あっ'l'ハ° lV 久の Ie
イ 1レア、ソフ゜と呼ばれ 1 いる。べ 4 ，レア、、）フ゜はスベクト Iレを歪ませるのて‘‘、スベ 7
トルを定量的に解析 l ょうとするとき大きな隋塔となる。高計敬争の渕走におい
1 心 IV ア、‘I フ°n 効果が大きくなることが指摘されイいるが、それ 2 定そ的に許
価 L た研究は見られない。t~だ品~lこなって Ge(Li)検出器のJや1 ，レア、、，1'吐庸正
につヽ ‘11 Ande. YS') がJぐ 9レスジェ牙レークーを併用する補正法につI,` 1噸告 l て
いる。ここて、｀は Na.I (Ti,)検出器糸1.‘｀ベイ Iレア、、）プによっ 1 生l‘‘ る孤わ談差を史
験的に求めるガ法を論じ、 l37Cs の放出する 0· I,62/'1eV の I 媒についての衷除其果
を報告する。
理論的彦条ペイ Iレア、‘)プが起きている X さ｀今ャンオル 1 の観兎’Jされ紅計教

率 N(I) は、分醇峙間をてとすると
N(I) = No(I) 哨社（ふ 1, J、 K)N,,{J)No(K)-(_(-r、 I, J)No(I)No(J)j (I) 

と表わすことが‘て｀｀きる。 ここ 1第／項は I ぐ 4 ，レ了・ッブ効果がない羽担的条件i｀の
計教率、も知 I ぐイ 1レアッフ゜効果を表fすェ負てあゐ。す打わち第／ r負 lげャン
ネ Iレ丁とチャンネ Iレ KI：それぞれ入るべさ波皮為をもつ 2 個のJ'0 1レスが増幅器が
ぷ Iレアッフ0 l --C午ャンJf- Iレ I に入る確率、第 2 項はキャ→牙 IV 1 に入るべさJぐ
Iレスが｀今ヤンネ Iレ了に入るべき）ぐ 1レスとJぐ,f,レア、ソフ゜ l1 、他の午ャ、~ ;f I レ k移

豹 l 1 L 文濯辛ずある。千ャンネ Iレ l, から I2 まゼ n観測される計教争の和を S

~ l 、 5 =$,N（エ）＝ふ＋ふ (2)
ふ＝知。（I) ，ら＝きこ {C十＇（て、 I, J,K) No<JJNoCK) -C-<-c, I, J) Nol!)Nt.CJ)] 

I=I,''r~ :r, 1k 

｀表わす。ジ穴｝トリーの変化によっ 1計敬辛が‘1.~告 lヽなった鳩令、すなわち(z)
式 1 こおける No(I) か‘‘.R. No(I) {-:., No {J)No( f<.)が｀‘％(J)No (f<.)になるi易合を令之
ると、キャン牙tレ工，から 12 主 1｀の和ふ l;l:

ふe =L5。＋がふ (3) 

となる。さらに放射旅強度の異なる 2個の同一桂程の緑菜項 A ヒちとと所ヽて l司一
戎メト') -1’'吸1 定したスペ 7 f-- IV の強度の比をとれば＼J~ -1 Iレアッフ＼嗅ふが‘
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次の.tう l簡単に求l'1)られる。、年原A とちとと基準のジオメトクーで‘の計教辛の
“音のそれになるジオメトリー 1厨走 L た計数率の和を、それ"“a9/ s.8ぇヒ表
m 、線和の放射能強度l噂源A のそれの K 釦＂あるとすると，

誉：＝ K+£{k(K-鸞J (t,£) 

なる式が得られる。 (S必，（ふ）。 1:1:基羊のジズメトリー元線源A を測定した場合 1 こ
(2) 式1.ヽ｀得られる曼 1、ある。（幻式の導出に(:t（ふ心／（泣）。~J. (Sふ／（SA)o,
｣ (S心／（ふ）。<< 1 という2.つの近似を使 7 t：：。（乞）武 l J.t') k と（ふ）p/（ふぶど求
めることが｀イきる。 3 た、 §A2，如（：生じた誤差の真心t教4直ド対する割令と、
それぞれ如，函と表わすヒ、

和＝ l（砂／（ふ）D I 品＝り（砂／（必）。
なる尿嗚、式が得られる．
輝 ”?Cs のバ泉又ペクf- Iレ測定I: l屯 3"x3’’¢ の N..I(Ti)クリスク 1レ， Orte c.

社雙ククoA 型増幅器I N]) 杜髪 N応20 翌／Dl仔チャン 9r lレ波あ今机器と用いた。
咬 L 戸を心IAEA製様準線源て測定如枚射能弦度は 9.95松G(A)1 /o．似（B)
藷った。線か 7) J.... 7 /Vとの経離l l: Iり，/8', 22没c筑ヒ変え、増幅器碍定数を
0.2s,(J.5, I J夕が sec と変えて測走した。 ・
珪足 訂教年が増加すい滋ってスペ 7 ~ルは高ヱ介 Iレや一イ仇ll:::. シ 7 卜するの
尤、、計教手の和をネのる(: l1 l2.）式のような固足tた中とヒらず、光億どークの
中心を：：友定 l たのち，その中／e を俗‘むW十ヤン牙 IVの和を采の1~。面：：：： ／I)と 20の
場合（こつい 1校計 L T~。加／畑を.i （：対 l てつ゜ロッI- l た、緒泉は国1. （：示した
ように｀直線町係を蒟足する． この直綿<)1 蒻tが負1ヽ•あるこt. l:t I / \イ 1レアッフ゜
によって光偲どークからハ°ルスが失 rJわれ1 いることを示 L ている。＼、ろ、｀”
叩如いの別知翡られ rこ k 遁lょ1票和絢差の範釦｀｀一致している。以上のこと
から、 この場令（ク）式がよく成立する豆も人られる。加対該J.s,;, J函 la増危器

の時定教の約研東（こtt砂l する：：：に
が知られfこ。成教を lµs-e心｀測定
した場合、J37(.sの丸覺ヒ0 - 7 面積

の）ぐイ 1レアッフ゜による該差を／ ％以
下 k押えょうとするヒ、全詐数卑を
2000 Cf'S 以下［こすることが｀必要t"
ある。

(f) 

3
 

゜ー

1
s
s
 

5
 

゜

ぶ~
s、

ー

゜
I I I ―、
1 2 3 4 
I 

1) 0. U. Anders : Nu.cl, I 11.str. i;i.n.d 

門ethods) 些， 2必(/';69)
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3A-6 G- e(Le.)検出潟にに 3 で練、スヘ・クト lし廂析コード｀

原詞 0 ．界湯溌み 鈴木敏夫 l呵下宏 馬易広

I ．繹言 高介傾貪い旅校血器心現t友高分析器這覺を帰請的 1-::. 消大さ
せ、そのたわに、従束っょう存人力にド 3 テ＇‘ータ応理 hゞ不可1i-f. 1-: 存った。竜算旅
によ 3 デ＇ーダ処丙のたわ Iて｀枝々り 7" ログラムが‘工夫工れイ更弔されて l1 3 /J I" 、

C D C-6¢oo のよう存大型計笙係庄炒啄とす 3 もっと栓くと、 乞含~ざf\.. 3 希柑けた

は計算速度ぅぎ―｀て活足た択徳、にあ 3 と 1すいえ存い。我々 lず、ヤ型計算株によつて速
ャかにデ＇ータ処理 9\"行万え 3 7゜ログヲム左現在）引絡中であ 3 っその主専卸今とな
るデーダ乎滑化とと゜ーク競讃‘り創アログラム 1：：つ I\ て IJ:'、すでに今算っ原、｝ヵ洋

会年会にか浪告した.そ')後、一次傲森扱広を其調と l たデ｀ータ命朽戸t
，て一尺 7・ログ｀ヲムの完茂定巧たので報告す 3.
I ．ごーク面牲ゥ定暑仕 、ヒ°ーク競讚り副 7" ログ｀ラムにtうてto ークが見出た｀‘
づれその印杞チャ庁 Iしが定めう八 3 ．牝‘々り 7o a り’`7 L、て勺ま、 フン 7・トジ散砒
”を続街令紅i,." Iゞ｀ ｀／クク＇｀ラウンド（以役両角立含めて Iヽ｀｀ツグク＇フウンドと令久す
3) パ訂数ょ＇）増＇加して II 3 計赦信定、 ピークに属す 3 全ケャ升）しにわたフて加
え合わせて、ヒ'-クっ面積と l て l1 3 ．ハ｀‘'ソクグ｀ 7 ウンド lな｀ヒ°ー？両璃り計数
億之｀対敬目虚J:,て｀直綬濯んお｀ものとす 3 。か〈 L て簾生、文 h 3 ヒ°ーク面積り
定量住fJ\｀＼測定条併ャスヘO'} ト 1し千ク左走ィしさ亡た瘍令ど｀り柊度保だれ 3 1J＼乏、；久

にのへ‘` 3 特々の方ぅ£、℃‘校対した。
（；）計板信の度ん lび Ci.- PJ”’ら系臼、乏｀ 20Cし同軸空位（Li)桧出咎とも万
いて｀痢定蛸闇っグ／P秒かうぁ00P秒すで積々に炎えて了綬痢史L た。 ¢¢2 keT 了

猿がブーク面村這J知埓 I‘町、訂扱億り統計誤差？俵l祉刃で兵例 L た。
統計課広デも増を芹くため 1=-. 次のようなテストも行万った・祐'5 、 /,o＆可

採スヘO 'lト 11..を、 1occ. 1司蛉空tieL LL-)栓出忍這もうりて測定し、 この各ケャ矛 lレ

ヶ計敬循を視村的に 2バ宮（一¢LNL3) して 1尋たスヘ・クト lしについて審村を行互
い、 I、 l7 および/.:,,rtもV o 線t:’ークの面積屯算出した。この経昂雨4負ばすべ｀て
立作に万つだ。
(ii)バ｀ツクグラウンド強度り愛イし 前沢のルb のスヘ• 7 卜 Iレと、 これと同じ｀

茶併疇）史l た 13? (5 りス 10 クト Iしももちし 1 ｀両席にそれでれ條懃王か 'T て今マ庁
1し毎に加え合わ也たスヘ°クト lしを作 7 た。か/.. L て得られた 3/ N 氏の夙行 7 た
月7 （ぅの ¢62 kev 了殺ピークの面積/-::.ついて史量柱のテストをし在 0 s IN 氏が 1

以上で 1T-哀好が栢果が｀得 5 れた。
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(iii')ピークの寺イ息巾り変化． 139 c5 のスヤクト 1L を、クoccl司勅唆G- e(_Lこ）検出
房で喚l史 L た。そり限ゲ｀イン芝夜ぇ 3 ごとによ')、 ¢62 kev り媒ピークり辛位中
(F1,/H H) を 5 ケマ矛＇しかう 20 ケャ介 lし手で＇特々変化オせた。北らのスヘO 'lト Iし
について酌析を行fi l I, 旦訂線りヒ，ーク而積っ定号性が係たれ 3 ごとを認め危
(;y)その他

皿． r 練のエ弁 IL ギーおI 「び｀落角茨定 このつードで 1ま、ヒ° -J駕胡‘劇 79 ログ‘
うし，t｀'希準練源の久へ°クト）しかうヒ'-ク芝見生、和 l. それぞれのピークのケャオ
）レ直濯屯箪鉛｛た役、それ 5 っ頂とイ ;...70`、I I、されてり 3 エ弁 Iしギーイ直tt tヽ1
濯強度から｀巌正曲放をイい戒す 3 。 エ庁ルギー 1ずケャ?f- lしのう次叱 l：：、言廿枚効
わ灯数はエ庁 Iしギー”孔炉） 3 次式に、それぞれ最か二衷兌、て｀ 7A‘ソト丁八 3 。
Jれうの表王疇により，紅2言牲｝クスヤクト）しかう影化、だ｀ざれた『練り、エ庁
ルギ＇ーと舜、度fJ\｀ネ定され 3,

”練煮と L て、 1代エ1,- Iしぞー袋直（ 300 /<eV 以下）で I; n2Ta こ，ず九広，りを
組（ l, 3'" t1eY 以下）で＇ l et 1 A EA 裸磁絃療（ 22凡 ‘°G 乃ど＇和核稽）をもぢ l) た。
工介）しギー表正釦線の精度¢, "”‘., 0. II, K€v. 4受角 91`‘O.6 kev であった。計数
臼□疇の精度についで IJ日下和討牛で｀あ 3 。

立桂訂 この 79 ログ｀フムによれぽ‘、(A(J) n 23 かゆをもうりた吋怜｀ 20的ケヤ
芹｝しのスャクト Iしを鉗噺す 3 の lて芋す 3 雨）引 l木， 20 - 25秒であ 3 っ所慇峙Im5 
なに人1Jり節約と l1) 、デ＇ーク処淫楳揖への電算樵年入ーの頸籾っ危 l図 Iさ＇そり後、
件ぅれ 3 移約信頼度を高わ 3 と ll j p向へ度＇）フフあ 3 。仰々の今l助栽、筈t
特 lでその点に紹克、 l てし 1 うが｀、今後この方向に向？て痕ァロ II ラムの検史と孜衣
”‘2 ね 3 千定であ 3。最終的には，一次微條釈去とぜー 7 7 1f｀ゾディングを租
”令わてたフ’rJ Iグ｀つムと行 3 であ 3 うっしか L, その邊令 lバ0k 位歿のメモリー
を埓っ愛算楳が｀，I;/..°喀と万 3 ため， 32k 乙＂使用可民な銀ァログ｀ラレの底J司竹）す殊 3
と思われ 3 。
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3A-7 連磁蘇ィ久ンによるアメリソウムの翁如反応

熊犬工 0成認典 篠屠哲夫 犬名認
四堵知粁

ァメリシウム<I)鉗“ち町浪通硫翁ィ六ン l：：：よる練化反応に閏 l て比叩匹
加ey,W叫， 5 の甜告があるが，反応逢度に関すか足量的な知見が少なし刀のて＂と
の就封在行なった綽果にが汎報告する。
〔虔饒］
過紅様アン毛シウム，碓酸釦たは誂酸錫碕藷．立過屯桑酸，およびイかン

弦度を.....定にイ系っためのか緞ナトリウベ又は過堪僚疏ナトリウムよりなる酸イ浙I
薄液を調雙 l てヽl琴1：：したのぢ，磁酸アメリシウム湾液をがたよく派巳こうした．
油如の時亥l] を反応聞夕も噸l とし，もののぢ道当な間隔イ｀｀反応滋の.....定量を採康L
＊；令した碩耐臼ンダン浅お夜中に加えた。これをよく枡訟うしたのぢ，一定量のブ
”幻ン豆ウム潜液衣がえ，ふただび＇揺ビクしたのぢ， 3000kp.m"4分間達心
分謳L た。上遼が知一定青遠危L' 乞の中に含ま小るがリシウム 24／のが
ンゴーガ灼準を地I(Tl) シンキレーシっンカウンダーて＇測定し， こ水よりアメリシ
ウムのJII.倍口四イ面の仕在率を：知EL た。
（捻果と考寮）
ぼ沈率にク、）て，共和こ彩響立足l柔了眉手として，袂；杞濃の永素イガソ濃度

，ィ屎椅キ旦イいの有無および‘色の濃度，遠シ兒管の放質（ハ°イレックスと硬質がラス）
，および茨炉欠ンの効果 1：っし）社を討した。1' X リシウムの液相と目相<1)分配
率 l：：最も大きな影響を牛んるのは準夜の水素ィクンシ農度1'4滋：：とが明らかにな
り，pHが年35逼酸穿夜の場合晨毛 Iゞラツキが小さかった。イ屎椅視佐としての
ウラ _::..)VA '.Xン，逹況管“”も：：ょる影償 lさ兄瓜ざんなかった。まだ共況液）こ！b→
凡以上の統緩イオンが決在す小ば，だ況宰のバ‘ラ＂店が‘火きくなることが哨らか
になった。

“舷逸凡l逗ぼ｀が進疇4 ガン及び‘鉦イカン濃度の効果につt 9 て， F i,. ]に
示すよう巳釦速度がか） 1‘'麦わさんなことがわかった。ここ 1"紐 lり擬—火

ーデ＝ん、s(A'Ill (III)] 0) 

達戌定数ずおる。必心幻影滋ィガン濃度及び‘銀イクン濃度乙の翡緩 lよをれを＂止
屈． 2 ，厨． 3 に示 l た。こ小らより式（3 と和3)が成立する。

ヽ必＝ん／ （ふ0言r-J • (1) 

釦； ＝ゑ、’+k/〔射〕（3）
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:~:-a 如ふアニタンの効果 l：：：っりも囃池遵浚の技在ァニクン't. l 九過攘素練イ
一久ン，硫織イ六ン，硫翁似カンにクししけを討した。 Fr砂 lこみら息麻ように厄戸ゞ
這度:;J:.,邊堪素縫イ穴ン，碕貌イガン｝腐羞イ,,.オンが知減少していった。こ
囁象lt::.永 5 のア;:::,.カンの爆碁l勁埓犬すか雌舟と惰しいのず，鈴形成が“
L でし）かの 1'房砂。過堪食雌イぇンの喝乞イカン3雌碍果にか？でも房廉·し
た。 Debye,H叫礎界夏りが成立しなりパ鳴度の大きな箋I囲に対して知王され
たバ叫凶雇叙あいた日の朋イ寮式t4) を凩いた。綽泉も厨． 5に示した。こ
紅り，砂＝一4、 31 土 0ぷ走得た。

“＝い疇：ナ炉· （今）
( ここて｀｀ Q， A,B,CJ！なイタンに闇する虎翠 A はイタン強度，砂謬たイえ〕
遣の覺祈の街岱ふ
令鉗イカンパ疇恥棟囀鋼イクンが通煤緩イガンf/J喬凶紐左増丈する
心ぅ報告があるがず，碓叢鍋を1史帰！てみたが，脅“"]な見磁立小なかた
J い l多が反た温度な百効果1：っ、？ても純彦する＆ デ
2.0 

：ニ・｀：：：噌晨：；0＋t;l:
0
.
9
6

年
・

2

,‘ 
〔
＿Iこ
lg

8
0
/
X
 $
'
f

o
l
 

ペ位0ぶ—NOs— 
-@- so芯2-

ぷ
l 
.., -3.0 : 

l 氏
、 ーや．o

0、2 ＆午 0. 、 o．了 leo

び）
叫・今．£必 I：＃える知幻丸ンの拗泉
S20t o.oI M., Ag+ 5XIがり凡
餅（＃雌する朦） I、夕，t細／，夕o•c

囚I)．とf)3 9. • ^S O、

郷弓広
叫5 訟応によるイガン鵡度の如慕．
ふ吋―い！ M.' 1+3+ .t"X Iが欠，p叫年0り］ぷ，町C
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3A-8 23q 

Np(J) 電解蓬元

熊火工 o 池田森四い知祁火舌話

アクチノイドが記肴m町甘脅々研充が行 riわれていが1勺これば均貨渥着面
”る、｀とにより、メ孜射心直鍬和観的紅和”.:::叩ム恕料からの
アクチノイ丘電駆峰fiどが｀目的ヒされて、，る。従来、ハ研免に 1ず可」な雌と
I 1釦叫紅アンモニウム庵液．か¢ア 1 チノイドの回収］非水嘴液ヵヽらもな‘.tへ
ゎか属ウランゎ析認わよび4多酸度溶忠ヽら Al-Zn伶度へふアクテノイドh析出う）
f江がある． 本良験て＇r.t.支持電解貨しして．士羞仁アン王＝ウムーマンゑニア
緩衝本夜ふ均ギ酸ァ;.:t ;:. fJムーギ酸紀街彰艮鑓ヽ，て Npば）のア 1レミ＝ウ
ム板..tへの電着の拳勃ゎ定電位電忽法により研充し，彙着速度およ伊雹肴そゎを
位叙咋，イオン衷危依存性，水素イオン：農度佐将怜笞 K つヽ・・て検紺＼ f滋果も
荻訂う。

呉験1. i式料潤穀
L-1) えブ°ヽソニウムi式料·濡菜 uoュt :rRR-2 で zo伶賊象しぅ農碓緩 1吋苓
紹ざせfて＾ち戎簸を留玄. l, O._l M ±盈印む紅とした。塩酸，堪んナト 1) うム丸腹
条による口紐電釦如9ガにより如輝し，j紅む輝＼た·し、パ闊 a倉も塩簸喝
凌を惑発乾固 I fいのち．0. 1 日滋酸瀦凌K してNfのを甑I 製 I K. Nrば）遺t忍 11'
丁丁 A ーベン必ンを吊、，る 2 キ目力覇む去 1-;: よっ·て行フfて．

1-2) アルミニqムば東洋アルミ：：ウム K.K製ゎ経度叩仇面積IZ碕あも
^ g対ヽJI マゼトン，虔酸f'~ I] ウム索疲，糾ぶで、吃差 I t-てめち乾燥 1 て使rt! l 
和

ュ．装詈 電源 k l て、北斗電ェ製 r5-IOPD咀寸白子ンシオヌク叶；，陽禍
古いしゞ陸梧I 1-. 各々白紅舷竃極，f lレミニウム金属を使用 I fべ。ヴ嘉滋釦専的
紅石n c 知 0 子ヤンえlレぅ皮高介祈春によマ璃l足＼ t＜·嗚か r 孜餡箆t. r'J 
ェル型次xZ" NAICT.1)ーシンチしーシっン計な装看によりぅ国］免 I.r,.. 
3 ．方法 帷喝てしf＜支持を解貿雰む—史量吐アッニウム虹戟IC←¢£
な添加1 かくばん l でわち．こめ涼浚心鮮惰疇入し、足竜位電懇紅より

を｀｀r孜射籠滋を時愛イじ這鍋＼ fてo が解後，マ Iしミニウム陳極に析
出 l たpの頃射能ば電懇愛ゃぁ2露汀孜射能這妙量 K ー絞い：： k t雑
””このち．電肴逹霞友 ；容夜中の放射能心氏r速度ヵヽ 5 算出 l fて.. 
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純果l. 電着量ふよぃ•電着逗度が亀位保存性
塩化アン王ニウムーマンモ;::.了蒻積仔溶菜（所：：：：1． 7／イオン我度 o.~) な支持·電解貨臼
紐極、ア 1レミニ？ム闊峰な使用! f<喝企 Y)し：： ：：：：ウムの 1紐電位な膚t和甘巧
を極に対 1 て―/.I～ー／丘囀 1.;},~電着量碑峙変い虹 I た締畏な均•I-a
1て示＼ fて。電着速度 1す Np(す）碍ぅ累 I濃I¥ 11 次でがり． 名々バに位 1てお rr.;I見
かす以逹庖定数表。松注対敷 Iす霞 4万 1噂．如’紅‘1 足信な示す (Fii•Z-A). 石•1.3-A に示ず
電着誓の電叫砕・r全からを着喝ばやが奄ぼ迂可る及応を知相当す;3. k.芳ぇ
られる。 ぞ酸和そ：：：ウムーギ酸緩僧葬和夜(f>Hs3．頑わ筏覆 o.z) i支持電
弩咽~ I て使用 I~ 喝ふぱ． Z% ぺ肴青の結時麦仁（百•l·b濯．雀屠速度中
N;(す) mm項 I 1 ]次であり 屁が加逗釦定数如心封牧に対可 3 優4”
西、アば町•Z-b に示す。 電肴／詈ゎ電41依如紅呵·3-b に示す·
2. 電着量ゎ、よび電着速度のイオン弓色度屈栢ほ
滋牝アン七ニウムーアン毛：：ァ緩底雰液(p叫． 7) ＾什オン弓金度 9·Z-z.0 1てお l丁
るを着量わ妊時むtより を肴返度tt. Nt (rrr;）＾環夏 I可旬 l て］次で北り．竜肴
詈のイオン弓策足依存加．盲線的祀イ系t示可．如s り対殺の A すン 9笈亀の平矛祖
疇するプ゜む•y卜（呵•4）は．勾釈 -1 D'i直線せ子、 I t-::.
a. 電着量ぉょぃ··電着速度にい If•す水県イオン環度の影響
塩灯ンモ；；；ウムーマンモ召偽町苓啜（イオン移復 o.z) lip出幻~～ 1． 7 1や Iす 3 電
叩正／．ZT て＂の電着量の多舌時変布＄ h 、を着逗姐屯外竹い名廻 k 祀 I て 1 次
であり．北。hs 正寸起り水県イオンぅ農爾が対牧は直線由係t示l.勾訳 o.5 が必恥；い北

(r,·g.5). 
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受献 I) M.Y. DoNNAN, E. K.Pu i<'E S 、 A血l.¢hem, 3i, 39z(/1 ヽ~).

2) WoL'FRAM LAMP印， A．今，合ぷ叫n で社． Nos. z3 し 6S1ル,d フ3炉if- (1fJ JI). 

切 C.R.WILSON 4ND LAN知丸 Nり~le 研fcs, 11, c~J ｢i (I和3).
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3A-9 ウラ、／（可）＾ナ1-')ウムアマルガムぷ久」

（原~) 11. P. N必 `l.“凩 いパ太衷1·

すそ,~ウラ I` (打）が氷憶液中i’， アトりクムアマ，しガ｀ム (Na-Hy k よって這ぇさ
叫，K紅中に了マ Iし力玄しして柏出され 3 こしを秘告しむ． A 日 Iな， この反i11...,<
対す 3 貨叶『藷， ウランの北丸 (Na(H炉／⑯<），，位）／（ll.0:.,.) なf’'の＂ r っ •9
て北軟杵討レた。t qに果，＇手（バ今，：グランぷ＊町 F 珀出 1 臥 a ーセ．また
づ及＂正元地疇 l~ て．．夕戸t叫／ゥ心クランァて／し力＇ムが,,られ 2 ：：： tア1
に 99 ら力‘し rf.,た.

（文騎J Na-H1 の m:)"“T 卜＇）クム，K蕊液心町た ,1 /4属ナト＇）が
t直蒋，K銀f 1く滋僻して謁埜し， 1 の甚凡 ,1 戟‘扁史ー＇＝よ 99 求め k. ゥラン謀紅：
既足誓の項比ウラン知印訊9"しを合む 6M 嶋成直臼｀したのら庶癸乾 lO レ，
心滋｀僻レt~ぐり！仇い浪菜しレた。ュ'7U トレーすー 1ク， (Y, 11 ）反応ぜ炉 k.
立年：正iのり戸，臼麟攻，凶7u トレーサーをし 1 荼知＇’
“1..tした。 各社q酸し・ 1むt羞訴． え＇砧．絣輯， 加e•かン誠． 9 ェ ；鼻らずら 3 p叱9
叩ザ雌如＂可r/., ~。牢：試料浪液t"1,,• .J_を⇔4"かか口—,...にとり，ユ
1t'J.,Q, Na ~H3 を加えy()衿採り濯ぷ'. ~ち ,le屠い鍍層しを今紅（，＂吐のウラン
,: 6 遠釘這陥い）＂Iぷ銭層中の .)..99U 戌打粍視’1足 I：より，？如叶｀，抽
出さ小たクランのそそ）~.9> k •ウラン 9 濃九，な r～やゥ豆 (Na(H9如x） ＾叱
1 i'~.t~/｀夕，区）／（l)0J,”）＾叱，な土しレて ID~100 の紀C国て｀｀ f了J'J, k • 
叫・紐）か輝＂臼：貌り莉殺し柚叱の紅始 2 表 1,<.f、レた．験

藪， 7°o り直紅fで屯 1げ叫っ抽汰牙t 1• みレクうンを逗元拍出す d
級ぷ、、 9‘ らすい Ii｀こ小うの e貸ヵ｀て、＇ゑ 2 し 9‘^ ゎ P'3 ・Jェ噴紐t ?..,J.，ク
ラ｀／ 1さ 11 k ~ I::`•柏出々れ 1Jレ1 ．こ □，ウランが 7 エン酸し叱校沖足な舒体を

…9 松す 3 ためし井えらり。釦鱈液tてーも一和 9 ン 1項］がれ 3 9r ，サ杖り
応p磯紺り＊か肝を起こレ，， 3虎肛9 1 放が見ら孔今般的吋此か喰い。
[Na（叩／（HXJの昇）早：長）がら｝哨らが lJよグ＇c (Na (H?)レ徊）の仕（:.,It..f. 0.'(9 3) 
9‘9...., 1,< #•．，て高ぃ狛出 1年を手のしてい 9 。 a,．＂ ＜／て゜みIJt Iず，［NA(H9山和［ Iな
Hな•よび． uo古退元す 3IC4 tかrJ骨てやあ 3 たあ， また a > l て．．（づ房厄尉批敬ナ

トリウムq ¢免叩 Iqの和翻t.,ふ．り々す<. p H が高<t~ ~,クランり加 9k 分絡瑾｀
物＾洸殿が見られ 3 たりt {, re 虹炉如~ ／っtg合ょ＇）応くな.,てい,.

＂tクラン汲祝，，:it£:詠瞼溶応炉 9 た (A“贄叩J…t(こいを ¢m）と柑
ま守＾rtl 1糸がら， （ U ： <80釈，／夕”£)紅'.lへ？5清9P す a t tも 1-:: 拍出含も孔ゎ
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しイ 2 年は成以上の 1』しfJ 3. ¢二 92 し一定，＝レ，（A伍），（U応）を臼 v,: 噌
如f fて 9了ぐし和出 I炉f令々に増和レ，〔駆）＝ I、o/11, (U~れ”)::.””9/r4 ざんか
知i直と示めすが＾，f心吠J: 1-; 図兎のば度が滑加す 3 し釦して＜ 2 ,, 1k 91,, 

＂令ヽらう［威J ＾霞月が消 9l>す各(:'袖出年，遺少 3 3.. 高 v 匹和吐し
ず 3 鴫令ヴ〔駆）＾“｀へ2.o屈 F て～次} :::,ヒがせまレじ，， U-H1 中qウラシがい：
企属ウう｀／“＇k篠中へっ虹裕匁（P．「I”り）い,/..:r. ，，，ウラン妍，熔易，こ紅叶＇ク泊
ぬ之cf-\.'l, ¥A,,_ ":: ~ヵ'-明らがI:: f',f,,) I. --[?} (lJ・追い叩土＾茶i乍ど正叩灼勺41"”
の U -Hy'f＄うよ r.. 3 。 U- Hf十のウラ｀／の骨t ；忠袷々tの肉 1会を訴｝べ• 3 切
J．．ラスフ1'レダー（年：ジ～如心炉）を利 l‘ ぶ9A っ u-H} を和オ逗し K 。その紅
象"”のウラン，1,.,プ4'し? -.)::: l河出し， 7 1 ＇レ1- 這遥 vk,K厨＾ウラン
→や，企属クうンバ派饒度からテ R. 々il-\. 3 I邑~ 11 ゞ同じ他て••あ，た。こ＾ : t 

分ら，滋衿か豆柏出て上て｀｀ 3 クぅ｀／＇9, ウラ｀ノ＊偉り合物 (UH,JI,)の吠綬的又
3”"ししして＊紐キ，： h圧レて、． a t尖えられる．

心液中からウぅン： ＂で“杖｀能1 3”遥ぇすi z し 11 目雄t t JL て｀｀ 2 が
N^·H}'：よう逗元 z..’さ，りラ、／ 9か匁烏 1-:- /4底ォ£厖i 2コ呈えさい 3 ＝とが叩らがtアI

，に。このよう 1~ 戎象 I丸令エ疏又象 e― ,1, (29”()斗代 0｀ら知らムて、、し：：認み3.. 
クう;,-,~っ｀•こ液届ら＾訊舌し同呼，こ H吟＇2 よって扱知れてい 2 バ， 1 ：四

シぅンの初出,;.. 1-}.~/ Ofe~ t J\_てい 5. こ卜 I千，［Ac()-Jっi"flr 久()/'f吋 rJ.，た迂元
柚出q ¢こ身？••あ 3 。‘^ :し,ナぉnも•ら [AO-)心丸がお c rょ 3 とい 9ううランつ
出和訊沙すよしtヽう枯采 K —故して＂,.

｀
五

輯＾精託と袖が『”由ぽ．

0. 50.  7r /、 O I、 25 Iふー

3 ユ~ 39 ~3 ]6 

(o.6/t.o) (o．ヽ／I． o) (o.、かり（，，·ヽ／／I•6) (o.“/2) 

ギ畜屡 33 ヽ 3 90 舛 ヽk
(/.ヽ/J.()(/.IIM)(/.1/9.2)(/.、I几 8) (/.、/I2)

酢鵜 “« クk f3 クタ 99 
{/.8／知）（I•9/£o) (I•松り(I，9/”‘) (,•3/'1:2) 

ヂcem蔽f-2 ク¢93 92 9? 
(z.o／たの {z.•/S":2) (';,.e/r-,．ら） ¢.o/r.8) (2•ダ11.,)

[HXJ零 o.2N 

[U J: S'"吋Iゎ！

（／）が柑t 13-．袖

土泊’§のpH ぺせ

クか蘇 ゜ <l </ <l 
{I，ヽ／が） (I .6 /s．り（“ル） 但／“） (I•ヽ／ヽク）

(l). y. Koba ya心又 T. 99 い、.,...;ノJ.ムo..,. nu4．必．／旦 999 l 9969) 

(2) ::r.船fy, j. ;..,....,.-'-·必心｀9 む 100 9 （ヽ 9 ヽ 9)

゜
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